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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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遙かな高みを目指せ。

　このゲームは君の現実を変える


──〈アストラル・イノベーター〉発売時のキャッチコピー
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「ねえ、イチ兄。ゲームを楽しんでる？　それとも──」







　■第一章







　ふたりの間に白はく刃じんが煌きらめく。

　剣けん尖せんの軌き跡せきは蒼あおき綺き麗れいな弧こを描えがいて、しかし、その刃はは相手に届く前に弾はじかれ、火花らしきものを散らした。

　交差するのは、剣けん戟げき。

　ふたりのうちのひとり──少女は華か麗れいに剣を振ふるう。それは踊おどるように。演えん舞ぶのような流りゆう麗れいさ。妖よう精せいを想起させる。

　それに対して、もうひとり──少年は無骨に剣を打ち付けて少女の描く軌跡を歪ゆがませる。虱しらみ潰つぶしにするかの如ごとく。

　ふたりは、何度も何度も剣を重ね合う。

　これは決けつ闘とう。

　どちらかが戦せん闘とう不能になるまで、あるいは敗北を認めるまで終わらない。

　それがこのパーソナリティデジタイズ・ＭＭＯ多人数同時参加型オンラインＲＰＧ──デジタイズ・ＭＭＯの決闘ルールだった。




　人のありとあらゆるパーソナリティをデジタイズデジタル化して、ゲームの内部へ転送、そして、現実と同じ感覚でロールプレイをしながら遊ぶ──それが日本産のデジタイズ・ＭＭＯＲＰＧ。

　世界同時接続者数一千万人を誇ほこる、世界一の怪かい物ぶつゲーム。

　現実とは違ちがう、神ならぬ人の身によって創造されたデジタルのアナザーワールド。

　そのタイトルを──〈アストラル・イノベーター〉といった。







　決闘は終局を迎むかえつつある。

　緻ち密みつに剣を振るう少年──イチノの眼前で、剣を持つ少女の表情は驚きよう愕がくと焦しよう燥そうに満ちていた。

　当然だろう。少女が挑まれたのは負けるはずのない、勝利を約束された戦いだ。

　少女のレベルは51。これはこの世界の中でも上位に位置するレベル。

　それに対してイチノのレベルは──１。この世界に於おける最弱のレベルだ。

　レベルとは、すなわち強さの証明。冒険者プレイヤーのレベルが上がれば、ステータス能力が行動内容に応じて上じよう昇しようし、移動速度や相手に与あたえるダメージ衝撃が増加する。次々と現れる強きよう靭じんなモンスターを倒たおすために、冒険者は率そつ先せんしてレベルを上げるのだ。

　戦闘の他、様々な行動を実行し、数値化された経験値を得て、経験値を一定値まで溜ためることでレベルはひとつアップする。

　レベルが１でも上ならば、それだけで有利になるのは勝率も証明している。

　もちろん、レベルがすべてではない。現実でもそうだが、力の強さ、足の速さだけで、戦いや競争の優ゆう劣れつは付けられないのと同じように。ゲームでの戦いの優劣とて、ステータスだけでは決まりはしない。

〈アストラル・イノベーター〉の戦闘は、プレイングスキル──冒険者自身の熟練度、どれだけルール仕様を習熟しているかというのも重要になる。

　相あい性しようや熟練度によって、レベルの低い者が高い者を打ち破る、いわゆるジャイアントキリング番狂わせは往々にしてある。窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむという諺ことわざがあるように。




　ただし──それは常識の範はん囲い内での話だ。




　鼠ねずみと猫なら、あるいは番狂わせもあるかもしれない。

　しかし、世界一強い兎うさぎと、世界一弱い獅し子し。これならどうだろうか。

　結果は火を見るよりも明らかだろう。

　兎がどれだけ上手うまく立ち回ったところで、獅子を苦しめるには及およばない。

　ゲームの中といえど……いや、ゲームだからこそ。

　扱あつかう武器が同じならレベル差が一定値を超こえると、勝利を得ることは困難となる。結果の分かりきった戦いとなる。

　この〈アストラル・イノベーター〉では、レベル差が５を超えれば勝って当然。

　レベル差が10を超えれば、負ける方が難しいとされている。

　劣れつ勢せいや互ご角かくなども許される差ではない。如何いかにプレイングスキルが優れていようと関係ない。あるのは一方的な蹂じゆう躙りんと、無む慈じ悲ひな一いち撃げきだ。

　少女は決着が一いつ瞬しゆんでつくと思っていただろう。少なくとも決闘前は。

　少女のレベルは51なのだ。装備する武器や防具も、冒険者ならば垂すい涎ぜんものの代しろ物もの。対してイチノは動きやすさを優先したような革かわ防具に無骨な剣。

　油断をしていたわけではない。最初から躊ちゆう躇ちよもしていなかった。全力で勝ちに来ていた。

　まさに『獅子は兎を撃うつに全力を用う』の言葉通りに。

　しかし。

　今や戦いは少女の敗北で幕を閉じようとしている。

「はああああああああああああっ！」

　少女は吠ほえ、縦じゆう横おう無む尽じんな猛もう襲しゆうを繰くり広ひろげる。妖精が舞まっているかのような華麗な剣けん舞ぶ。その鋭するどさはさすが熟練の冒険者だと誰だれしも思うだろう。もしこのゲームに教科書があるとすれば、載のせておきたいと思えるほどだ。

　しかし、イチノはすべて躱かわし、捌さばいていた。

　相手のＨＰヒツトポイントはお互たがい見えない仕様だ。自身のＨＰは緑色のバーとして表示され、視界内で邪じや魔まにならない程度に見えている。

　イチノのＨＰ数値は36。この数値とバーが連動して動き、数値が減ることでバーは左に向かって縮んでいく。そして、このバーが消えれば戦闘不能となるのだ。

　しかし、イチノのＨＰバーは一ミリも縮んでいない。つまり、１たりとも減っていなかった。

　レベル51とレベル１の戦いなど、傍はたから見れば一方的な戦いになるはずだ。

　レベル51が一撃を入れれば、レベル１はすぐさま倒れる。ＨＰが36あっても、１００以上のダメージを喰らうオーバーキルとなるだろう。

　その逆にレベル１が一撃を入れても、レベル51にはダメージがほとんど通らない。与えられたとしても、最低ダメージ保証数値である１を減らせるぐらいだ。

　それほどまでに絶望的で、圧あつ倒とう的てきな差のある構図となる。

　ところが、だ。

　風切り音と共に、イチノの剣が少女を襲おそう。

　それが少女の身体からだに的中すると煌めく光エフエクトが飛び散った。イチノから少女のＨＰは見えないが、予想以上に減ったであろうことは少女の苦しげな表情を見れば誰にでもわかる。イチノが予想する少女のＨＰは７８０前後あるはずだが、現在は１００を切っており、今の一撃でも20近くＨＰが減ったはずだ。

　本来レベル51の防ぼう御ぎよ力があれば、レベル１の攻こう撃げき力など蚊かに刺さされたほどにもならない。ダメージが発生するかどうかすら疑わしい。

　ダメージの計算方式は自身の攻撃力の値－相手の防御力の値÷２が基本だ。他にも攻撃の鋭さ、踏ふみ込こみの強さ、魔ま法ほうによるバ強フ化デバフ弱化等々気の遠くなるほど幾いく多たの補正があるが、概おおむねダメージは攻撃力と防御力によって算出される。故に防御力が相手の攻撃力の二倍以上あれば、理論上は完かん封ぷうして勝つことが可能だ。

　しかし、イチノが決闘開始直後から繰り出している攻撃──ウィークポイント弱点への攻撃は違う。

　ウィークポイントへの攻撃は相手の防御力を無視──０として計算するため、自身の攻撃力がそのままダメージに比例する。どれだけ防御力が高くとも関係ない。故ゆえにレベル１であっても、微び々びたる数字ではあるがＨＰを減らせるのだ。

　煌めく光が飛び散るエフェクト──それは、クリティカル攻撃の証あかしだった。

「くっ！」

　実際に痛覚があるわけではないのに、少女は眉まゆ根ねを苦痛そうに歪める。

　クリティカル攻撃のことは、この世界ゲームをプレイする冒険者なら誰だって知っている。ウィークポイントに一定以上の速度を持つ攻撃を命中させればいい。説明するだけならあまりにもシンプルな仕様だ。

　簡単なように聞こえるが、相手が動いているとなれば話は別だ。

　しかも、ウィークポイントとされる喰らい判定──攻撃を受け付ける範囲エリアはあまりにも小さい。人の場合、心臓、頭頂部、首がウィークポイントに相当する。

　狙ねらって出せるものではない。その上、冒険者たちは弱点を守るように行動するのだから。

　偶ぐう然ぜん当たったらラッキー──冒険者であれば誰しもその程度の認にん識しきとなっている。

　狙いすぎて立ち回りを悪くするよりも、普ふ通つうに攻撃を当て続けた方が効率的だからだ。

　だが、イチノの剣けん閃せんは常じよう軌きを逸いつしている。

　老練な洞どう察さつ力と鋭い直感力──攻撃後の隙すき、死角となる座標。それらを不足なく把は握あくして少女の攻撃を読み切って躱し、的確にウィークポイントを攻撃していた。

（これで、首への攻撃は三十六回目か）

　攻撃回数から蓄ちく積せきされたダメージ値の総計を算出。さらに少女のレベルから割り出される推定ＨＰ。それが残り一撃……風前の灯ともし火びだとイチノは推測した。

「ふふっ」

　……だというのに、少女は笑う。それはこの決闘を心の底から楽しんでいるかのような爽さわやかな笑えみだった。それは顔だけではなく華麗なステップを踏んでいる足あし捌さばきからも感じられる。次はどんなことをしてくるのだろうかと期待している節すらあった。

　しかし、その瞳ひとみは悲観的な色に染まっておらず、未いまだに煌こう々こうと炎ほのおが灯ともっている。諦あきらめてなどいないというように。

　少女が距きよ離りを取る。そして、今まで躍やく動どうしていた体は、ピタリと彫ちよう像ぞうのように静止した。

（何か狙ってるな）

　猛もう禽きん類るいを思わせるような目でイチノを見み据すえてくる。

　一挙一動を見み逃のがさないと瞬まばたきすら惜おしいように。

　意地でも一撃当てる。

　少女の直視からはそんな執しゆう念ねんが見て取れた。

　一撃を当てれば勝ちだから──という余よ裕ゆうではない。そこにあるのは、どんな結果が待っていようと確実にダメージを与えてやるのだという覚かく悟ごだ。

（執念があろうと、覚悟があろうと……俺は負けるわけにはいかない）

　イチノは剣を握にぎり直して推測する。少女の立ち回りを、行動を、剣閃を、あらゆる可能性を。

　頭の中に幾多にも分ぶん岐きするフローチャートを組成する。

　それが完成して、イチノは大きく息を吸った。

「行くぞッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、イチノは地を蹴ける。

　少女はまだ動かない。その表情は、まるで死を覚悟したかのよう。

　イチノが少女へと肉にく薄はくする。少女の剣が届く範囲へと僅わずかに侵しん入にゆうした──その刹せつ那な。

　ひとつの剣けん戟げきがイチノへと襲いかかった。

　水平飛行最速とされるアマツバメが飛ひ翔しようすることに準なぞらえた──速そつ攻こう剣技〈スイフトスワロー〉。

　澄すんだ金属の音が響ひびく。

　それと同時に、半月の蒼あおき剣閃が生み出された。

　フェイントなどない。ただ、まっすぐに。

　それは確実に当たる一撃、避さけることは不可能な一いつ閃せん──と誰もが思っただろう。

　如何いかにプレイングスキルが神の如ごときものであっても、これを避けるのは世界のルールゲームの仕様が許可しない。少女の目にもそう映っていたはずだ。

　しかし──。

　イチノはそれを軽い足捌きで避けた。事も無げに少女の右へと回り込んでいる。

　少女の目が驚きよう愕がくに見開かれた。まるで幽ゆう霊れいでも斬きったかのように愕がく然ぜんとした様子だ。

（まあ、幽霊を斬ったみたいに思っただろうな）

　イチノは少女に向かって剣閃を放つ。

「その戦い方じゃ、俺への勝ち筋は作れない」

　鋭い一閃がウィークポイントに命中し──少女は戦せん闘とう不能となった。







　決闘が決着し、イチノは賭かけていたアイテム道具を手に取る。それは、親指大の白い石で形も歪いびつなものだ。一見するとそこらに落ちている石としか思えない。

　視線をアイテムに集中すると、〈ＳＴ００５〉という文字が浮うかびあがった。

　それを見てイチノはホッと安心したように溜ため息いきを吐ついた。その表情は高校三年生という年ねん齢れいからすると、少しだけ大人びて見える。

　身長は百七十二センチといったところか。体つきはすらりと整っている。その黒くろ髪かみは少し長めで前髪は少し片目を隠かくすようにしており、後ろ髪も乱雑に束ねていた。

　もっとも、この世界において顔や身長は変えられるため、この姿が現実と同じというわけではない。イチノは身長や体つきを変えていないが、顔は少しだけ現実と違ちがうようにフェイスメイクしている。

　彼は決闘に勝ったことを誇ほこるでもなく浸ひたるでもなく、踵きびすを返してその場を去ろうと

「待ちなさい！」

　したところで後ろから肩かたを摑つかまれる。

　イチノが振ふり返かえると、先さき程ほど戦っていた少女が睨にらんでいた。

　決闘前に、サクラと名乗った少女だ。

　切れ長の目。艶つややかな髪。均整の取れた体型。女性の理想を体現したかのような姿。

　装備品も高級な銀を素材にしたらしい軽装鎧よろいを着込んでおり、その出いで立ちは騎き士しを思わせるほどの気品があった。

　だが、そんな麗うるわしい容姿とは裏腹にサクラは立腹した表情で頰ほおを火ほ照てらせている。さらにイチノに対して軽けい蔑べつしたような目を向けていた。戦闘中、常に向けていた笑みではない。

　そんな細かいところまで表現できる〈アストラル・イノベーター〉の技術に感心しつつも、イチノとしてはそんな目を向けられる覚えがない。

　決闘は決闘だ。正々堂々と立ち回った上での結果に、気き後おくれすることなど何もない。

　イチノが、負けたことに対して捨て台詞ぜりふでも言うつもりかと身構えていると、

「あなた、ズルしたでしょ！　チート使ったでしょ！」

　と甲かん高だかい声と共に、指を突つき付けて非難してきた。

　チートとはゲームの通常の手段では行えない不正な操作のことだ。特とく殊しゆなプログラムなどを用いることで、データを改かい竄ざんし、自身に有利なように操作することができる。

　もっとも、そういったチート行こう為いはゲーム内のバランスを著いちじるしく損そこねるため、規約において禁じられていた。

「二つ名、〈コンプリート・ノービス未経験者を極めた者〉……まさかチート使いだったなんてね！」

「……何を根こん拠きよにチート使い呼ばわりしてるんだ。レベル１の俺に負けたことが信じられないのか？」
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「ええ、そうよ。……ううん、私が負けた理由は理解してる」

「だったら別に──」

「でも、最後の一いち撃げきが躱かわされたのだけは納なつ得とくいかないわ！」

　最後の一撃。

　それを聞いてイチノはピンと来た。

　イチノがサクラに向かって突とつ進しんし、それを待っていたサクラがイチノに向けて放った一撃のことだ。

　サクラは斬ったと思っていたはずが手て応ごたえがなく、その上斬った瞬しゆん間かんに消えたように見えたはずだ。まるでそこには最初から誰だれもいなかったかのように。

　そんなスキルは存在しない。分身系や変わり身系のスキルが近いが、あれらは使った際に煙けむりのエフェクトが発生する。ましてやイチノはそのスキルすら持っていない。そもそもレベル１のステータスでは、得ることのできないスキルである。

　だからこそ、サクラからすればチートをされたとしか思えないのだ。

「決闘を挑いどまれたから、こっちも楽しみだったのに！　途と中ちゆうまではすっごく楽しかったのに！　まさか……チートだったなんてね。心の昂たかぶりが一気に冷めたわ」

「いや、あれは別に避けるのは理論上可能なんだよ。説明は面めん倒どうなんだが……」

「納得いかないわ！　今までの伝説や噂うわさも全部チート使っただけじゃないの!?」

　サクラの憤いきどおりは収まらず、むしろ増すばかりだった。

「そもそもチート使ったら、ゲームマスターがすっ飛んでくるっての」

〈アストラル・イノベーター〉はまだまだ開発が行われており、特にゲームに外部から介かい入にゆうするタイプのプログラムには即そく時じ対応する。

　ボットと呼ばれるプレイヤー自動化処理──ゲーム内の通貨や経験値を稼かせぐ作業を自動で行うプログラムなども世の中には存在しているが、〈アストラル・イノベーター〉ではそれを完全にシャットアウトしていた。プレイヤーを強化したり、動作のフォローをしたりするプログラムですら通していないのだ。

　少なくとも、決闘でそんじょそこらのチートを使えるほど甘くはない。この世界で、ちょっと怪あやしいプログラムを使おうとしたり、あるいはセクハラ行為をしたりしようものなら、厳重に監かん視ししているゲームマスターたちがやってくる。

「バレないように使ってるんでしょ。すっごーいプログラムとか使って」

「あー、もう。勝手に言っててくれ。付き合ってられん」

　イチノは改めて踵を返して去ろうとする。

　こういう手合いは慣れていた。無視するのが一番だ。

　しかし、

「あなたの不正を暴あばくまで、私はあなたの監視カメラだから」

「……は？」

　いきなりの妙みような宣言に、さすがにイチノは振り返る。

「付きまとってでも、あなたのチートを暴くわ。覚悟しなさい！」

「冗じよう談だんじゃない！　チート使い呼ばわりでも通報でも何でもすればいい！　だけど、付きまとうのは勘かん弁べんしてくれ」

「いーえ。もう決めたわ。チートなんて絶対に許さないんだからね！」

「だから、やってないっての！」

　イチノがどれだけ弁解しても、結局サクラが考えを改めることはなかった。

　心の中で思う。

（とんでもない女に目を付けられた）

　と。







　渾こん身しんの一撃を避けた理り屈くつを説明しようにも、

「そんな難しいこと言って、私を煙けむに巻まくつもりでしょ！」

　と、すでにチート使いとして思い込まれて取り付く島がない。

　街まで一いつ瞬しゆんで戻もどれるアイテムを使ってさっさと帰ろうと思ったが、街がすぐ傍そばだったこともあり、使えずにいた。どのみち拠きよ点てんにしている場所がちょっと調べればわかってしまう以上、撒まいても無む駄だだった。

　イチノは憂ゆう鬱うつな顔のままサクラを引き連れて、整備された土の街かい道どうを通って街へと足を踏ふみ入れる。

　正門から入ると立りつ錐すいの余地もない建物群がふたりを出で迎むかえた。街の広さは公こう称しようで直径１キロ弱となっており、それを囲むように石の壁かべが立っていた。石せき壁へきに上って侵しん入にゆうも可能だが、特に意味はないためやっている者はいない。時折、洞どう窟くつ内でのロッククライミングの練習で使っている者がいるぐらいだ。

　街の中は二階建てや平屋、塔とうや教会、高さや広さも千差万ばん別べつ。洋式の家が多いが、ぽつぽつと和風の家もある。土地を購こう入にゆうし、家を建てた冒ぼう険けん者たちが好き勝手に建てているため、統一性がなかった。しかし、乱雑であるが故に、そんな景観を好む者も少なくない。

　イチノもこの統一性のない乱雑さが好きだった。

『ファルセリア』。それがこの街の名前だ。

　ゲームの中作り物とは思えない、このリアルさは何度体感しても舌を巻く。

　赤青黄、三つの太陽が昇のぼる青空。肌はだを撫なでるように吹ふくそよ風。行き交う人の息いき遣づかいや体温すらも感じられるような熱。何が現実と違うのか……日常的に過ごした場合、それを探すのが難しいぐらいだ。

　石の壁に触ふれれば、細かな凹おう凸とつが存在し、土の地面に触れれば、微び細さいな砂が付着する。

　地面に落ちている石を拾って投げれば、障害物があればそれに当たるし、なければ放物線を描えがいて地面に落ちる。

　建物も人もすべて３Ｄオブジェクトの作り物。体感している温度も電子信号によるものに過ぎない。だというのに、そのデジタルの作り物はすでに現実と区別がつきにくくなっている。

　イチノはそんな街中を早足で歩く。隣となりにはサクラが顰しかめっ面つらでついてきていた。

「いつまでついてくるんだよ」

「あなたのチートを暴くまでよ」

「はぁ……」

　何度目かの溜息を吐いているうちに、ひとつの大きな建物の前へと到とう着ちやくした。

　三階建ての木造で、外から見ると横よこ幅はばが二十メートル以上あることがわかる。

　扉とびらの上に、それよりも一回り大きい看板が横にしてかけられており、そこには黒字で『雲雀ひばり工こう房ぼう』と達筆な文字で書かれていた。

　イチノは目の前の扉を無造作に開けて中へと入る。サクラも恐おそる恐るといったようにイチノに続いた。

　中に入ると大きな部屋が広がっており、中心には観葉植物が部屋をふたつに分けるように配置されている。向かって左が作業場、右が食事処どころ。食事処の奥には二階へ上がるための階段がある。

「え……」「お、おい。あれ、サクラじゃね？」「何々、〈アドベントフェアリー〉がここに？」「それがなんでイチノと帰ってくるの」「知るかよ……」「また何かトラブルでも抱かかえたか？」「あー、可能性高いな」「それも女関係な」

　思わぬ有名人の来客……といったように食事処がざわつく。

　イチノはそちらを一いち瞥べつもせずに作業場の方へと向かった。

「あら、お帰りなさいませ。イチノさん。案外、早かったですね」

　作業台に座っていた少女がイチノたちを振ふり返かえった。

　この世界では珍めずらしい青色を素地にした花はな柄がらの和服が、埃ほこりっぽい部屋の中でとても艶あでやかに映はえている。

　黒くろ髪かみの流れるような長ちよう髪はつに、肌はだ色いろは白しら百合ゆりのように純白。立ち上がって丁てい寧ねいに礼をする姿など、まさに大和やまと撫子なでしこを思わせた。イチノがソウルイン──一いつ般ぱん的な言葉ではログインする時間には、大体ゲーム内で働いている女性冒険者だ。

「ひばりさん、ただいま……ってのも変な気がするんだけど。まあ、宿として使わせてもらってるけどさ」

　この雲雀工房は宿屋も兼かねており、便利なため、ここを拠点にしているプレイヤーは多かった。イチノもそのひとりだ。

「うちの宿しゆく泊はく客はわたしの家族も同然ですよ。帰ってきた時に、おかえりと言われる方が寂さびしくないですから」

　ゆったりとした口調でイチノに諭さとすように言うひばりは、そこで初めて隣にいるサクラに気付いた。

　そして、サクラから再びイチノにぎこちなく視線をシフトさせ、

「……もしかして、彼女さんですか？」

「違ちがう！　なんで、そんな話になるんだ」「ち、違います！　冗談じゃないです！」

　ふたりが揃そろって反論すると、その様子にひばりはくすくすと可愛らしく笑う。

「初めまして。雲雀工房の代表、ひばりです。この店ではアイテムクリエイト製作をやってます。あと宿屋の経営も。ロールはアルケミストです」

　ロール──役割のことだ。職業と言い換かえてもいい。

　この世界では様々なロールがある。それは最初に自分で選ぶのではなく行動次し第だいで割り当てられるものだ。剣けんで戦っていればソードマン、魔ま法ほうで戦っていればマジシャン、アイテムを創つくっていればアルケミスト……といったように行動がロールを決める。戦うのに関係したことだけではなく、料理を行うコックや農業を営むファーマーも存在していた。

　ただ仮にソードマンのロールを割り当てられても、そのまま固定されるわけではない。そして、その行動も制約されることがない。大した効果は出ないがソードマンでも魔法は使えるし、大きなダメージを与あたえられないがマジシャンでも剣は扱あつかえる。だからこそ、行動次第でまた別のロールになることもできる。

　行動の積み重ねによって、ロール、ステータス、スキルが決まる世界なのだ。

　そして、この世界へ来た冒険者に最初に割り当てられるロールが、イチノのロールであるノービス──未経験者である。

「よ、よろしくお願いします。あ、私、サクラといいます。ロールはソードナイトです」

　いきなりひばりに名乗られ、サクラは借りてきた猫ねこのように大人しくなる。ちなみにソードナイトは、ソードマンがさらに剣に特化したロールだ。

「知ってますよ。この世界で九人しか得ることのできない称号リザルターナイン。それを得た女の子がいるって少し前に聞きましたから。会えて光栄です」

「い、いや、私は別に強さで〈リザルターナイン〉になったわけじゃ──」

「ひばりさん。いいから、さっさとこのアイテムを買い取ってくれ」

　会話が長引くのを嫌きらったイチノは、そこに強引に割り込んだ。

　小こ袋ぶくろの中から幾いくつものアイテムを取り出して、作業台の上に載のせていく。明らかに小袋に入るわけがない大きさと量のアイテムが次々と出てきた。

　これは袋に手を入れて、出て欲しいアイテムを頭の中で念じると取り出せる袋で、この世界に入った直後に現実世界とゲーム世界の橋はし渡わたし役やくのキャラクターから渡されるものだ。ゲームならではのガジェットである。もちろん、入れられるアイテムの数に許容量はあるが。

　また慣れない初心者が戦せん闘とうで慌あわてていると、目的のアイテムが取り出せない。あれでもないこれでもない、と袋をまさぐる初心者の姿は風物詩めいた様式美だ。

「お、食材豊富なのはいいですね。今日の夕食の準備は捗はかどりそうです。では、お金とは別にお礼を渡わたさないといけませんね」

　ひばりは目の前の食材をすぐ近くにある箱に放り込んでから、イチノに青いガラスの小こ瓶びんを手渡した。中には液体が入っている。

「なにこれ」

「新作ですよ。ＳＰスキルポイント回復のアイテム。〈ネオポーション二十四号〉って名付けてみました」

「……また、何か仕込んでるでしょう」

「五割の確率でＳＰではなくて、ＨＰが回復してしまうんですが」

「ただの失敗作じゃん！」

　押しつけられたことにぶつぶつ言いつつ、イチノはそれを律りち儀ぎに袋の中へ入れた。

「俺を使って嬉き々きとして実験するのやめてくれませんかね……」

「うふふ」

　笑って誤ご魔ま化かされた。

　ひばりはこうして時折、エキセントリックなアイテムを作るが腕うでは確かだ。実験好きなのが玉に瑕きずだが。

　そして、ひばりは再びサクラへと視線を移す。

「……で、話を戻しますけど、イチノさん。彼女さんではないなら、もしかしてまた冒険者でグループ──パーティを組む気になったのですか？　ギルドに戻るとか？」

「なんでそーなるんです。というか、話を戻さないでください」

「うふ、最近のイチノさんは渋しぶい顔しか見せてませんし、いいことではないでしょうか」

「だから、そんなんでもないって。こいつはただ──」

「ちょっとイチノ」

　そこへ、ひとりの小こ柄がらな少女が機き嫌げんの悪そうな声で絡からんでくる。

　フードを目ま深ぶかに被かぶって黒い外がい套とうを羽織っており、その手には頭に宝石を埋うめ込まれた古そうな木の杖つえを持っていた。

「あたしを差し置いて、パーティを組むつもり？」

　フードをばさりと捲まくると、肩かたまで伸のびた銀の髪かみが露あらわになった。また、その顔は童顔で身長と相まって小学生のように見える。

「何を差し置いてなんだかわからんが、俺は今パーティを組むつもりはない」

「じゃあ、この女は何よ。何でこんな女連れ込んでるの？　あたしとの愛は!?」

　声こわ色いろは子供っぽいし、容姿も子供っぽいと言うのに、言ってることは少々過激だ。そのギャップのせいで、サクラは誰だれが話しているのか一瞬認識できていなかった。

「お前と愛を育はぐくんだつもりはないぞ、ユリ」

「ひどいわ！　ひどいわ！　一いつ緒しよに子供まで育てたのに」

「うわ、サイテー」

　泣き始めるユリに対して、いきなりサクラが事情を誤解しつつ、それに同調した。

「人聞きの悪いことを言うんじゃない！　卵拾ってペットを育てただけだろ」

　この世界のシステムとして、フィールドに徘はい徊かいするモンスターの卵を拾って育てることができるというものがある。

　そのモンスターはマスターとなるプレイヤーに忠誠を誓ちかい、マスターを守るように行動し、マスターの攻こう撃げきをサポートするのだ。

「グワッ」

　自分の話題が出たからではないだろうが、ユリの肩にペットの鳥が乗った。

「ひどいよね、ハジ。せっかくイチノのために、ちょー凄すごい武器ゲットしてきたのにねー」

　ハジと呼ばれた鳥のようなモンスターはマスターを慰なぐさめるように近づけられた指を軽く突つつく。

「どうせステータス上げないと使えない武器だろうに」

「まともにやれば普ふ通つうにレベル上がるでしょ。低レベルクリアにこだわって、システムで経験値オフにしちゃうから……」

　イチノはこの世界に入った時から低レベルクリアをするために、一いつ切さいの経験値を得ていなかった。

　課金して取得経験値を増やすシステムを使う者も多い中、逆に経験値を得ないようにしている冒ぼう険けん者はあまりいない。

　低レベルでの恩おん恵けいというものは幾つかあるが、それは初心者救済に過ぎない。主立ったものでも、モンスターの落とすドロツプアイテムが増えるというぐらいだ。

「まあ、気持ちだけありがたく受け取っておくよ」

　その答えにブー垂れながら、次にユリはサクラに向き直り、鋭するどく睨にらみ付ける。

「で、〈リザルターナイン〉様があたしのイチノに何の用？　そもそもイチノだって〈リザルター──」

「チートを暴く為ためよ」

　サクラの答えを聞いたユリは、息を吸い、溜ためて溜めて、長い長い長い溜ため息いきを吐つく。

「まーた、この手合いの難なん癖くせなの？　イチノが使うわけないじゃない」

「何でそんなこと言えるのよ」

「使う必要がないからよ。誰が相手でも勝てるのに、なんでチートなんか使う必要があるのか意味不明なんですけど」

「この人のプレイングスキルは認めるわ。でも、明らかにおかしい事が起こったらチートを疑うでしょ！」

「はっ。短たん絡らく的ねー。論理的じゃないからソードナイトは総じて電子信号が全部パワーにいってるなんて言われるのよ」

「はぁ!?　後ろでちまちま同じことしかやってないソーサラーに言われたくないわ！」

「ハァ!?　喧けん嘩かなら買うわよ！」

　ふたりがイチノを差し置いて、口くち喧げん嘩かを始めてしまう。他の客はそれを煽あおって、店の中はさらにヒートアップしていった。

「はぁ……」

「モテモテで大変ね」

　ひばりが穏おだやかな笑みを浮うかべて気楽に言うが、イチノとしては肩を竦すくめるしかない。

「……戻もどってきたか、イチノ」

　そこへ音もなく、イチノの横にひとりの男が立った。

　フードを被かぶり、ボロボロの軽装をしている。背の高さはイチノと同じぐらいか。

　この世界で生きる者ならば、誰もが彼をシーフのロールと気付くだろう。

「アレスかよ。いい加減、音もなく忍しのび寄よるのはやめてくれ」

「……ふん、イチノよ。気が弛ゆるんでるんじゃないか？」

「お前の隠おん密みつ系のスキルが高度過ぎるんだよ。というか、ここに来たってことは情報が手に入ったんだな？」

「……ああ」

　アレスと呼ばれた少年は、懐ふところに手を入れて羊皮紙のメモを取り出す。

　彼はシーフだが、同時に情報屋でもあった。

　情報屋というロールは正式には存在しない。しかし、アイテムの相場からレアモンスターの出現情報など、貴重な情報は高く売れることもあって、それは噂うわさや噓うそも含ふくめて多くやり取りされていた。

　アレスはその中でも、非常に貴重な事こと柄がらを収集できる優ゆう秀しゆうな情報屋だった。

　また、イチノがこの世界で冒険を始めてから長く付き合いがあり、懇こん意いにしている冒険者でもある。何度か敵対したこともあるが。

「ほらよ」

　イチノは袋からお金を取り出し、アレスへと渡す。

　アレスはお金を受け取り、その代わりにメモを押しつけた。

「……お前の探し物のある場所だ。お前の本命じゃないがな」

　そして、メモを渡すとアレスはもう用はないとばかりにイチノに背中を向けた。

「サンキュ。また頼たのむな」

「……金の切れ目が縁えんの切れ目と思え」

「ツケてくれる奴やつの言う台詞せりふじゃないぜ」

「……ふん」

　そう言って彼は踵きびすを返し、工こう房ぼうから立ち去った。

「素す直なおじゃない奴」

「うふふ。イチノさんも同じ穴の貉むじなだと思うのですけど」

　ひばりにそう言われて、イチノは「そうかなあ？」と眉まゆを顰ひそめる。

　そして、アレスに渡されたメモを見ようとしたところで、

「お、何々？　あれ、ダンジョンの名前？」

　口喧嘩はいつの間に終わっていたのか、ユリが横からメモをひったくった。

「おい、人のメモを取るなよ」

「まあまあ、イチノとあたしの仲じゃない。……って、ダンジョンの名前しか書かれてないじゃないの」

「どれどれ。……サーマル遺い跡せきって、すぐ近くのダンジョンね」

　サクラまでメモを覗のぞき込んでいる。さっきまで喧嘩してたとは思えない距きよ離りの近さだ。

「まったく……。返せよ。俺はこれからそこに行くことになったからな」

「え……。何で今いま更さらイチノがあそこに？　大したダンジョンじゃないじゃない」

「罠わなにかかると面めん倒どうだけどね、あのダンジョン」

「まあ、あたしにとっては楽勝だけど」

「そりゃ、ソーサラーのあなたにとってはそうでしょうよ……」

「どうでもいいだろ。じゃあな」

「ま、待ってよ、イチノ！　あたしも一緒に行く！」

「ちょっと勝手に行かないでよ！　チートを暴くために私も行くから！」

「面倒だから来るな！」

　イチノはそう言い残して、逃にげるように雲雀工房を出て行った。







　イチノはサクラとユリを振ふり切って、街からフィールドへと出た。

　フィールドには整地された街かい道どうが通っており、ここをずっと進むと他の街へと辿たどり着つく。どこの街へも歩いて約一時間から三時間ほどかかり、別の街では『ファルセリア』とは違ちがう文化が形成されているだろう。

　この世界の大きさは現実における月と同じと公こう称しようされており、それを信じるのであれば地球の約四分の一ということになる。何十日もかけてこの世界を一周した猛も者さも、月と同じ大きさかどうかなどわからなかったと言うが、冒険の世界は異常なほど広いと言えた。

　ただ、どこも同じなのは街道を通ってさえいれば安全ということだ。

　もっとも、イチノが向かっている場所はその限りではない。

　イチノは街道から外れ、徘徊するモンスターをやり過ごしながら、件くだんの遺跡までやってきた。

　街の東門から出て十五分の場所に丘おかを削けずり取ったような崖がけがあり、崖下に人がひとり入れるほどの洞ほら穴あながある。狼おおかみの口が開いているかのような形の穴が、この遺跡への入り口だ。

　イチノはそこから入り、狭せまい岩いわ肌はだの間を進んでいく。

　少しずつ外からの光が消え、闇やみが濃こくなっていった。

　イチノは袋ふくろからアイテムを取り出す。それはランタンだった。瞬またたく間まに光が広がり、周囲を照らす。

　奥へ歩いて行くと、剝むき出だしでごつごつとしていた岩肌は、今イチノが立っている場所を境に、突とつ如じよとして整えられたものとなった。

　彫ちよう刻こくのように装そう飾しよくされた壁かべや床ゆか。人の手が入ったかのような遺跡だ。

　デジタルなのだから、人によって造られたものには変わりがないが、雰ふん囲い気きはある。

　古代都市のような様相に変わった遺跡は、壁や床が淡あわく光り始めている。イチノはランタンを袋の中に仕し舞まい、奥へと進んだ。

　すると、広めの部屋に出た。学校の教室ほどの広さで、壁や床は通路と同じように装飾されている。左右にそれぞれ出入り口があった。左は宝箱があるのみで、右が奥に行くルートだ。以前、攻こう略りやくしたこともあって、ダンジョン内の構造は覚えている。

　イチノはその部屋で、ふと足を止めた。

　奥から足音が聞こえてくる。人間の足音ではない。四つ足の獣けものの足音。さらに聞こえてくるのは、荒あらい息いき遣づかい。それからほどなくして、右の出入り口から三匹びきの獣が興奮した様子で出てくる。真っ赤な目、まるでタールをかけられたかのように黒い体毛。

　この遺跡に巣くうブラックウルフという狼のようなモンスターだ。まだ五メートルほど離はなれているというのに、獣けもの臭くささがイチノのところまで漂ただよってくる。デジタイズというシステムを利用して、五感のうちのひとつ、嗅きゆう覚かくまで活いかしているが、これがなかなかリアルでイチノはうっと顔を顰しかめた。

　システム的に嗅覚を感じないようにすることは可能なのだが、イチノはリアル感を求めて、そのシステムをオンにしてある。

　三匹の獣は見定めるようにイチノを見ていた。

　この狼たちは、ノンアクティブモンスターではない。冒険者を見つけ次し第だい、狩かりへと移るアクティブモンスターだ。

　イチノが静かに剣けんを取り出すと──狼たちは牙きばを剝いて一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。

（こいつらの攻こう撃げきパターンに、以前攻略した時から変化は……なし）

　口を開いて突とつ進しんしてくる三匹の攻撃を横に避さけながら、まずは右う端たんの狼の首を的確に薙なぐ。

　的中箇か所しよに光が煌きらめいた。ウィークポイントへの的中──クリティカル攻撃。

　一撃でその狼は一気にＨＰを削られ、倒たおれる。その身体からだも連動するように薄うすくなっていった。モンスターはＨＰが０になると、倒れた後にその姿を消す。

　攻撃を避けられた狼たちは着地すると、再びイチノに振り向き、跳ちよう躍やく。予想通りの攻撃にイチノは、剣を横に一いつ閃せん。二匹ひき同時攻撃。

　その剣閃はまるで吸い込まれるように、二匹の狼のウィークポイントを薙いだ。一いつ匹ぴきは頭に、もう一匹は首に。命中した部位に光が一ひと際きわ強く瞬いた。

　クリティカル攻撃を入れられた狼たちは、二匹とも地に伏ふせ、その姿を消した。

　まったく無む駄だのない、あっという間の戦せん闘とう劇。

　このダンジョンの攻こう略りやく推すい奨しようレベルは20。今し方倒した狼のレベルもそれに準じたものだ。

　レベル１のイチノにとっては、狼の一撃を喰らっただけで死ぬし、ダメージも与あたえられない。だが、狼の攻撃は避ければいいし、ダメージもクリティカル攻撃ができれば問題はなかった。

　もっとも……言うほど簡単なことではない。

　それを成し得ているのは、イチノが現時点で確認されているモンスターのありとあらゆる攻撃パターンを覚えているからだ。攻撃を行ったことによる隙技後硬直を衝つき、あるいは確定確で反撃反を行える状況でウィークポイントを狙ねらい、クリティカル攻撃を繰くり出すためには、それは必ひつ須すの情報となる。

　イチノは狼の移動、攻撃、動作、それにかかる時間をコンマ単位──フレーム数によって計算していた。自分自身の剣による攻撃を含めて、だ。

　こんなことをする冒ぼう険けん者は格闘ゲームの経験者に多いが、それでも極ごく僅わずかだろう。

　ほとんどの冒険者はレベルを上げて、あるいは装備を整えて敵を倒す。その方が楽だし、とても効率的だ。

　何よりも目に見えて強くなっていくのが楽しい。

　それをイチノは否定するつもりもないが、イチノにとって低レベルによる攻略は、昔からの生いき甲が斐いとも言えるものだった。

「ふぅ……」

　イチノが一息吐ついたところで──。

「ガウッ！」「バウッ」「グルルル……」

　何重にも重ねられたような鳴き声が、部屋の中にこだまする。

　部屋の左右の出入り口から何十匹もの狼が入ってくる。いや、何十匹ではきかない。すでに獣けもの臭しゆうは鼻が曲がるほど充じゆう満まんしていた。

「……三桁けた超こえてるか？」

　イチノの強さは並なみ大たい抵ていのものではないし、現時点では一度も負けたことはない。レベル１といえど相手に完勝できるプレイングスタイルを持っている。

　ただ、それは一対一によるものだ。

　一対多は一番苦手な状況となる。数による圧殺は、計算による戦闘を不可能としてしまうからだ。如何いかにイチノといえど、三百六十度すべての方向に目は向けられないし、ウィークポイントを楽には狙えない。

「さすがに、キツいな」

　このダンジョンにおける最大の罠。それがこの大量の狼たちがやってくるモンスタートラップだ。モンスターハウスという別べつ称しようもある。

〈アストラル・イノベーター〉はパーティを組んでのダンジョン攻略が推すい奨しようされている。

　公式にそう明言されているわけではないが、複数のプレイヤーで攻略した方が早いし、その方が効率的だからだ。得られる経験値もソロとパーティで大して差がない。むしろ、パーティで行った方が多いことすらある。

　このトラップも攻略推奨レベルのプレイヤーが四人もいれば対処は可能と言われている。

　しかし、イチノは三ヶ月ほど前から所属していたグループ──ギルドを離れ、パーティを組むことも止やめ、独り身……ソロのスタンスを貫つらぬいていた。

「やるしか、ないっ！」

　その声を合図にしたわけではないだろうが、狼たちが一斉に襲いかかってくる。狼たちは逃げ場を塞ふさぐように包囲しながら、だ。プレイヤーを倒す手段としてモンスターの人工知能ＡＩはその辺りをきちんと心得ている。

　イチノは自分の身体を回転させて剣で薙ぐ。スキルではないが、〈ラウンドサークル〉と呼ばれる自身の周囲に対して攻撃するプレイングスキルだ。

　剣の勢いが敵に当たると削そがれるため、途と中ちゆうからダメージが出なくなる攻撃方法だが、イチノはそもそも攻撃力に頼たよっていない。

　前方三匹、後方二匹。狼たちに剣がヒットした。前方三匹は、すべてウィークポイントに。後方二匹は当てるだけに留とどまる。

　しかし、剣の攻撃判定と狼の攻撃判定がぶつかったことで、お互たがいの攻撃は相そう殺さいされていた。

〈オフセット〉と呼ばれる、攻撃判定を重ねることで攻撃を打ち消すシステムがある。その他にも武器の勢いや角度、はたまた斬・打・突・その他諸もろ々もろといった属性や要素が、お互いの攻撃時にぶつかりあうことで様々な効果を引き起こすことができる。

　今し方イチノは、狼の攻撃判定に合わせて自身の攻撃判定を命中させて狼の攻撃を打ち消したのだ。狼の攻撃判定である牙は大きく、ウィークポイントに比べれば命中させるのは簡単だった。もちろん、イチノの技術があればの話ではある。

　必要なのは攻撃力ではない。攻撃判定の軌き道どう把は握あくと、タイミングだ。

　狙ってやることは可能とはいえ、全方位攻撃で後方二匹の攻撃判定に合わせるなど至難だ。だが、イチノは敵の攻撃判定の大きさや攻撃方法をすべて把は握あくしている。

　技術と記き憶おく、そこから導き出される計算。それが、イチノの戦い方を可能としている。

　一対多は苦手な状況。さりとて、戦えないわけではない。

「ガウッ!!」「バウッ！」

　狼たちは仲間がやられたのを見ても、臆おくすることなくイチノへと飛びかかった。

　イチノは再び、〈ラウンドサークル〉で全方位攻撃。角度を微び調ちよう整せいしつつ、クリティカル攻撃か、相殺か、そのどちらかを確実に発生させる。

　しかし、それも長い時間は続かない。

　少しずつ頭に疲ひ労ろうが積もってくる。当然だ。敵のあらゆる行動パターンやウィークポイントを常に把握して、自身の攻撃行動も含ふくめて常時計算をしているのだから。

　その上、狼たちの大きさというのは均一ではない。一番大きい狼は、一番小さい狼の二倍ほどもあった。大きさが違ちがえば、攻撃判定やウィークポイントもズレる。そんな小さなこともイチノの計算には関かかわってくるのだ。

　そんなのが何十回と続けば疲労しない方がおかしい。

　それでも、その超ちよう人じん的な技術によって、攻撃を一いつ切さい喰くらうことなく、イチノは一匹ずつ一匹ずつ狼たちを屠ほふっていった。

　そして、

「ギャンッ！」

　最後の一匹が力ちから尽つき、部屋から狼がすべて消える。

　長い戦いの果てについに狼たちをすべて退けることに成功した。

「はぁ……はぁ……」

　さすがに息が切れていた。スタミナという数値が存在しているわけではないが、ずっと動いていると微かすかに呼吸が乱れてくる。この辺りも、リアルに作られている部分だ。

　少し休んでから先に進もう──そう考えた時だった。

「ガアッ！」「バウッ」「グルルル……」「ガア……」

　先さき程ほどと同じ出入り口から、再び百何十匹ぴきもの狼おおかみが駆かけてくる。

　即そく座ざにイチノが戻もどるべき出入り口も塞ふさがれ、逃にげ場所すらなくなった。

　モンスタートラップが連続で二度も発動。

　それは、あまりにも運が悪すぎる事態だった。

「……来いよ。何匹でも倒してやる。俺は──絶対に死なない」

　イチノは強がるように、いや、自分に誓ちかいを立てるように狼たちに言い放つ。

〈アストラル・イノベーター〉は決してデスゲームではない。この世界での死が自身の死に直結はしない。

　痛みや苦しみは、衝しよう撃げきというものに変換コンバートされて処理される。現実であった場合にどれだけ惨さん苦くを味わうような攻撃でも、少し押された程度にしか感じないようになっている。

　安全面に配はい慮りよされ、何度も何度も試し行こう錯さく誤ごを繰り返し、そしてできあがったのがこの世界、〈アストラル・イノベーター〉だ。

　プレイヤーが死ぬと、街に戻され、幾いく何ばくかのアイテムを失う──というペナルティはあるが、すぐに女神の祝福を受けて拠きよ点てんとなる街で生き返る。決して現実での死を予感させるものではない。幾人かの冒険者は、それこそ命を投げ打つようにしてボスと戦っていた。

　しかし、イチノの面つら構がまえは、死に対して必死に抗あらがう者のそれだ。

「ガアアアアッ！」

　再び、何匹もの狼が一いつ斉せいにイチノへと襲おそいかかる。

　イチノは、まるで作業のように、再び〈ラウンドサークル〉を放とうとして──。

「イチノっ！　今、サポートするわ！」

　そこへ声が響ひびくと同時に──部屋全体の温度が一気に降下する。

「我は渇かつ望ぼうする。受け入れよ、我が世界。霧の国ニブルヘイムより来たれ、氷の大地レクイエム！」

　次いで狼たちの足が氷に包まれていき、その氷はさらに狼の身体を包みこんだ。

　部屋全体がすべて氷に包まれる。

　そんな様相を、氷から嫌きらわれたように包まれなかったイチノはただ黙だまって見守っていた。
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　そして、パチンと指を鳴らす音。

　何百ものガラス製品を荒あら々あらしく落としたような音が幾いく重えにも響き、氷は盛大に割れていく。

　部屋の中にいた狼たちは、その身を横たえ、いともあっさり消えていった。

「大だい丈じよう夫ぶ、イチノっ！」

　イチノに、ユリと、そしてサクラが駆け寄る。

「ユリ……。お前、なんでここに。ってか、よく見ればなんであんたまで……」

「あんたを尾つけてきたのよ。ユリと一いつ緒しよにね」

「もう。だから、あたしを連れてきなさいっていったでしょ！」

　ユリは頰ほおを膨ふくらませて、プリプリと怒おこっていた。

「……サンキュ。面めん倒どうを掛かけたな」

　まだまだ戦えたが、助かったことは事実だ。イチノは素す直なおに礼を言う。

　ユリは小さな身体からだで誇ほこらしげに胸を張り、杖つえをまるでチアリーディングのように振ふり回す。

「こういう雑魚ざこ敵いっぱいだと、イチノは苦戦するもんね。こういうのはあたしに任せなさいって。いい仕事したでしょ、褒ほめて褒めて」

「じゃ、これやる」

「なにこれ？」

「ネオポーション二十四号とかいったかな。ＳＰ回復アイテムだそうだ」

「わーありがとー、ってこれ、ひばりから受け取ったやつじゃないの！」

　そんなふたりの横でサクラは訝いぶかしげな顔をしてイチノを見ている。

「チート使えば楽に倒たおせたんじゃないの？」

　本気で言っているのではなく、まるで探さぐるような目つきだ。

「使ってないから無理だよ」

「むー……」

　サクラは納なつ得とくはしていないようだったが、それ以上追つい及きゆうをしなかった。

　そして、イチノは無言で遺い跡せきの奥へとその足を向ける。

「ちょ、ちょっとイチノ！　待ちなさいよ」

　それをユリが追いかけてきた。

「あー、感謝はしてるが、別にこれ以上ついてこなくても……」

「わ、私もついて行くから」

　サクラもそれに同調する。

「あんた、自分で追いかけないくせに、あたしがイチノを追いかけるって言うとついてくるのね……」

「そ、そんなことないわ！　最初から追いかけるつもりだったもの！」

「妙みようなところで謙けん虚きよというか、意い気く地じなしなのねぇ」

　そんなふたりのやり取りを見て、イチノはうんざりした顔になる。

「……まあ、もうついてくるのは構わんが、ボス戦の邪じや魔まだけはしないでくれよ」

「了りよう解かい。でも、万一のことがあったらすぐに間に入るからね」

「わかったわよ。苦戦した方がチート使うかもしれないからね」

　ふたりはしぶしぶながら了りよう承しようし、奥へと向かうイチノについて行った。




　それからイチノたち三人は特に苦労もなく進んだ。

　その道中、サクラはさすがレベル51と思わせる強さだった。

「レベルだけじゃなく、プレイングスキルもなかなかね」

　と、ユリも認めるほどだ。

　楽しげに、踊おどるように剣けんを振る姿は〈アドベントフェアリー〉と二つ名を付けられるだけはある。

　そして、幾何もしないうちに遺跡の奥へと辿たどり着ついた。

　そこはとてもだだっ広い広場だ。大きな家が三さん軒げんぐらい建てられそうなほどの広さと高さの空間だ。今まで通ってきた場所と同じように床ゆかや壁かべは紋もん様ようが彫ほられており、淡あわく淡く光って部屋全体を照らしている。

　中央には三十メートル四方ほどの祭さい壇だんがあり、その祭壇の中央には禍まが々まがしい悪魔の像が飾かざられていた。

　三人が祭壇へ向かう。そして、その小さな段差の前でイチノは止まった。

「さて。ふたりとも、この祭壇には入らないでくれよ」

「え。なんでよ。チートがバレるから？」

　サクラが不満そうに追及すると、イチノは不ふ機き嫌げんそうな顔で返す。

「違うっての。俺はボス相手だとソロじゃないと面倒なんだよ。計算が狂くるうんだ」

「まあ、見てなさいよ。別におかしなことは何もしないから。チートかどうかを見み極きわめるだけだったら、一緒に戦う必要ないでしょ」

「そういうユリは、手伝わなくていいの？　ここのボスモンスターって、同レベルだと十人パーティが前提だったはずだけど」

「ここ程度のボスだったらイチノひとりでどうにかなるし。それに」

　ユリは隠かくしていた宝物を見せた時のような笑みを浮うかべる。

「一対一のイチノは──最強よ」

　そう強く言われて、サクラは不承不承頷うなずいた。

　それを確認したイチノは祭壇へと足を踏ふみ入れる。

　中央に鎮ちん座ざする悪魔の像に近づいていくと──遺跡の中が揺ゆれ始めた。ズシン、ズシン、という音と共に、パラパラと細かい砂や石が落ちてくる。

　そして──天てん井じようが割れる。

　何かが、祭壇へと、落ちてきた。

　その黒い影かげは、凄すさまじい轟ごう音おんを立てて祭壇に着地すると、砂さ塵じんを大きく巻き上げ、

「グギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　天井に向かって哮たける。

　その咆ほう哮こうに、床が、壁が、大気が、悲鳴をあげるように軋きしみを上げた。

　砂塵が晴はれ、黒い影がその姿を露あらわにする。

　それは体長が三メートルはあろうかという、大きなモンスターだった。二足歩行でその手には無骨な、叩たたき潰つぶすことを目的としたような大剣。肌はだは緑の鱗うろこで覆おおわれており、周囲に照らされて鈍にぶく光っている。その頭から生えている鋭するどい角には、今までここに来た冒ぼう険けん者たちの血を吸い上げてきたかのように紅あかい。口元は大きく裂さけ、その歯が獰どう猛もうに尖とがった凶きよう悪あくな面容。

　リザードマンと呼ばれるモンスターの上位版。シュプリームリザードだ。ここの奥にある宝物庫の番人である。

　そのシュプリームリザードは、目の前にいるイチノを睨にらみ、小さく笑うように鳴いた。

　それからおもむろに剣を振り上げ──それを無造作に振り下ろす。

　図はからずも、それが戦せん闘とう開始の合図となった。

　イチノは横に跳とんでそれを避さける。

　リザードマンのウィークポイントは頭、心臓、首……ではない。その部位は鱗によって固く守られている。しかし、その代わりに足首と手首がウィークポイントとなっていた。

　イチノは避けざまにその手首をピンポイントに斬きりつけた。エフェクトが散ってシュプリームリザードは微かすかに顔を顰しかめる。

（入ったダメージは２３５から２４５）

　イチノはダメージを算定し始めた。自身の攻こう撃げき力と、ウィークポイントのクリティカル補正、ダメージの計算式を当あて嵌はめる。イチノのクリティカル攻撃の基本ダメージ値は１５０。手首のクリティカル補正によって１．６倍。そこから乱数がプラス５からマイナス５でダメージは推移する。

　次のシュプリームリザードの行動は、剣を横に振り回すことだ。すでにシュプリームリザードは身体を捻ねじり、予備動作に入っている。

　この攻撃は当たり判定の範はん囲いが広く、チームで挑いどんだならば後衛ごと持っていかれることもあった。

　だが、イチノはそれをわかっていたかのように姿勢を低くして飛び込んで横よこ薙なぎを躱かわし、敵の両足首を薙ぐ。両方ウィークポイントにヒットしたことを示すエフェクトが煌きらめいて、シュプリームリザードはたまらず蹈鞴たたらを踏んだ。

（４１０から４３０）

　足首のクリティカル補正は１．４倍。乱数は手首と同じ。それが両足首だったため、ダメージは２倍だ。乱数も二度計算される。

　敵の残りＨＰは見えない。だが、表情や動作、攻撃パターンである程度、読むことができる。自身の攻撃力や敵のＨＰを知っていればなおさらだ。

（２４０……、２４０……、２４０……、４２０……、４２０……、２４０……）

　次々とウィークポイントを斬りつける。手首、手首、手首、両足首、両足首、手首……と。

　シュプリームリザードのＨＰは、４万から４万５千。この平均よりもやや小型の体を考えれば、４万２千ほどと推察できる。

（頭が弱点なら、攻撃を続けて簡易麻ま痺ひ──スタンも取れて楽なんだがな……。こっちで１万は楽をさせてもらうか）

　シュプリームリザードがイチノに向かって突とつ進しん。横に避けながら、イチノはアイテムを取り出した。取り出したそれを肩かた越ごしに後ろへ放り投げる。

　無造作に放たれた歪いびつな石は綺き麗れいな放物線を描えがき、今まさに突進を止めたシュプリームリザードの頭に命中した。

　すると、シュプリームリザードはピタリとその動きを止める。いや、その身体は微かに震ふるえていた。そして、身体中で小さな雷かみなりがピシッ、ピシッと電気の弾はじけたような音を立て続けている。その姿は悉つぶさに見れば麻痺状態だということがわかるだろう。

〈パラライズストーン〉。相手の頭に命中させることで、麻痺耐たい性せいのない相手を一定時間動けなくするアイテムだ。

　次にイチノはそのシュプリームリザードへ近づき、またアイテムを取り出して、それを床へ置いた。そして、すぐにその場から離はなれると──大爆ばく発はつが起こる。とてつもない爆発音と衝しよう撃げき波はがセーフティスペースにいるユリとサクラにまで届いた。

〈ボムボックス〉。床に置いて一定時間経たつと爆発するアイテムで、そのダメージは防ぼう御ぎよ力や耐たい性せいなどをまったく無視して、５千という固定のダメージを与あたえる。爆発に巻き込まれれば大たい抵ていの冒険者は死んでしまうが、それでもこの威い力りよくはとても魅み力りよく的だった。アイテム袋ぶくろの中に２個しか入れられないのが難点だが。

　そして、シュプリームリザードは麻痺から回復した。怒いかり狂ったように突進してくる。

　だが、その途と中ちゆう──再び同じ大爆発が起こった。

　イチノは離れた際に、自分とシュプリームリザードの直線上となるポイントに〈ボムボックス〉を置いておいたのだ。タイミングよく爆発したのも、麻痺からの回復時間や、そこからの突進による通過時間をすべて計算し尽つくした上でのものである。

　そこから再びイチノは剣を構えて、シュプリームリザードへと接近。そのウィークポイントへと斬撃を重ねていく。

　最初からイチノは、すでに勝ち筋を見切っていたのだ。




　一方的な戦い──それを見守っていたサクラは目を丸くしていた。ユリはそんなサクラを見て、ふふんと優ゆう越えつ感を抱いだいているかのように笑ってみせる。

「なんで、あいつはあんなに的確に行動できるの……？」

　目の前で繰くり広ひろげられる、まるで空手の型を極きわめたような精密な行動を見て、サクラの声は僅わずかに震えていた。

　イチノの戦闘を見たのは初めてではない。それでも、何度見てもあの戦いぶりは目を惹ひく。

「敵モンスターの行動パターンを全部読み切ってるからよ」

「それはわかるわよ。でも、Ａの行動をやったら、次はＢっていうわけじゃないわ。シュプリームリザードの行動パターンは十種類あって、もちろんある程度の傾けい向こうはあるけど決して読み切るなんて……」

「でも、イチノは読み切れるのよ」

「なんでよ……。これもチート？」

「あたしもピンとは来てないけど、イチノ曰いわく予備動作が見えるらしいわよ。少なくともチートじゃない。第一、回り道すぎるでしょ、そんなチート」

「イチノは要するに、この攻撃が来る前に肩かたが動くとか、頭が少し下がるとか、そういうところを見てるんでしょ？　それに反応して動いてるわけ？」

「そういうことよ。この世界での行動には、それを行うことでどれだけの時間がかかって、次の行動に移るのにどれだけの時間がかかるのか、それが常に付き纏まとうじゃない？　だから、それを計算して次の次まで相手の行動パターンを見極めておいて、予備動作を見て行動を確定させる。その時に最善の行動──立ち回ったあとに確実に有利になる状じよう況きようを計算から導き出して、その通りに動く。決して不利な状況に陥おちいらない。それがイチノの戦闘スタイルよ」

「じゃ、じゃあ今みたいに、モンスターに隙すきが多い時に動かないのとかも計算？」

「そうだと思うわよ。次の行動が読めない時は無理に攻せめないって言ってたしね。モンスターが行動を確定させて、そう動くしかないとわかった時にしかイチノは動かないわ。まあ、一いち撃げきでもまともに喰らったら死ぬわけだしね。もっとも、イチノだからこその防御方法もあって……」

　ユリの説明に割り込むように、サクラが尋たずねる。

「そ、そんな戦い方、普ふ通つうの人間に可能なの!?」

「知らない？　フレームを見切れる──２４０分の１秒まで認にん識しきできる人のこと」

「そりゃまあ、そういうのは本能的にわかったりすることはあるけど……」

　サクラとて、時折なんとなく見えることはある。あとこのぐらいで敵は動き出す、だから、ここで剣けんを振ふって──そんな、すべてがスローモーションに見える瞬しゆん間かんが。

「イチノはそれが意識的にできる上に、自分の動きをマニュアルで完全に制せい御ぎよできてるの」

「マニュアルで？」

〈アストラル・イノベーター〉には、自分の体を動かす方法が三つある。

　オート。これはモンスターに対して自動に攻撃し、自動でガードする。初心者や、あるいは雑魚ざこ敵を倒たおす時に使う。自分の体が勝手に動くため、違い和わ感かんはあるが非常に楽だ。

　セミオート。これは攻撃を意識することで、それを実行するものだ。意識下でコントローラーを扱あつかうような感覚だが、ほぼ九割の冒険者はこれで自分の体を制御している。バランスよく、自分の動きをシステムがアシストするため、攻撃速度も速い。ガードできる状態であれば背後からの攻撃を自動でガードしてくれるため、事故も少ないのが特とく徴ちようだ。

　マニュアル。完全に自分の神経を使用して体を動かすものだ。武器を振る、あるいは攻撃を避けるなど自由度が高い反面、その操作は至難だった。何しろ、セミオートと違ちがって意識しただけで動いてくれない。すべて自分で動かさなくてはならないし、ガードもすべて自分でやらなければならない。しかし、その分、武器の振り方や攻撃の避け方を自分自身で決定できるのが最大の強みだが……実際のところ、一いつ般ぱん的な冒険者にとってメリットは少ない。

「だからこそ、あんな相そう殺さいできるのよ。セミオートだと攻撃の仕方って、角度のバリエーションが少ないでしょ？」

「それは、そうだけど……」

　オートもセミオートも、予あらかじめ決められたモーション動作データ通りに動く。唐から竹たけ・袈け裟さ切り・逆袈裟・右薙・左薙・左切上・右切上・逆風・刺し突とつ等々、様々な角度の斬り方が存在するが、決められた種類のみでタイミングや速度も一定だ。

　ところが、マニュアルは違う。どのような体勢で、どのような角度で、どのようなスピードで、どのようなタイミングで、とあらゆる自由が存在する。

　冒険当初は物もの珍めずらしさも手伝って誰だれしもマニュアルで動く。しかし、マニュアルというのは前衛にとって難易度を上げるものでしかなかった。少しでもモンスターに恐きよう怖ふし、剣けん先さきが鈍にぶったら威力を減ずる結果になるし、セミオートのように最速で武器を振るってはくれない。

　いつしか冒険者たちのメインの操作方法はすべてを自分で決めるマニュアルから、安定して攻撃できるセミオートへと移っていった。何しろ斬り方を変えたところで威力は変わらないのだ。であるならば、楽な方へと、効率的な方へと手て際ぎわは変わっていく。マニュアルでの戦い方を追つい及きゆうする前に、レベルを上げた方が強くなるからだ。

　しかし、イチノは違った。

　──クリティカルを狙ねらうために。

　──相手の攻こう撃げきを確実に相殺するために。

　マニュアルで動かざるを得ないのだ。

「あたしも含ふくめてギルドのメンバーたちは神プレイ、なんて呼んでたけどね。昔からずっと低レベルクリアのためにレベル１を貫つらぬいてるわ。実際、真似まねできる奴やつなんて見たことないし、だからこそイチノはオンリーワンなのよ」

　誇ほこらしげに語るユリ。

　その常じよう軌きを逸いつした戦いぶりに、まるで派手で華はなやかなサーカスを見ているかの如ごとく、サクラは楽しそうに目を輝かがやかせている。イチノと戦っていた時と同じく、次はどんなことをするのだろうと期待している笑えみだ。

　そして、夢中になるあまり、いつしか身体からだを前のめりにしていた。




　戦せん闘とうは順調に推移していた。

　攻撃はすべて躱かわしているし、シュプリームリザードのＨＰも計算では、すでに１／10以下まで減っている。残りは約３２００。手首への攻撃六十一回。足首同時攻撃が二十九回。足首一点攻撃が十回。〈ボムボックス〉による爆ばく破は攻撃が二回。乱数が平均的に推移していれば、すでに３８９２０のダメージを与えている。

（あと、手首に７回、両足首に４回……ってところか）

　仮に乱数の女神に嫌きらわれていたとしても、足首同時攻撃を二回追加すればいいだけだ。

　派手なことをするわけではない。危険を冒おかすわけでもない。

　ただ、常に有利な状況で立ち回り、確実にウィークポイントにクリティカルを入れていく。ずっと、その繰り返しだ。

　そして、敵の攻撃が一いつ旦たん止まる。

　その隙に、イチノは今の間合いから距きよ離りを取って、仕切り直しを図はかった。

　一呼吸してから姿勢を低くし、再び間合いを詰つめようとしたところで──異変が起こる。

　今まで、ずっとイチノを標的ターゲツテイングにしていたはずのシュプリームリザードの視線が──ズレる。

　それは入り口の方へと向いていた。

　イチノが慌あわてて視線をそちらに移すと、いつの間にかサクラが祭さい壇だんの中へと足を踏ふみ入れていることに気付く。

「ばっ……！」

　悪態を吐つく暇ひまもない。

　シュプリームリザードは一直線にサクラへ向かい、あっという間にその距離はなくなった。

「ちょ、ちょっと！　あ、あんたいつの間に！」

「だ、だって、もっと近くで見たかったから……」

　サクラの反応はまるで素人しろうとのように遅おくれた。剣を構えてもいない上に、距離を取るための体勢すら取っていない。

　イチノの技術に見み惚とれて完全に棒立ちだった。

　シュプリームリザードが尻尾しつぽを横からサクラの頭へと叩たたきつける。サクラは巻き込まれるように祭壇の中へと吹ふき飛とばされて、倒れ込んでしまった。その上、ウィークポイントに喰くらってしまう。残りＨＰは見えないが、吹き飛ばされ具合から見て相当減ったことがわかる。下手をすれば半分以上減っているはずだ。

　サクラのレベルはシュプリームリザードを楽に屠ほふれるものではある。しかし、油断していると大ダメージとなるシステムがあるため、棒立ちで攻撃を喰らったら、こうなるのは自明だった。

　さらに間の悪いことにサクラは簡易麻ま痺ひ──スタンをしていた。あまりにも強い衝しよう撃げきを頭に喰らうと動けなくなってしまうのだ。頭の上に可愛かわいらしい星が回っている。

　しかし、その星は見ていても和なごめない。それは死を予感させる不ふ吉きつの星だ。

　このままでは、サクラはシュプリームリザードに倒される。

　いや。

　──殺される！

　イチノの表情が、誰が見てもわかるほどの焦しよう燥そう感かんに染まった。

　そこからのイチノの行動はまさに疾しつ風ぷうの如ごとくだ。

「殺させるかッ！」

　袋ふくろの中から一本のナイフを取り出し、シュプリームリザードへと投とう擲てき。それは吸い込まれるように肩へと刺ささったが、まったくダメージが発生していないことは想像に難かたくなかった。

　だが、イチノの目的はダメージではない。

　肩にナイフが刺さったシュプリームリザードは、イチノを思い出したように再びターゲッティングした。何度も攻撃していたイチノは、シュプリームリザードにシステム的に恨まれているヘイトを溜めている。ターゲットが外れても、もう一度攻撃判定が相手に当たればターゲットは元に戻もどるのだ。

「それでいい！」

　イチノはシュプリームリザードが気を取られた隙に、サクラの前へ一いち陣じんの風となって躍おどり出でる。

　シュプリームリザードはイチノとサクラをまとめて攻撃しようと剣を振りかぶった。

　そして、無骨な剣が振り下ろされる。叩きつけて潰つぶすことを目的とした強打。

　イチノはそれに合わせて剣を振り、自分たちを狙う剣けん戟げきを相殺した。決して、刃やいばを通さないという意志を瞳ひとみに強く宿らせて。

「ご、ごめんなさい。私、気付かなくて……」

「いいからじっとしてろ！　隙ができたら離り脱だつする！」

　シュプリームリザードは何度も攻撃を相殺され、苛いらついたようにがむしゃらに攻撃を続ける。

　しかし、決して通さない。

　ひとつとして通さない。

　イチノは完全に壁かべとなって相殺のエフェクトを散らしながら、サクラを守り続けた。

「ガアッ！」

　業ごうを煮にやしたのか、シュプリームリザードは後ろに跳とんで距離を取ってから、前ぜん傾けい姿勢で突とつ撃げきしてくる。

　だが、イチノにとっては、その僅わずかな時間があればよかった。

　イチノはスタンして倒れているサクラをその手に抱だき上げて、すぐにその場を大きく離はなれる。そこで詠えい唱しようをしているユリの姿が目に入った。

「ユリ！　すまんが、頼たのむ！」

「仕方ないわねっ！　詠唱も今ようやく終わったし、ぶっ飛ばしてやるわ！」

　ユリが杖つえをシュプリームリザードに向けて構える。

「〈プロメテウス・ブラスト〉！」

　ユリがその名を叫さけんだ。その杖から小さな炎ほのおが飛びだし、シュプリームリザードに向かって矢のような速さで突つき進すすむ。

　そして、その小さな炎はシュプリームリザードに命中、その瞬間に凄すさまじい音と共に爆ばく発はつした。

　その衝しよう撃げき波ははイチノにまで伝わってくる。倒たおれないよう、必死に足を踏ん張っていた。ただ、その表情は油断なく爆心地を睨にらみ据すえている。

「足りない……！」

　イチノが呻うめいた。爆風による砂ぼこりが晴れていく。爆発が終わっても、シュプリームリザードは未いまだに立っていた。黒くろ焦こげとなってはいるが、まだ倒れていない。

「マジ!?　もうっ、倒れなさいよねっ！」

　ユリが再び魔ま法ほうの詠唱に入る。しかし、それが終わるには時間が足りなすぎた。

　シュプリームリザードは剣けんを構えて、再び突とつ進しんしてくる。

「仕方ない……！」

　イチノは覚かく悟ごを決めたように顔を引ひき締しめ、サクラを片手で抱いたまま剣を構えた。

　シュプリームリザードが肉にく薄はくし、剣を振ふり下ろす。

　眼前に迫せまる剣を恐おそれることなく、イチノもまた剣を振るった。

　狙ったのは手首。イチノの刃は最短の軌き道どうでシュプリームリザードが剣を持つ方の手首に命中する。

　その瞬しゆん間かん、モンスターの攻撃が強制的に中断された。

　クリティカルの証である星が煌きらめくと、シュプリームリザードは蹈鞴たたらを踏み、少しずつ後退する。そして、力を失ったように膝ひざをついて地に伏ふした。そして、その身体は程なくして薄うすくなって消える。

「ふぅ……」

「ごめーん、ちと火力足りなかったみたいで……っていつまでそんなことしてんのっ！」

　イチノに近づいたユリの顔は瞬またたく間まに不ふ機き嫌げんなものに変わった。

　その視線はイチノに抱き上げられたままのサクラに集中している。イチノからすれば、下ろす暇などなかったのだが。

「いや、別にこれはそんなこともなにも……」

「いいから離れなさいよ！　もうスタンなんて解けてるでしょ！」

　イチノが慌ててサクラを床ゆかへと下ろす。

　そして、サクラはイチノに向かって頰ほおを赤らめ、

「あ、ありがと……」

　そう小さく呟つぶやいた。







　宝物庫の番人を倒した三人は、奥へと進み宝物庫に入る。

　周囲には山のように宝箱が並んでおり、開けられるのを待っていた。

「というか、こんなところに用があったの？」

　サクラが不思議そうにイチノへ問う。

「欲しいアイテムがあるんだよ……ん？」

　そこでイチノは気付いた。

　部屋の中央、宝箱に囲まれるようにして、人が倒れていることに。

　その少女は服を着ておらず──裸はだかだった。

　健康そうな肌はだを、あまさず晒さらしていた。胸は体の大きさからすれば、豊満といっていいだろう。山の頂点には可愛らしい桃もも色いろの──。

「はだ……」

「見ちゃダメ────っ！」

　イチノの目はユリによって塞ふさがれる。ユリは後ろから飛びつき、背中にしがみついて後ろから手で隠かくしたのだ。

「ちょっと、サクラ！　早くそいつを起こして！」

「りょ、了りよう解かい！」

　サクラが慌てて倒れている少女に駆かけ寄より、その身体を揺ゆすって起こそうと試みる。

　しかし、なかなか起きない。死んでいるわけでもなく、それはただ眠ねむっているようだった。

「なあ、ユリ。別に見やしないからそろそろ離してくれないか？　宝箱の物色がしたいんだが……」

「むー。ずぇったい、見ちゃダメだからね!?」

「はいはい」

　ユリが手を離すと、イチノは興味もなさそうに少女から目を背そむけて宝箱を開け始めた。

　ひとつずつ開けていき、「これじゃない……」と言いながら、次へと移る。

　そして、目的のものを見つけた。紅あかく輝かがやく宝石。〈ファイアレッド〉というアイテム。これを素材にすることで別のアイテムへと生まれ変わらせることができる。

　ひばりに預ければ、目的のものを作ってくれるだろう。

　このアイテムはあまりにも稀き少しよう──レアアイテムでこうしてダンジョンの宝物庫から得るしかない。アレスの情報は正しく、その通りに見つかった。イチノは満足そうに頷うなずき、アイテム袋ぶくろに入れる。

「ふぁ～～～～～……」

「ほ、ほら、服着て！」

　サクラがイチノの背後で悪あく戦せん苦く闘とうをしていた。

　あくびが聞こえたということは本気で寝ねていたのかもしれない。

「ふぅ……」

　サクラが一仕事を終えたかのように息を吐ついた。

「もういいのか？」
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　イチノが背中越ごしに尋たずねると「いいわよ」という答えが返ってくる。

　それに安心して振り返ると、そこには活発そうな少女が簡素な布の服を着て立っていた。

　紫むらさきのショートカットで、頭の両りよう脇わきにはアクセントのようにリボンがついている。

　背はサクラよりも小さく、ユリよりも大きい。ちょうど中間ぐらいだ。ただ、体つきは先さき程ほどもチラッと見えたようにとてもグラマラスで、この中の誰だれよりも胸が大きかった。キャラクターのカスタマイズで胸を大きくする冒ぼう険けん者は少数派で、なかなかお目にはかかれない。

「あれ？　お兄さん、また会ったね」

　そこでその少女がイチノへ話しかけてきた。

　真正面から顔を見て、少し考えて──思い出す。

「あー、お前さんか」

　イチノがそう言うと、ユリがまた眉まゆを顰ひそめた。

「また女の知り合い……！」

　とても悔くやしそうに歯は嚙がみしている。

「またお前は何か誤解してないか？」

　イチノが冷ひや汗あせを搔かいていると、

「それにしても、よく会うねー」

　と、少女は再び話しかけてくる。気楽そうな声だった。

「こっちの台詞せりふだ。あー……」

　この少女と、最近よく出会うのは事実だ。数ヶ月ほど前からダンジョンの内外でお互たがいを目もく撃げきしている。ただ、会っても会え釈しやくや挨あい拶さつをするぐらいで、パーティを組むような真似まねもしていないし、そもそも名前すら知らなかった。

　プレイヤーかＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターかもわかっていない。この世界のＮＰＣは、かなり発達した第三世代の人工知能ＡＩを積んでおり、ちょっとしたやり取りだけではプレイヤーとの区別はつかないほどだ。道具屋の店員ですら、一週間前の天気について世間話で振ってくる。

　それがまたこの世界のリアリティを形成していた。

「あ、こうして改めて話すのは初めてだね。カレンです。ロールはプリーストになってます」

　少女がカレンと名乗ると、

「こっちはイチノだ。ノービスやってる」

　イチノも改まって名乗っておく。

「サクラです。よろしく」

「ユリよ。まあ、覚えてなくてもいいけど」

　サクラとユリもその流れで自己紹しよう介かいをしていた。

　そして、イチノはカレンに向かって呆あきれたように呟く。

「ホント、これで何度目の遭そう遇ぐうだ」

「きっと、縁えんがあるんだよ」

「というか、こんなところで何をやってたんだ？」

「んー……なんだったかなぁ。忘れちゃった」

「それで装備を剝はぎ取られてたら世話ないだろ。むしろ、よく生きてたな」

「はははー。まったくねー」

　そんな風にぱっと見、仲のよさそうに見えるふたりに対して、ユリはさらに不満を募つのらせる。

「あー、もうやること全部終わったでしょ。さっさと出ましょ。いいでしょ？」

　三人が頷くと、ユリは袋ふくろから小指ほどの透とう明めいなクリスタルを取り出した。まるで形の整っていない、クリスタルの原石のような石だった。

　それを床へと叩たたきつけると、その部屋から四人はまるで幽ゆう霊れいのようにすうっと消え去った。




　一いつ瞬しゆんでダンジョンに入った出入り口まで戻もどってくる。ユリが使ったのは、ダンジョン脱だつ出しゆつ用の魔ま石せきで〈アリアドネの結けつ晶しよう〉と呼ばれるアイテムだ。

　すると、すぐさまカレンは足取りも軽く街とは逆方向へと歩み出す。

「どこに行くの？」

　不思議そうにサクラが問う。ダンジョンの探たん索さくが終わったのだから、装備を整えるためにも街へ戻るのがセオリーだ。

　そんなサクラの問いにカレンは満面の笑みを浮うかべた。

「わかんないです」

　楽しそうにそう答えて、スキップをするかのように去って行く。

「不思議な女の子だな」

　イチノの言葉に、ユリもサクラも同意した。

　そして、ユリはカレンの話は終わったとばかりにニンマリとした顔を浮かべてサクラへと向き直る。

「それで、サクラ？　チートはわかった？」

　そう言われて、サクラは悔しそうに歯嚙みした。

　サクラが見ていた限りでは怪あやしい挙動はない。すべての攻こう撃げきをクリティカルにすることも相手の攻撃をすべて相そう殺さいすることもチートのようではあったが、理論上可能であることは知っている。

「わ、わからなかったわよ……」

「じゃあ、チートしてないって認めるのね」

「そ、それとこれとは話が別よ！　さっきは使ってないだけかもしれないし！」

「まだ認めないとか……自分が負けたからってみっともないわねぇ」

「そうじゃないわ！　仮に勝ってたとしても、チートなんかしてたら私は追つい及きゆうしたわよ！」

　そして、サクラはこんなことを引き起こした張本人を睨にらみ付ける。

「仕方ないから、まだ監かん視しはやめないわよ」

「……勘かん弁べんしろよ」

「サクラ、あんたいい加減にしなさいよね！」

　またもや険悪な顔をして火花を散らし始めるふたりを無視して、イチノはうんざりしたように足を街へと向けた。







　雲雀工房へ戻ると、食事処どころは大賑にぎわいだった。

　この世界での食事はＨＰやＳＰを回復する効果もあるのだが、何より味覚や満腹感も得られるため、冒険そっちのけでこちらに注力している者も多い。作るのでも食べるのでも。もっともこちらから現実へ戻ると満腹感だけは消えているのだが。

　カウンターではひばりが次々とアイテムクリエイトで料理を作っている。素材を混ぜ合わせて料理が簡単にできる様には、イチノも困こん惑わくを覚えたものだが、今は目が慣れきっていた。

「お帰りなさいませ、イチノさん。ユリちゃんに、サクラさんも」

「ただいま、ひばりさん。これ、ダンジョンで手に入れたアイテム。肉はタダでいいよ」

「あら、助かります。……ってこれ、毒付きも混ざってるじゃないですか。解げ毒どくして使いますからいいですが」

　ダンジョンで倒たおした狼おおかみは稀まれに食肉系のアイテムをドロップする。中には毒が付いているのもあり、知らずに食べると毒のステータス異常を起こすことがあった。ＨＰが少しずつ減るだけだが、若じやつ干かん身体からだが痺しびれるのは気持ち悪いというプレイヤーも多い。もっとも、それがいいというプレイヤーもいるが。ひばり曰いわく、「河豚ふぐ毒を楽しむようなものじゃないかしら？」とのことで、イチノもそれに納なつ得とくした。

「うえー……酔よったー」

　いきなりユリが気持ち悪そうにして、空いていたテーブルに座って突つっ伏ぷす。

「ゲーム酔いか。お前、何時間ソウルインしてるんだ」

「そろそろ８時間ぐらい……うぇっぷ」

　ゲーム酔い。それはデジタイズ系のゲームを長時間していると起こる現象だ。

　ソウルイン中は現実と電気信号のやり取りをしており、それをずっと続けていると脳の方に負担が行くようで、脳が「もうやめろ」と酔わせるのだ。というよりも、脳の出す危険信号を、システム側が酔うという状態へと変へん換かんしている。ゲームをしすぎないためのセーフティーのようなものだった。長くプレイし続けると、どうしても体に負担がかかる。18歳未満は８時間が限度とされていた。

「私もソウルアウトするわ。アラーム鳴ってるし」

　ゲーム酔いを避さけるために、公式のプログラムが配布されている。設定したソウルイン時間を超こえると、アラームを鳴らして冒険者に知らせるものだ。それでもソウルアウトしなかった場合は、最終的には強制的にソウルアウトさせる機能もついていた。

「俺もそろそろいい時間だし、ソウルアウトするよ」

「うふふ、お疲つかれさまです。ゆっくり休んでください」

　ひばりの声を聞きながら、イチノがソウルアウトしようとすると、

「ちょっと待ちなさい」

　サクラがイチノを呼び止める。

「まだチートの話が終わってないわ。アラームが鳴ってるから、手早くすませましょ。ゲーム酔いしそうな時間にもなってきてるし」

「むしろ、俺の中では始まってもいない気がするんだが」

「いーえ。あんな仕様にないスキルみたいなものを見せられたら、チート以外疑えないわ。私以外だって見たらチート認にん定ていするわよ」

「……そんなに疑うなら自分で調べてくれ。ソウルアウトしたら、俺がよく見ているサイトのアドレスを送るから」

「それを見れば、チートがどうかわかるのね？」

「いや、基き礎そを知らないとどうにもならないからな。まずはそれを読み込んでくれ」

「……まあいいわ。焦あせることもないしね。結果を楽しみにしてなさい」

　イチノは溜ため息いきを吐つきつつ、面めん倒どうくさそうに手をひらひら振ふってソウルアウトした。




　　　　▽　▽　▽　▽




　目を開ける。

　眼前に大きく見える〈アストラル・イノベーター〉のタイトルロゴ。

　そして、ロゴの下には『ソウルアウトしました』のメッセージが添そえてある。

　それが、眼鏡めがね型のウェアラブルコンピューターのレンズに映っていた。

「ふぅ……」

〈アストラル・イノベーター〉から、六十秒かけて、現実へと戻ってきたのだ。

　雲雀工房で感じていた喧けん噪そうや雰ふん囲い気きはすでにない。周囲はとても静かだった。

　それからソウルアウトに合わせ、室内の電気が音もなく点灯する。

　イチノが現実での野の上がみ弌はじめという名前に戻る瞬しゆん間かんだ。電気が点ついたと同時に、ウェアラブルコンピューターのレンズに映っていた映像はすべて消え、視界を遮さえぎるものがなくなった。

　弌は部屋の中を見み渡わたす。

　六畳じよう間にベッド、勉強机、本ほん棚だな。押し入れもある。通っている高校の制服も壁かべに掛かけられていた。窓からは道路を挟はさんで隣となりの家が見えている。

　そこは、一いつ軒けん家やの二階にある、いつもの自分の部屋だった。

　一階からは何の物音も聞こえてこない。父は仕事が忙しく帰ってくるのは稀まれだし、母と妹は今、家にいない。弌は半ばひとり暮らしのような生活をしていた。

「……まったく、なんだったんだ。あの女」

　サクラという名前の少女を思い出して悪態を吐く。

　無視してもいいのだが、ひとつ聞き忘れていたことを思い出して、それを踏ふみ止とどまった。

　弌は眼鏡のフレームに触ふれ、指を規則的に動かす。

　すると、眼鏡のレンズに〈アストラル・イノベーター〉のロゴが表示される。そして、何度かボタンを押すと、また別の画面に切きり替かわった。

　ディスプレイには冒ぼう険けん者リストと書かれていた。そこで文字を入力し、またボタンを押すと、数人の名前が出てきた。そのひとりを選せん択たくすると、先さき程ほどのサクラという少女が映し出される。

　もちろん本名などが載のっているわけではなく、ゲーム内の情報が載っているだけだ。ただ、現実世界で情報をやり取りする時に重宝する。相手に拒きよ否ひされていなければ、今なお連れん絡らくシステムとしてスタンダードであるメールも送れた。

　弌は、そこから『フレームの見極め』というサイトのＵＲＬをサクラへ送る。

　約束は約束だ。




　　　　◇　◇　◇




　次の日。と言っても弌が寝ねたのは午前二時で、朝起きたのは六時だ。

　弌は二時間ほど〈アストラル・イノベーター〉にソウルインしてから登校した。

「野上ー。たまには勉強会でもしねぇ？　お前の解説、わかりやすいからさあ」

　クラスメイトの佐さ藤とうが弌に話しかけてくる。クラスでも親しい、弌の男友達だ。

「すまん佐藤。まだ、ちょっと無理だ」

「マジか。最近、付き合い悪いな、野上。何か悩なやみでもあるなら相談に乗るぞ」

「……はは、その時は頼たのむわ」

「まあ、オレらも受験勉強に本ほん腰ごし入れにゃいかんしな。ほんじゃ、またな」

　そう言って彼は自分の席へと戻もどっていった。

　弌は最近はずっと〈アストラル・イノベーター〉にかかり切りになっている。

　未だに根強く残るネットゲーム用語で言えば、廃はい人じんと呼ばれるレベルだ。

　弌は高校三年生であり、皆みんなと同じく受験勉強を始めなければならない。

　だが、やめることができない。そして、親にも頼まれてやっている。

　三ヶ月前までは、熱中だった。しかし、それ以降は執しゆう着ちやくに変わった。今では友人と遊ぶことを控ひかえてまで、〈アストラル・イノベーター〉に注力している。

　すべては、目的を果たすために。

「あ、あの、野上君……」

「ん？」

　物思いに耽ふけっていた弌に、ひとりの女子生徒が話しかける。

　クラス委員長で、隣の席に座る日ひ比び野のだった。

　制服をお手本のように着こなしており、几き帳ちよう面めんさを窺うかがわせる。靴くつ下したも学校指定の色だ。流れるような黒くろ髪かみに色白の肌はだ。小さな顔で可愛かわいらしく、少し内気そうで表情に出る自信のなさが、庇ひ護ご欲よくを搔かき立てる──とはクラスメイトたちの弁だ。

「……ちょっと、いいかな？」

　日比野は、まるで弌を怖こわがるようにおどおどした仕草を見せる。

　隣の席ということもあって、話しかけられるのは初めてではないし、弌としては何かした覚えもない。だが、こうも怖がられるとさすがに傷付く。

　もっとも日比野が怖がるのは、弌に限った話ではなく、男全員に対するものだ。

「何か用？」

「……野上君だけ、進路の紙、提出してない、よね？」

　弌は今思い出した、というようにぽかんと口を開けた。

「すまん。明日あした持ってくる」

「お願い、ね……」

　仕事を終えた日比野はホッとしたように溜息を吐いて席へと座る。

　そして、鞄かばんから小型のスマートフォンを取り出し、操作し始めた。スマートフォンの形状が大きくなり、タブレットのような大きさになる。

　すでにスマートフォンやタブレットが普ふ及きゆうし始めて数十年。機能や形状などは大なり小なり変化していったが、基本的な部分は変わっていない。大部分がウェアラブルコンピューターに移行しつつあるが、大きな画面で見られるというスマートフォンの利点は大きいようで、まだまだ大半の人間が利用していた。

　またすべての教科書を電子で見ることもできるようになったため、そちらで予習復習をしている者も多い。

　意図的に見たわけではないが、ちらりと日比野の映し出している画面が弌の目に入り、弌はすぐに視線を逸そらした。

　現在のスマートフォンは、セキュリティによって持ち主の網もう膜まく以外では見えないように設定できる。また真っ先にそれを行うことをメーカー側も推すい奨しようしていた。それをしていない辺り、日比野のセキュリティ意識の薄うすさが気にかかったが、弌はそれよりも別のことに意識が向いてしまう。
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　日比野は真ま面じ目めだ。予習でもしているのだろうと弌は勝手に思っていた。

　しかし日比野のスマートフォンに映し出されていたものはまったく違ちがっており、ディスプレイに表示されていたのは、〈アストラル・イノベーター〉の攻こう略りやくサイトだ。

　少し上級者向けの、敵の行動パターンを図形化し、フレーム数を割り出して公開しているサイトである。また、プレイヤー自身の行動のフレームもすべて割り出されていた。中級者が壁を感じた時に見るサイトで、その筋では有名なサイトだった。検けん索さくすればすぐに引っかかる。

　すべて記き憶おくしているため、今では閲えつ覧らんしていないが、弌も昔よく見ていたサイトだ。

　そして、それは昨日サクラに教えたサイトでもある。

（委員長、〈アストラル・イノベーター〉やってるのか。しかも、こんな上級者向けのサイトを）

　内気で決して活発には見えない彼女が、あの世界で生きているなど、弌にとっては驚きよう愕がくの事実だった。人は見た目に依よらないという、よくある文句が頭に浮うかぶ。

（もっともあの広い世界で偶ぐう然ぜん出会うことなんて、絶対にないだろうけど……）

　扉とびらが開き、教師が教室に入ってくると、日比野はスマートフォンを小さくして鞄の中に仕し舞まった。弌も教きよう壇だんに意識を向ける。

　ホームルームの始まりだ。







　夕日が差し始めた午後四時。学校が終わった弌は帰宅した。

　いつもなら階段を上がり、着き替がえてコンビニで買ってきた晩飯を食べてから、すぐに〈アストラル・イノベーター〉へとソウルインする……のだが、今日は少々勝手が違っていた。

　リビングから話し声が聞こえてくる。

　この日は珍めずらしく父親が帰ってきていた。しかも、誰だれかを引き連れて。

「ただいま」

「おう、お帰り。弌」

　父親の仁じんはあぐらを搔いて、テーブルに着いている。目の前にはコンビニで買ってきたのであろうプラ容器の総菜が並んでいた。

　そして、その対面にもひとりの男性がいる。

「やあ、弌くん。おひさー」

　父親の部下である栗くり林ばやしだった。何度も会ったことのある弌の顔なじみだ。

「珍しいね。こんな時間に帰ってくるなんて。開発とか運営の方は大だい丈じよう夫ぶなの？」

「お前が気にするようなことじゃない。心配するな」

　仁は無表情で弌に返す。

　その代わりといったように、栗林が補足の説明を始めた。

「〈アストラル・イノベーター〉は順調に稼か働どう中だよ。まあ、僕らは色々あって忙いそがしいんだけどね。取とり締しまり役やく会かいから、さすがに野上さんを休ませろ、そして眠ねむらせろって指示があったんだ。で、強引に連れて帰ってきたってわけ。僕はそのお目付役だよ」

「ああ、なるほど……」

　それで弌も合点がいった。

　仁は〈アストラル・イノベーター〉の開発者だ。厳密に言うと開発ディレクターで、スケジュールの管理やゲームの全体的な構成の部分を担当している。

〈デジタイズ〉の技術は米国スピリットデザインという会社の制作したミドルウェアを使用しているが、それと同じくらいに仁たちの『世界を創り出す』技術もかなり注目された。

　空気や水の流れやあらゆる物体の触しよつ感かん、緻ち密みつな物理演算、あらゆる予測演算、モンスターの生態……五感すべてを活用できる現実と同じ世界、それもゲームというのは今までに例がなかった。だからこそ、世界のＭＭＯＲＰＧの勢力図を塗ぬり替かえられたのだ。

　そして、〈デジタイズゲーム〉の第一人者とまで言われるようになった。

　本来であれば、もう〈アストラル・イノベーター〉から離はなれ、別のゲームを制作するはずだったが──そうもいかない事情ができた。

「休んでる暇ひまなんかあるものか……」

　テーブルに乗せた拳こぶしが微かすかに戦慄わなないている。静かに怒おこっているようだった。

　それは、自分自身に向けた怒いかりだ。

「……ってことはやっぱ見つかってないのか。恋れんのデータは……」

「ああ、芳かんばしくない。検索じゃまったく見つからない。虱しらみ潰つぶしに探すしかないが、データ量が膨ぼう大だいすぎる……！」

　仁が握にぎった拳をテーブルに叩たたきつけた。

「くそっ！　どこのどいつだ！　恋の人格データをバラバラにした奴やつは！　あいつは……あいつは……！　そのせいでソウルアウトできなくなっちまったんだぞ！」

　憤いきどおりの表情を浮かべて、仁は勢いよく立ち上がる。

「ちょ、ちょっと仁さん!?　どこ行くつもりですか！」

　栗林が咄とつ嗟さに仁の身体からだを羽は交がい締じめにした。

「会社に帰る。やはり、休んでいる場合じゃない！　一刻も早く、恋の人格、データ…、を……」

　いきなり立ち上がったせいか、仁は立ちくらみを起こして膝ひざをつく。

　そして、そのまま倒たおれ伏ふして、寝ねてしまった。

「……ふう。人間はたまには休まないとダメなんですよ、仁さん」

「す、すいません……。ご迷めい惑わくを」

「いや、僕らも君に迷惑をかけてるからね。青春を謳おう歌かする時に、ましてや受験勉強をするべき重要な時期に、人格データの捜そう索さくを頼たのんでいるのだから。僕らが言えた義理じゃない。……と、ちょうどいいし、仁さんをベッドに運ぼう。足の方を持ってくれるかい？」

「あ、はい」

　弌と栗林は倒れた仁を寝しん室しつに運び、毛布を掛かけて寝かせた。

　それからふたりは戻もどってきて、リビングに座る。

「……クラッキングした相手は、やっぱりまだ？」

「まあ、警察の手が借りられないからね。捜さがすのにも限界があるよ。現時点でそっちの線は望めなさそうだ」

「そうですか……」

「やっぱり、恋ちゃんがいないと……寂さびしいよね」

「当たり前ですよ……。妹なんですから」

「……すまないね。無神経なことを聞いた」

　三ヶ月前。順調に稼働三年目を迎むかえた〈アストラル・イノベーター〉で、密ひそかにひとつの事件が起きた。

　それは〈アストラル・イノベーター〉の開発会社の、それも上層部の一部しか知り得ないし、プレイヤーでも当事者であった弌しか知らない。

「恋が、クラッキングで人格データを分割されて、もう三ヶ月ですよ。あいつの笑い声が聞こえない家は、静かです」

　その事件は、目立たずに、人知れずに発生した。

　弌の妹である恋が〈アストラル・イノベーター〉で不意を衝つかれてモンスターに倒されてしまい、身体が消えたのだ。

　もっとも、それ自体は普ふ通つうのことである。やられてＨＰが０になったプレイヤーは消え、拠きよ点てんとなる街へと転送されるからだ。

　しかし、恋は街へと転送されておらず、そのまま行方ゆくえ不明となっていた。

　弌は現実に戻ったのかと思い、すぐにソウルアウト。しかし、恋は眼鏡型のウェアラブルコンピューターを着けたまま目を閉じて、目覚めようとしなかった。

　それから幾いく何ばくもしないうちに、〈アストラル・イノベーター〉の開発会社に、一通のメールが届いた。

　クラッキングをしたという声明と──そして、要求だ。

　その要求は、ふたつ。

『ずっと〈アストラル・イノベーター〉を運営し続けること』

『このことを、どこにも通報しないこと』

　要求をのまなかった場合、

『全ユーザーが野上恋のように八個に分割される』

　と、記されていた。

　理由や目的については、全くの不明だ。

　ゲームの運営に支障はなかった。だがただひとり、弌の妹、野上恋はデジタイズされた人格データをゲーム中に八個に分割されてしまったままだった。

　そのためにデータ照合で致ち命めい的てきなエラーを吐はき、恋はソウルアウトできず、今現在その体は近年に開発された冷凍睡眠コールドスリープで眠っている。

　人をデジタイズする技術やそれを改変する技術は、軍事、医い療りようを経て安全な技術として民間へ降りて来ているが、そのコアとなるプログラムはブラックボックスとなっており、改変どころか調査すら許されていないのだ。

　そもそもクラッキングをされて弄いじられるなど、考こう慮りよもされていない。それほどまでに安全面については厳重に配はい慮りよされていたプログラムだったのだ。〈デジタイズ技術〉のプログラムがクラッキングされたなど、世界でも例がない。

「〈デジタイズ〉プログラムを作った人に来て欲しいと申しん請せいはしているんですよね？」

「そりゃあね。でも、向こうも忙しいみたいでなかなか来られないみたいなんだよ。事情を電話やメールでほいほい明かせないから緊きん急きゆう性も伝わりにくいし。その上、会社のパソコンを使ったらクラッキング相手にバレるかもしれないし。うちが買収されてからこっち、制限も多くなってきてるしね」

　しかし、そこまで言って栗林は表情を少しだけ明るくする。

「でも、そろそろ来日してもらえると思うよ。まだ正式には決まってないけどね。天才プログラマーであり、天才技術者で天才科学者──プリシラ・カーリン。彼女ならきっと、どうにかしてくれると思う」

　仁たちは人格データ分ぶん裂れつを起こされた原因がわからず、ずっとそれを模も索さくしていた。

　そして、その後にわかったことだが、分割された妹の人格データは特とく殊しゆなアイテム──《メモリーフラグメント》というアイテムと化し、ゲーム内に散らばっていたのだ。

「でも、捜索はやめない方がいいんですよね？」

「もちろん、お願いしたい」

　ゲームの中で、弌はそれを集めている。

　昨日、サクラとの決けつ闘とうで入手した奇き妙みような文字列のアイテムは、《メモリーフラグメント》なのだ。

　現在、集まっているのは、昨日のものも含ふくめて二個。

　そして、仁が所在を判明させたのは一個のみ。所在不明の《メモリーフラグメント》はまだ五個もある。

「けど……無理はやめてくれよ。これで君にまで何かあったら仁さんに申し訳なさ過ぎる」

「わかってます。自分の限界ぐらいは」

　まったくわかっていないように、弌は語る。その姿に、栗林は心配そうな表情を浮うかべた。

「でも、さすがにあの場所はまだ攻こう略りやくできないです。ダンジョンの改造とかはできないんですか？」

「あからさまにおかしなプログラム修正をすると、犯人から脅きよう迫はくが届くからね……。何かしら真っ当な理由がないと無理かな」

　一度、《メモリーフラグメント》を捜索するために特定の部分のみ、プログラムを修正したことがある。その途と端たん、『止めろ』と通達が届いたのだ。

　つまり、〈アストラル・イノベーター〉、及および会社は監かん視しされていると考えられる。

　プレイヤーに捜索の協力を促うながすような真似まねはできない。目立った行こう為いをしても危険。だからこそ、内部で秘ひ密みつ裏りに進めるしかないのだ。

　当初、上層部の意見は真っ二つに割れた。

『一千万ものユーザーを危険に晒さらすなどあり得ない。今すぐこのサービスを中止しよう』

『サービスを中止したら、ひとりの少女が確実に犠ぎ牲せいになる。中止した瞬しゆん間かんに何百万人ものアクティブユーザーが分割される恐おそれすらある。続けるべきだ』

　結果的に、サービスは続けられることになった。

　仁の頑がん強きような説得もあったし、中止の告知をしてから全員が素す直なおにソウルアウトするまでに時間がかかれば、莫ばく大だいな犠牲が増える可能性も考慮されたからだ。

　その上、ソウルアウトには接続的な問題で一分──六十秒かかる。その間に人格データを分割されてしまう可能性はゼロではない。むしろ、そうされる可能性の方が高かった。もし、そんなことになれば未み曾ぞ有うの大事件だ。

　現在はアップデートやバグ修正、エラッタ等々すべてプログラムを動かしながら修正するのが主流だ。メンテナンス時間という概がい念ねんが薄うすれつつある中で、メンテナンスを理由に全ユーザーを強制ソウルアウトさせることも不自然に思われてしまう。

　また、通常通りに運営する限り、犯人は本当にそれ以上のことを要求してこず、会社にまったく支障が出なかった。これもサービスの継けい続ぞくが選せん択たくされた理由のひとつだ。

　そして、野上仁を中心とし、少数の信しん頼らいできるスタッフのみで構成された班が組まれた。《メモリーフラグメント》の捜索、クラッキング相手の捜索、人格を分割させられないようにするためのプログラム研究、ソウルアウト時間の短縮……どうにか対処しようと足あ搔がいている。

「すまないが、あのチュートリアルダンジョンを攻略してくれ」

　栗林が悲ひ愴そうな声で縋すがるように呟つぶやく。その表情は、弌の身を案じつつも無茶を頼んでいるためか、一言では言えないほど複雑だった。

　仁が執しゆう念ねんで見つけた《メモリーフラグメント》のひとつは何の皮肉か、チュートリアルダンジョンに存在していた。

　チュートリアルダンジョンとは、初心者が練習するために用意されたダンジョンだ。途と中ちゆうの雑魚ざこモンスターを倒して、奥に居座るボスを倒す。

　ゲームではよくある流れだし、クリアするだけなら簡単だ。そもそも実はここを攻略しなくても構わない。友人に誘さそわれてレクチャーを受けた冒ぼう険けん者が、そのダンジョンの存在を知らないというケースも稀まれにある。

　このチュートリアルダンジョンではボスを倒すと、演出で別のイベントモンスターとの戦せん闘とうへと突とつ入にゆうする。

　この戦闘は負け戦となり、決して勝てない戦闘だ。ただ、やられてもゲームオーバーにはならず、そのままゲームは継続する。そして、いずれ戦う運命になることを匂におわせて、そのダンジョンのイベントは終わるのだ。

　問題は、このイベントモンスターのドロップアイテムに、《メモリーフラグメント》が設定されているということだ。そのイベントモンスターとは、別の形でも戦う機会があるが、そちらには設定されていない。負け戦で出てくるイベントモンスターだけが、ドロップアイテムとして落とす可能性を持っているのだ。

「あいつを倒たおせる可能性があるのは、君しかいないんだ。あのダンジョンには……レベル１でしか入れない……！」

　そう。

　弌は今、この本来倒せないイベントモンスターを倒すための方策を立てている。

　さらに言えば、このダンジョンはクリアすると二度と入れなくなるのだ。

　故ゆえに失敗は許されない。

「それが目的ですからね。やりますよ。もちろん……」

　昔は、ただの趣しゆ味みだった。

　レベル１でダンジョンを攻略すること。

　レベル１でボスモンスターを倒すこと。

　低レベルクリアや、如何いかに短い時間でクリアするかを競うＳｐｅｅｄｒｕｎ。あるいは魅みせることのみに特化した魅せプレイ。

　興奮した。スリルを求めた。困難な状じよう況きようになるほど、血が滾たぎった。

　演算した。冷静に展開を計算した。求めたのは勝ち筋が見えた瞬間の、あの閃ひらめき。

　今でもあの瞬間に走る、全身を巡めぐった快感を思い出せる。

　だが、今はそれらの感情をすべて封ふう印いんしていた。

　すべては妹を助け出すために。

　決して、誰だれも巻き込まないために。

　だからこそ、弌はギルドをやめ、パーティを組むのもやめ、ソロでレベル１を続けているのだ。

「恋は、絶対に救います」




　しかし、弌自身は気付いていない。

　意識すらできていない。

　現実でもゲームでも──自分から久しく笑顔が消えていることに……。




「ねえ、イチ兄────────────────────────」




　ふと、妹の声を思い出す。

　しかし、妹が昔、言った言葉を思い出すことはできず。

　記き憶おくの奥底に埋うめられたままだ。







　■第二章







「イチ兄！　よろしくっ！」

「任された！」

　少女が飛とび越こえるように後ろに跳とぶと、少女の元いた場所に少年が入いれ替かわるように入る。

　眼前に立つ人型モンスターの連続攻こう撃げきを慌あわてることもなく、その剣けん戟げきをいとも簡単そうに相そう殺さいし、捌さばいた。

「イチ兄、行くよっ！　ちょっとどいてっ！」

　今度は少年が後ろへ下がる。

　空から少女が落ちてきて、その勢いに任せて棍こん棒ぼうを思い切り振ふり下ろした。棍棒はモンスターの頭に思いっきりぶち当たる。そして、その頭の上には星マークが回り始めた。

　スタンを取った証しよう拠こだ。人型が相手の場合、頭を何度も攻撃しているとＨＰを減らすダメージとは別にあるスタン値というものが溜たまっていき、一定値を超こえるとこうして敵が目を回したかのように動かなくなる。

　こうなれば攻撃し放題だ。

　しかし、落ちてきた少女は体勢を崩くずして着地に失敗してしまったらしい。地べたで四よつん這ばいになっていた。

「レナ！　残りＨＰ、少ないだろうが！　無理するな！」

「ふえーい」

　少年のプレイヤーネームはイチノ。少女のプレイヤーネームはレナ。

　十人に満たない小規模ギルド〈グリムリーパー〉の名物兄妹きようだいである。

　この日もふたりで狩かりに出で掛かけていた。討とう伐ばつ対象となっていたモンスターを狙ねらい定めて。

　相手はゾンビとなった凄すご腕うでの剣けん豪ごう──コープスソードマスターだ。

「はああああっ！」

　イチノは気合いを入れ、剣を振るった。

　振り落とし、振り上げ、薙なぎ、返す刀で再び薙ぐ。すべてマニュアル操作による剣戟。すべて急所に命中し、エフェクトが煌きらめいた。

「出たッ！　イチ兄の〈スターダストシューター〉！」

「恥はずかしいから止やめなさいッ！」

　まるで星ほし屑くずが散るように、クリティカル攻撃を連発するその光景が妹のレナは大好きだった。スキルでもなんでもないその攻撃に、思わず見み惚とれて足を止めてしまうほどに。

「これでラストだッ！　ぉおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉッ！」

　そして、イチノの最後の一いち撃げきが裂れつ帛ぱくの気合いと共に放たれる。それが命中すると、モンスターは俯うつぶせになって倒れた。

　ぴくりとも動かない。あとはもう半はん透とう明めいとなって消えていくだろう。

「ふぅー」

　イチノは大きく息を吐ついてから、剣を鞘さやにしまって軽く伸のびをする。その表情は満足したように弛し緩かんした。

　ゲームといえど、リアルと同じ行動を取れば結構気持ちいい。特にモンスターを倒した後は格別だ。

「お疲つかれ、イチ兄」

　すでに四つん這いから立ち上がっていたレナが、イチノの側そばに寄る。

「あー、お疲れ。フォローありがとうな」

「いえいえー。それがあたしの役目ですしー。それにイチ兄がちゃんと守ってくれるからね。あたしも自由に動けるってものですよ」

「お前は自由に動きすぎな気がするんだが」

「えへへへ、気にしない気にしなーい」

　レナも武器を納め、大きく気持ちよさそうに伸びをする。

　イチノはそんなレナを少し心配そうな目で見やった。

「お前の友だち……アリサちゃんだっけか。もうこの世界に来てるんだろ？　お前の戦い方見たら卒そつ倒とうするぞ」

「だいじょーぶだいじょーぶ、へーきへーき」

　からから笑って、意にも介かいさない。

　引っ張り回される妹の友人にイチノは同情したが、妹と一いつ緒しよならば楽しいことは楽しいはずだ。もしかしたら、三人で一緒に冒険に出ることがあるかもしれない。

　イチノは、そんな未来を少しだけ思おもい描えがいた。

　だが──。

「ガアアアッ！」

「えっ……」

　モンスターがいつの間にか起き上がり、その手に持った鋭えい利りな刃はは狙いを定さだめて疾しつ駆くする。イチノが武器を構える暇ひまもなく、モンスターの剣はレナを引ひき裂さいた。

「きゃあーっ！」

　レナは吹ふき飛ばされて、その身体からだはすうっと半透明になって薄うすくなっていく。持っていたアイテムも散らばって、身体と同じように消えた。

　それはプレイヤーが死んでしまった時のエフェクトだ。こうなると、レナはデスペナルティとして街へと送られる。

「ちっ！　こういうことかよ！」

　しかし、そこからのイチノの行動は素す早ばやかった。

　レナを攻撃し、隙すきだらけだったモンスターと肉にく薄はくし、狙い澄すましてその首に剣を突つき立たてる。

　クリティカル攻撃のエフェクトが発生。それでモンスターは再び倒れ伏ふした。そして、今度こそすうっと消えていく。

「……こういう展開までやるようになったのか。父さん、ちょっと凝こり過ぎ」

　イチノはぶっきらぼうに悪態を吐いた。しかし、その表情はわくわくしたような、そんな色が垣かい間ま見みえる。

　新しい展開に興奮したのだ。こういう未知な展開を攻こう略りやくできてこそ、低レベルクリアで最高のスリルが味わえる。

「さて。さっさと街に戻もどるか。レナも……恋も待ってるだろうしな」

　ダンジョン脱だつ出しゆつアイテムを使って、イチノは外へ出た。

　それから一直線に街へと戻る。

　しかし、その後イチノは、どれだけ捜さがしてもレナと再会することはなかった。

　ゲームでも。

　そして──現実でも。




　　　　▽　▽　▽　▽




　身体中の神経という神経が、なぞられる感かん触しよく。

　不快感はない。ただ、少しもどかしく感じるだけだ。

　遅おくれて地に足の付く感覚と、身体に重みがのし掛かかる感覚がやってきた。

　目を開く。そこはイチノの拠きよ点てんである雲雀ひばり工こう房ぼうで借り受けている寝しん室しつだ。ソウルイン直後はこうして拠点となる場所へと出ることになる。

　イチノは、〈アストラル・イノベーター〉へとソウルインしたのだ。

　まずイチノはアイテムボックスを開き、アイテム整理をした。このアイテムボックスも、袋ふくろと似たようなもので、取り出すときに手を入れて念じれば望んだアイテムが出てくる。何でも入るのも袋と同じだが、許容量は袋に比べて段だん違ちがいに多い。幾いくつか見み繕つくろって、アイテム袋の方に移す。

　それが終わってから部屋を出て、階段を下りると、すぐに賑にぎわう食事処が見えた。その奥の作業スペースでは、作業台に座ってひばりがいつものようにアイテムクリエイトをしている。

「あ。いらっしゃいませ。おかえりなさい、かな？」

　ひばりが声をかけてくる。

「どうも。と言っても、すぐに出るけどね」

「忙せわしないですねぇ。たまにはゆっくりしていってくださいな」

「色々終わったらそうするよ。じゃ」

「あ、待って、待ってください。これ、あげます」

　ひばりは自分のアイテム袋から、指輪を取り出した。それをイチノに手て渡わたす。

「……なにこれ？」

「着けてるだけでモンスターの恨うらみを買う指輪です。〈グラッジリング　Ｖｅｒ１．41〉って名前にしてみました」

「要は着けてればモンスターのヘイトが常に最大値になるってこと？」

　説明だけ聞くと、呪のろわれたアイテムのようだった。

「はい、そうです。ただし、装備するとＨＰとＳＰの最大値が半分になってしまいます」

「本当に呪いのアイテムだった！」

「でも、外せるから大だい丈じよう夫ぶなんですよ？」

「何が大丈夫なんですかね……。じゃあ、行ってきますよ」

　また部屋に戻ってきた時にアイテムボックスに仕し舞まおうと決意して、イチノは入り口へと向かった。

「馬車には気をつけてくださいね。武器とアイテムはちゃんと持ちましたか？」

「学校に出掛ける前のお袋ですかっ」

「うふふっ」

　そんなやり取りを経て、雲雀工房を出る。

　この日も、大通りでは多くの人が行き交い、賑わっていた。空は青く、気候も穏おだやかだ。三つの太陽も赤青黄が空で綺き麗れいに輝かがやいている。いつもなら過ごしやすい一日になる、と思うところだが……この日は、少し様子がおかしかった。

「何か起こってる？」「ケンカっぽいよ？」「やばいって！」「広場で……」

　皆みんなが興きよう味み津しん々しんそうに、事件の予兆を感じているようだった。そして、一直線に大通りを北へ──この街の中心にある広場に向かっている。

　そんなことに興味を持たないイチノは特に気にすることなく、南へと足を向けた。

「イチノさん！」

　呼び止められた視線の先には、昨日も会ったカレンがいた。昨日は全ぜん裸らだったが、今日はちゃんと法ほう衣えを着込み、フレイルの杖つえを手に持っており、プリーストらしい姿をしている。

　そのカレンは息を切らせていた。スタミナというステータスが存在しているわけではない。どれだけ走ったところで息が切れるわけでもないのに、なぜそんな真似まねを？　とイチノは訝いぶかしそうな目を向ける。

「また、お前か。カレンだったよな。何してんだ？」

「あ、アイテムの探たん索さくなんですけど……今はそれどころじゃないんです！」

「え」

「すいません、今すぐに来て下さい！」

　要領を得ないことを口にして、イチノの承しよう諾だくを待たず、その手を摑つかんで引っ張っていく。そして、大通りを北へと走り出した。イチノは仕方なく、それに引っ張られる。

「お、おい！　なんだってんだ！」

　カレンは力をあまり必要としないプリーストをやっていると言っていたにも拘かかわらず、かなり力強かった。

　もっとも、単純な力だけで言えば、レベル１のイチノはとても弱いのだが。

　結局、その力に刃は向むかうことが出来ず、さりとてこの程度のことでゲームマスターへ通報することも躊躇ためらい、イチノはついていくしかなかった。

　そして、連れて行かれた先は広場──件くだんの騒さわぎが起こっていたと噂うわさされていた場所だ。

　カレンは周囲の野次馬を押しのけて、中へ中へと入り込む。周囲のプレイヤーたちは迷めい惑わくそうな顔をしているがおかまいなしだ。

「私はやることがあるから、いくら誘さそわれてもギルドへは入らないの！　そもそも──」

　聞き覚えのある声がイチノの耳に届く。それも昨日辺りに聞いた声だ。

　広場にある噴ふん水すいの前にいるのはサクラと、ひとりの男と取り巻きたち四人。

　サクラは鋭するどく相手を睨にらみ付け、相手の男たちは薄ら笑いを浮うかべている。特に取り巻きの男たちはかなり気味が悪かった。目の焦しよう点てんが合っていない。

「絶対に損はさせねぇ。あんたにとって、うちのギルドはいいと思うぜ？　最強を──レベル99を目指してるんだろ？　幻まぼろしの、99を」

　どうもサクラはギルドから勧かん誘ゆうを受けているらしい。

　その誘っている男はこの街のプレイヤーならほとんどが知っているだろう。

「……おい、何で俺をここに連れてきた」

「え、だって恋こい人びとが一大事なんですよ!?　助けなきゃいけないんじゃないですか！」

「誰だれが恋人だ、誰が。俺とあいつはそんな関係じゃないぞ」

「えええっ!?　あんなにお似合いに見えたのに……。でも、このままじゃサクラさんが……。お願いします、イチノさん！」

　自分でやれよ、と口に出しそうになるが、カレンのロールはプリースト。やることは回復や補助が主で、他の冒ぼう険けん者のフォローとなる。

　チーム戦では重宝されるが、ソロでは舐なめられる傾けい向こうが強かった。妹のレナのように前衛で暴れ回ることのできるプリーストなど稀まれにしかいない。というか、暴れ回る方がおかしい。

　ましてや相手の男はかなり悪名高いプレイヤーということを考えれば、誰かに護衛を頼たのむのも無理からぬ話だった。

「はぁ……」

　見ていなかったら無視していただろうが、見てしまった以上、起こすべき行動はひとつしかなかった。

　それに──サクラを勧誘している男とは浅からぬ因いん縁ねんもある。

「おい」

　そこからのイチノは何の躊躇いもなく、ふたりの間に割って入った。狼ろう狽ばいしているサクラを無視して、その背に隠かくす。

　サクラの前に立っていた男は、あからさまに不ふ機き嫌げんな表情を顔に貼はり付つけた。

「え、イチノ？」

「……珍めずらしいことをするじゃねぇか、イチノ。だが、あんたにゃ関係ねぇだろう」

　その男はイチノを臆おくすることなく睨みつける。

「知らない仲じゃないんでね。嫌いやがってるようだったから、止めさせてもらった」

「あんた、まだオレ様を舐めてるのか？　もう昔とは違ちがうんだぜ。オレ様のギルドを、知らねぇってわけじゃないだろう？」

「知ってるさ。最強を目指す者たちが集まるギルド、〈サウザンド・ブレイズ〉。そして、お前はそのリーダーとなった……。マジックランサーのロール、マシュー。この街でお前を知らない奴やつはいないだろう。色んな意味でな」

〈サウザンド・ブレイズ〉は、未だかつて到とう達たつ者のいない、最強の──あるいは幻のレベル99を目指す者が集まるギルドだ。

　それだけであればまだいいのだが、問題は強くなるためにはどんな手段をも厭いとわないこと。狩かり場ばの独どく占せんはまだ可愛かわいい方で、ＰＫプレイヤーキラー、アイテムの独占、規則に触ふれない範はん囲いギリギリであくどいことを行っている。

　その上、現実とゲームを行き交う電気信号を歪ゆがませ、精神を異常なレベルまで高こう揚ようさせる電子ドラッグを扱あつかっているとも噂される、そんな悪名高きギルドであった。

「マシュー。お前は実力だけなら、〈リザルターナイン〉に近い、あるいはそれをも凌しのぐと言われてるんだって？　昔に比べて随ずい分ぶんと強くなったもんだ」

「そうだ。もうあんたと同じギルドにいた時とは違う。それがわかってるのに、なんで割り込みやがったんだ。オレ様たちは、サクラをギルドに誘ってるだけだぜ？」

「勧誘だったのか。それは知らなかった。勧誘なら、もっと紳しん士し的に頼んでくれ。あくどすぎて粗そ悪あくな武器の訪問販はん売ばいかと思ったよ」

　わざと不快感を与あたえるように挑ちよう発はつすると、マシューの目が鋭くなる。

「〈コンプリート・ノービス〉とか言われてるらしいな。最強の初心者だとか」

「勝手に呼ばれてるだけだ。別に一言も名乗っちゃいないんだがな」

「〈リザルターナイン〉はあんたを入れて、〈リザルターテン〉だ、とか陰かげで言われているんだって？　ククッ。どうやら昔に比べて、さらに調子に乗ってるようだな」

「素行が悪くて〈リザルターナイン〉になれないお前ほどじゃない」

「まったく……リアルもゲームも平等じゃねぇもんなぁ。あんたみたいなのが、有名になっちまうんだから」

　瞬またたく間まに一いつ触しよく即そく発はつ状態になるイチノとマシュー。周囲の野次馬はさらに集まってきた。それを歓かん迎げいするようにマシューは両手を広げる。

「ふん……。ギャラリーも増えてきたなぁ。ここらでどっちが強いか、はっきりさせておこうか？」

「面めん倒どうな真似は勘かん弁べんしてくれ。それに俺はレベル１だ。レベル50以上になったお前に勝てる道理はないだろう。そろそろレベル56に上がる頃ころ合あいだろうしな」

　サクラが「あんた、私が51だってこと忘れてない!?」と小声で訴うつたえたが、イチノは無視した。

　マシューが腰こしにぶら下げた剣けんに手をかける。

「おやめなさい、こんな街の往来で迷惑ですわ」

　そこへ女性の毅き然ぜんとした声が周囲に響ひびき渡わたった。一いつ瞬しゆんにして、野次馬たちの喧けん噪そうが止やみ、静かな囁ささやきへと変わる。

　声を発した女性は他の数人の冒険者と共に、イチノたちへと近づいた。

「ヒルトさん……」

「ご機き嫌げんよう、イチノ君」

　貴族然とした服装。装そう飾しよくの付いた剣。歳はイチノたちと大して変わらないだろうか。もっとも、カスタマイズされた姿ではあるが。他の冒険者たちも装備──格好はすべて同じだ。

　イチノにヒルトと呼ばれた少女は、マシューを鋭く睨み付ける。

「五大ギルドがひとつ、〈ゴスペル・クァイア〉が長、ヒルトルートの名において命じます。今すぐこの騒ぎを収めなさい」

「てめぇかよ、ヒルト。いつもいつもうざってぇ。芝しば居いがかった台詞せりふ回ししやがって」

「こちらの台詞ですわ、マシュー。何度も何度も騒ぎを起こすのは、いい加減止めてもらえないかしら？　正直、苦情の対応で精せい一いつ杯ぱいですの」

「おーおー。街を支配する五大ギルドの長様は大変ですなぁ。〈リザルターナイン〉は忙いそがしいとはよく言いますしねぇ」

　嫌みったらしく睨み付けるマシュー。

　しかし、ヒルトと呼ばれた女性はまったく涼すずしい顔をしている。

「これ以上、騒ぎを起こすのなら〈ゴスペル・クァイア〉がただじゃおきませんわよ？」
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「……くくく、ご自由に。もっとも、この程度の騒ぎを起こしたぐらいで潰つぶされちゃ、うちらのような零れい細さいギルドはたまったもんじゃねぇなぁ」

　ヒルトは少しだけ苦い顔となった。

　潰すべき大義があれば別だが、大ギルドがそれよりも小さいギルドを潰すというのは、マナーとしてやってはならないという風潮がある。そんなことをすれば、自分たちも潰されるかもしれないと思われ、支持を失ってしまうものだ。

　特に〈ゴスペル・クァイア〉の前にこの街を管理していたギルドは、そのせいで失しつ墜ついしたという事情もある。

　如何いかに悪名高いと言っても、相手はあくまでゲームを楽しんでいる冒険者ということを無視することはできなかった。

「……ともかく。強ごう引いんな勧誘を我々は良しとしません。お引き取りを、マシュー」

　ヒルトが怒ど気きを胎はらんだ声でそう告げると、マシューは苦い表情を浮かべ、

「ちっ、調子に乗りやがって……。引き上げるぞ、てめぇら」

　そう言って渋しぶ々しぶと去って行く。そして、去り際ぎわ──。

「イチノ。あんたとはいずれ決着を付ける。楽しみにしてるんだな」

「……どこに楽しみがあるのか、是ぜ非ひとも御ご教示願いたいね」

　野次馬たちが道を空けると、彼らはその中を堂々と通っていった。

「さ。あなたたちももうこの騒ぎは終わりました。ここで固まっていると通行の邪じや魔まになりますよ」

　ヒルトが手を叩たたきながら野次馬に向かって宣言すると、彼らはすぐに興味を失ったかのように、この場から離はなれていった。

「ありがとうございました。ヒルトさん」

　イチノは丁てい寧ねいに礼を言って頭を下げる。

　その姿を見て、ヒルトは年相応に可愛らしい笑みを浮うかべた。

「ふふ。まさかイチノ君にお礼を言われるなんて。助けた甲か斐いがあったわ。欣きん喜き雀じやく躍やくね」

「いやいや」

「恩に着てくれるならイチノ君、前から打だ診しんしてるうちのギルドに入る件、考えてもらえないかしら？」

「いや、その話は前に何度も断ってるはず……」

「入ってくれないなら、こっちにも考えがあるわ。どうなるか、わかってて？」

「強引な勧かん誘ゆうはやめろって、さっき自分で言ったじゃないですか！」

「ふふっ、冗じよう談だんよ」

　そう言って、ヒルトは楽しそうにくすくすと笑った。

「この街での騒さわぎを大きくしないのが、わたくしたちの役目ですからね。この程度で恩に着てもらう必要はないわ。でももうギルドに所属してないんだし、いい加減、折れてくれてもいいんじゃないかしら？」

「すいません、無理です」

　やんわりと断るイチノに、ヒルトは残念そうに顔を曇くもらせる。

「残念ね。ギルドとしても個人的にも、あなたみたいな優ゆう秀しゆうな冒ぼう険けん者に手伝って欲しいのだけど。もっともプレイスタイルは人それぞれだし。また機会があれば……あら？」

　そこでヒルトの目は、イチノの後ろにいたサクラへと吸い寄せられた。

「そう言えば、強引に勧誘されてるのは女の子って聞いてたけど……イチノくんのお知り合い？　確か、最近〈リザルターナイン〉になった……名前を確か、サクラさんだったかしら？」

「は、はい。初めまして。サクラと申します」

「御ご丁てい寧ねいに感謝します。〈ゴスペル・クァイア〉のヒルトルートよ。ロールはマジックナイト。ヒルトとお呼びくださいな」

　そこへイチノは口を挟はさもうとして、

「ちなみに異名は〈ワン」

「やめなさい？」

　ニッコリとイチノに笑顔を向けるヒルト。目が笑っていなかった。イチノは慌あわてて口を噤つぐむ。

「それよりも、わたくしの質問に答えていただけますか。お知り合い？」

「はぁ。まあ、知り合いと言えば知り合いですが」

「なるほど、……もしかして、パーティを組むんですか？」

　ヒルトは拗すねるように目を細めてイチノを睨にらんだ。

「いえ、ただ付きまとわれているだけです。チートを暴あばくんだって……」

　イチノがうんざりしたように言うと、ここぞとばかりにサクラが口を開く。

「私の攻こう撃げきが絶対に当たらないタイミングで避さけられたんですよ！」

「あら、すごいですね。わたくしもイチノくんの強さの秘密はもう少し知りたいんですよ。うふふ、ぜひチートを暴いてみてください。傍おか目め八はち目もくとも言いますしね」

　その穏おだやかな言い様は、チートなど絶対にしていないと信じているようだった。

「さて。騒ぎも収まったようですし、わたくしたちは戻もどります」

「ありがとうございました」

「いえいえ。それでは、失礼致いたしますわ。みなさん、行きましょう」

　そして、ヒルトはギルドのメンバーたちとともに去って行った。

「カッコいい人ねー」

　サクラがしみじみと言う。

「まあ、五大ギルドのひとつを治める人だからな。ちょっと芝居がかった台詞回しがアレだけど……」

「というか、あんたなんで女の知り合いが多いのよ」

「男の知り合いだっているっての」

　イチノは居い心地ごこちが悪くなって弁明するが、サクラはまるで信じていないようだった。

「というか、お前〈サウザンド・ブレイズ〉に目を付けられてるのか。危なっかしいし、拠きよ点てん変えた方がいいんじゃないのか？」

「いやよ。そもそも私は〈リザルターナイン〉の称しよう号ごう背負ってるのよ。逃にげるわけにはいかないし」

「あいつらの噂うわさ、知らないわけじゃないだろ」

「知ってるけど、全部、噂でしょ。あの人たちだって、この世界で楽しんでる人たちに変わりはないわけだし」

「……警告はしたからな。今後、どうなっても知らないぞ。まあ、今回のことはとりあえず貸しだからな」

「あ……。う、うん」

　少し恩着せがましくイチノが言うと、サクラは大人しく頷うなずく。

　イチノとしては喧けん嘩か腰ごしで食いついてくると思っていた。

「助けてくれて、あ、ありがと……」

　それどころか、頰ほおを朱しゆ色に染めてしおらしくお礼を言ってくる。

　その姿にすっかり毒気を抜ぬかれてしまった。

「じゃあ、チートだって絡からんでくるのはやめてくれ。そのために助けたようなもんだ」

「そ、それとこれとは別！　明らかになるまではずっとついていくから！」

　結局、元の木もく阿あ弥みだ。結局こうなるのか、とイチノは小さく溜ため息いきを吐ついた。

　ふと、この騒ぎに巻き込んだカレンの姿を捜す。

　しかし、彼女の姿はいつの間にか消えていた。







　騒ぎが収まったところで、イチノは目的地に向かって歩き出す。サクラもそれに当然のように付いてきていた。

　街の南にある外がい壁へき近く。その裏道に店はあった。

　看板はない。イチノが個人的に知っている店だ。知らない人間からすると、店とは思えないだろう。

　しかし、サクラはここに連れ込まれて乱暴をされるかもしれないとは露つゆほども思っていないようだった。乱暴をしようものなら通報されて、ゲームマスターがすっ飛んでくるのを知っているのだろうが、それでもこの妙みような隙すきの多さは心配になるほどだ。

　イチノは深く考えないようにしてその店の中へと入る。

　そこではカンカンカンと、金属が金属を叩く音が響ひびいていた。熱気も凄すさまじいものになっている。汗あせが噴ふき出るわけではなかったが、あまりの熱気に温感をオフにしたくなるほどだ。

「ここ、鍛冶かじ屋や？」

「ああ」

　すると、ふたりが入ってきたことに気付いたのか、作業台に座って金かな槌づちを振ふるっていた冒険者プレイヤーがイチノたちの方を向く。

「やあ、イチノ。いらっしゃい」

　振り返ったのは少女と見み紛まがうような可愛かわいらしい顔立ちの少年だった。

　愛あい嬌きようのある顔でにっこりと笑っている。鍛冶屋のためか簡素な布の服と顔と腕うでが少し煤すすけているが、逆にそれが熟練の腕であることを窺うかがわせる。

　鍛冶を行うと、現実と同じように煤が付く。この世界では煤などすぐに落ちるものだが、一日に何百本と打っていると、煤が消える前に新たな煤が付着する。つまり、何度も何度も武器を槌つちで打ち続けているという証なのだ。

　作業台から立ち上がった彼は、イチノと同じぐらいの背の高さだった。

「キョウ、武器の強化を頼たのむ」

　キョウと呼ばれたこの店の主人はイチノから剣けんを受け取るが、その視線は隣となりにいるサクラに向いていた。

「イチノにしては珍めずらしいな。ここに女を連れ込むとはね」

「お前までそんなこと言うのか。恋こい人びとでも何でもないぞ」

「ボクは女としか言ってないのだけどね」

　そう言われて、イチノが眉まゆを顰ひそめる。

　すると、キョウはあっはっはと豪ごう快かいに笑った。

「初めまして。ブラックスミスのロールをしているキョウだ。見ての通り、鍛冶屋を営んでいる。作るのが得意なのは剣だね。基本的に何でも作ることはできるけど」

「あ、は、初めまして。サクラです」

「知ってるよ。最近、〈リザルターナイン〉となったサクラさんだろう？　その姿は、地上に舞まい降おりた妖よう精せい──〈アドベントフェアリー〉って異名も聞いている」

「し、知ってるんですか!?　あと、その二つ名、凄すごく恥はずかしいんですけど……」

「ははは、二つ名付きは強い証じゃないか。恥ずかしがることはない。それに、この世界にいる冒険者は〈リザルターナイン〉の顔ぐらい全員知ってるんじゃないかな。そこにつっ立ってる朴ぼく念ねん仁じんはともかくね」

　水を向けられたイチノは決まりが悪そうな顔でがしがし頭を搔かきながら、強ごう引いんに剣を手て渡わたした。

「いいから。武器の強化だ。早く」

　居心地が悪そうにしながら、イチノは袋ふくろから何かを取り出した。手に持ったのは、虹にじ色いろに輝かがやく金属の塊かたまりだ。

「え、ちょっとイチノ、それ……〈オリハルコン〉じゃないの？」

　サクラが驚きよう愕がくしたように、その金属を凝ぎよう視しする。

「ああ、そうだけど？」

　軽く返すイチノに、サクラは目を丸くした。

「ちょ、なん、いや……〈オリハルコン〉って超ちようレアで売ったらすごいお金っていうか、家建つし、普ふ通つう、武器を作るのに使うもんじゃ……」

「もっと言ってやってくれ、サクラさん。こいつは昔からこうだ。まあ、こっちとしては助かるのだけどね」

　そんなサクラの反応が楽しいようで、キョウはニヤニヤと笑う。

「討とう伐ばつモンスターのメイガスを倒たおせば、〈オリハルコン〉をドロップするだろ」

　イチノが事も無げに言う。

「シュプリームリザードなんか問題にならないぐらい強いモンスターじゃない！　第一、ドロップ率は１パーセント未満……。やっぱり、チートじゃ……」

「違ちがう！　あのなぁ、お前はもうレベル５以下じゃないから覚えてないかもしれないけど、レベルが５以下だとドロップ率に補正がかかるだろ」

　それを聞いて、サクラは「ああ」と思い出して納なつ得とくしたようだった。

　初心者のみに与えられる特権がある。序じよ盤ばんの冒険をサポートするために、レベル５まではドロップ率が変化しており、モンスターがアイテムを落とす確率が上がるのだ。レアリティの高いアイテムを落とす確率も含ふくめて。

　しかし、サクラの表情はすぐに疑わしいものへと戻る。

「って、討とう伐ばつ推すい奨しようがレベル45で十人のチーム戦で倒すのが前提のレイドモンスターのメイガスをレベル５以下で倒せるわけが……」

「ところが、この男はやってしまうんだよね。一度だけ討伐するところを見せてもらったことがあるけど、まるで作業みたいに倒しちゃったよ。二時間ぐらいかかったけどね」

　サクラは信じられない、という顔になった。まるで人じゃない何かを見るような目つきだ。

「ファイアブレスに注意すれば、勝てない相手じゃない。それより、キョウ。さっさとやってくれ」

　キョウは〈オリハルコン〉を受け取った。

「はいはい、切れ味の強化でいいかい？」

「それで頼む」

　すると、サクラは再び訝いぶかしげな顔をイチノに向ける。

「上げるのは武器の攻撃力じゃないの？」

「そっちはもう限界まで上げてある。大した数値にはなってないけどな」

　イチノの持つ剣は、〈ナイトブレード〉と呼ばれるもので、その辺の武器屋に手て頃ごろな価格で売っている。レベル１のイチノが装備できる中では最強の物理攻撃力を持つ剣とはいえ、レベルが上がったらすぐに買い換かえられる武器だ。

　武器は鍛冶によって攻こう撃げき力を上げることができるが、その限界値は決まっている。基本的な攻撃力の高い武器の方が、限界値も当然高い。〈ナイトブレード〉はいくら鍛きたえようと、レベル10の冒ぼう険けん者が持つ主武器、〈ミスリルブレード〉の基本値にも満たなかった。

「基本となる攻撃力も大事だが、俺にとって最も重要なのはクリティカル補正だ」

　斬きる武器には切れ味という要素が存在する。これは普通に武器を扱あつかっている分には大した意味を持たない。しかし、クリティカル時のダメージを増加させるという効果があった。その上、これには限界値がない。

　クリティカルを狙ねらわない一いつ般ぱんの冒険者からすれば、ほとんど趣しゆ味みのようなものだが、イチノにとっては生命線と言える。

「まあ、ボクとしてはボクの理論を実証してくれているようでありがたいのだけどね」

「理論？」

「ああ。最強の武器とは何か、という意味でね。君は最強の武器というと、何を思い浮うかべるかな？」

「えっと……それは最強の攻撃力を持つ武器のことなんじゃ？　《オリジンウェポン》とか」

《オリジンウェポン》。それは伝説と称しようされる武器のことだ。

　入手経路は様々だが、そう呼称される武器は多くない。現在、確認されているのは十二個だけだ。複製品は存在しないため、持っているだけでも尊敬の眼まな差ざしで見られる。

　攻撃力も高く、冒険者の能力値を高める効果もあった。他、専用のスキルまで用意されている。

《オリジンウェポン》には〈聖光剣エクスカリバー〉〈焰えん天てん杖じようレーヴァテイン〉〈天てん穹きゆう槍そうグングニール〉〈魔ま眼がん弓きゆうフェイルノート〉〈雷らい迅じん斧ふボルトアクス〉〈死し役えき書グリモワール〉〈壊かい塵じん盾シルシウム〉〈荊きよう刑けい鎧がいコトリスワラズ〉などが挙げられる。

「私の持ってる〈風ふう精せい剣けんゼフィランサス〉も《オリジンウェポン》だけど、最強の武器だと思ってる」

「うん、一般的な答えはそうだね。ボクもそれに異議を唱えるつもりはない」

〈オリハルコン〉を弄もてあそぶように撫なでながら、キョウは続ける。

「でも、ボクは他にもあると思ってるんだ」

「それって……」

「《オリジンウェポン》を扱う君を否定するつもりはないことは先に言っておくよ」

　キョウは作業台に座り、イチノの剣を見ながら語った。

「ボクは、この世界なればこそ、手に馴な染じんだ武器こそが最強の武器であると思ってる。自分の手足であり、自分の体の一部と言える武器こそが最強と。ボクは、その証明をしたい」

　そう語るキョウの目は真しん剣けんだ。納得いくまで突つき進むのみ、と思わせる気き迫はくすらこもっていた。

「ま、ただのくだらないこだわりなんだけどね」

　しかし、キョウは誤ご魔ま化かすように肩かたをすくめて、イチノの剣を作業台に置く。そして、その上に〈オリハルコン〉を重ねた。

　そして槌を構えて──今まさに思い出したというようにイチノを見やる。

「そう言えば……」

　リアルの話で恐きよう縮しゆくだけど、と前置きしてキョウは続けた。

「妹のレナはもうこの世界に来ないのかい？　見なくなって、もう三ヶ月ぐらいだけど」

「……あいつは今年受験だからな。大事な時期なんだよ」

「あれ？　君も確か受験じゃなかったかい」

「息いき抜ぬきだよ」

「ははは、まあいい。彼女もまたボクの理論の実じつ践せん者だからたまには連れてきてくれ」

　そして、キョウは槌を構え直した。

「では、少し待っていてくれたまえ」

　鍛たん錬れんの始まりだ。システムによる鍛冶かじとはいえ、ここでは集中力が必要となる。

　部屋に熱気が籠こもり、槌が振ふり下ろされ、煤が飛び始めた。

　何人たりとも邪じや魔ますることは許されない。

　ここからは、キョウの時間だった。







　強化された剣をキョウから受け取って、イチノとサクラは店を出た。

　店を出て外がい壁へき沿いを歩いていると、

「イーチノさんっ！」

　と、甘えるような声が響ひびく。

　イチノが振り返ると、またしてもカレンがいた。

「またお前か。というか、さっきはあれからどこに行ってたんだよ」

「あれ？　もしかして捜さがしてくれてたんですか？」

「いや、別に……」

「もー。そこは噓うそでも捜してたっていうところですよ、男の人的に！」

「知らん」

　素っ気ない答えにもめげず、カレンはイチノに身体からだをすり寄せる。さらにサクラまで引き寄せた。

　最近自己紹しよう介かいし合ったとは思えないほど人ひと懐なつっこい態度だった。

「きゃっ……」

「おい、カレン。なんのつもりだ」

「おふたりに、お願いがあるんです」

「……え？」

　サクラが不思議そうな声をあげる。

　カレンは至し極ごく真ま面じ目めな声で続けた。

「ここからすぐ近くにあるガリアスタワーってご存じですか？」

　それは、つい最近できたという塔とうだ。

〈アストラル・イノベーター〉では、モンスターがポップ出現するように、定期的にダンジョンもポップする。要は新しいダンジョンが生成されるのだ。

　それは、〈アストラル・イノベーター〉のイントロダクションにも関連する。




　大地には塔や洞どう窟くつ、遺い跡せきなど多種多様な建造物が、突とつ如じよ、転移してくるようになった




　そことは理ことわりを異とする世界からの侵しん攻こうであった




　その建造物からは魔ま物ものが現れ、世界を、人を、食くい荒あらし始めた




　幾いくつにも分かれた国は、それを防ぎ、あるいは利用し、大地は数多あまたの戦乱に見み舞まわれる




　そんな大地を憂うれい、守るために、女神の一柱はあるひとつの世界への門を開く




　この大地を守る、冒険者──勇者となる者を迎むかえ入れるために




　その世界の名は──




　……というストーリーで始まるこの世界ゲームは、複数の異世界から侵攻を受けている。その侵攻拠きよ点てんとなる塔や遺跡は、異世界から空間転移されてくる。これが、この世界におけるダンジョンのポップに当たる。

　そして、そのダンジョンの中にはモンスターの軍勢を引き連れているリーダー──ボスモンスターがいた。ボスモンスターを倒たおすことで侵攻を阻そ止しできるが、時間が経たてばまた元の世界から送られてくるという案配である。

　しかし、このポップしたダンジョンというのは特とく殊しゆで難易度が高いため、〈リザルターナイン〉が許可しないと入れないようになっている。

「もしかして、ガリアスタワーの攻こう略りやく許可が欲しいの？」

　サクラがそう尋たずねると、カレンは嬉うれしそうに頷うなずいた。

「じゃあ、俺は必要ないな」

　イチノが我関せずといったように抱だきついているカレンから離はなれようとするが、

「いえ、イチノさんには攻略のお手伝いをして欲しいんです」

「手伝い？」

「ええ。あたしはプリーストなので。ソロでの攻略はちょっと難しいんですよね。それにあのダンジョンって三人でないとダメなんですよ」

「……三人？　まあ、それはいいが、なんで攻略したいんだ？」

　訝しげな顔をしてイチノが尋ねると、カレンは不思議そうな顔をした。

「……あれ？　なんでだろ」

「おいおい」

「で、でも、攻略しなきゃいけないんです！　いけない気がするんです！　何かがあると思うんです！」

　カレンの答えは判然としなかった。

　イチノとしてはそんな面めん倒どう事に巻き込まれて、時間を失いたくはない。他にやるべきことは山ほどある。

「悪いが他を当たってくれ。傭よう兵へいだったら、他にもいるだろ」

「むー……」

「そんな不満そうな顔をされても困る」

「……あたしの裸はだか、どうでしたか？」

「えっ」

　唐とう突とつにそんなことを言われ、ついつい思い出す。ダンジョンで寝ねていたときの、カレンの裸を。今押しつけられている胸がいかに豊満だったかがフラッシュバックした。

「いや、お前、あれは不ふ可か抗こう力りよく……」

「乙女おとめの裸を見て、ただで済むと思ってるんですか？」

　カレンは悪あく魔まのような笑えみを浮うかべながら言う。

「待て待て。つーか、作り物だろ！」

「あたしの身体は、リアルと同じに設定しましたから、見られたも同然ですよ！」

「そんなこと明かさなくていい！」

　そして、サクラを縋すがるように見るカレン。

「どう思いますか、サクラさん！」

「……まあ、男として責任を取るべきじゃないかしら。私も身体をトレースしてリアルと同じ設定にしてるけど、見られたらちょっとなーって思うし」

　サクラも敵に回った。元々、敵のようなものではあるが。

「いや、あんたの場合、見られても自じ業ごう自得じゃ……」

「は？」

　サクラの装備を眺ながめて、イチノはそう呟つぶやくが口を噤つぐむ。

「……わかったよ」

　結局、ふたりに白い目で見られて根負けした。妙な噂うわさを流されでもしたら堪たまらない。情報収集をする時に悪い噂があると、誰だれもが不親切になってしまう。現実と同じしがらみだ。

　特に《メモリーフラグメント》の捜そう索さくで、一番重要なのは情報だった。

「ただし、これっきりだからな。お前との貸し借りはこれでナシだ」

「わーい、ありがとうございます、イチノさん！　すっごく頼たよりになります！」

「よく言うよ……」

　不満げな表情を隠かくさず、イチノは毒づく。

　そして、イチノたちはガリアスタワーへと向かうこととなった。







　街を南門から出て、二十分ほど街かい道どうを歩くと、森の奥に目的地となる塔の頂上が見えてくる。ルビーよりも濃こい紅あかが、青い空と相あい俟まって非常に目立っていた。

　そして、そこからさらに十五分ほど。街道を外れ、森の中を歩いた。その森を越こえると、ようやくガリアスタワーの全容が見えてくる。

　全長は八十メートルほどだろうか。横の広さはまだ判然としないが、直径二十五メートルはありそうな塔だった。

　しかし何よりも、異様なのは一番下から頂上まで、すべてが紅いことだろう。ところどころに換かん気き用の窓穴があるが、そこから見える中も紅かった。内部まですべて紅いことが窺うかがえる。

「うわ……」「うへぇ……」

　サクラもカレンも、物もの憂うげで力ない声をあげた。

　如何いかに作り物といえど、見た目の気持ち悪さや不気味さはどうしてもあるものだ。〈アストラル・イノベーター〉のように殊こと更さら微び細さいに作られ、現実との区別がつかないようなものであればなおさらである。

　それはダンジョンに限らず、モンスターにも言える。

　女性は触しよく手しゆ型のモンスターを嫌いやがるし、粘ねん液えきを飛ばすモンスターも嫌がる。一いち撃げきで倒せるとしても、視界に入れるのがダメなモンスターがいるという冒ぼう険けん者は多い。一時期出てきた人類の敵、コックローチを模したモンスターが出てきたときは悲鳴がそこかしこであがって阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化した。

　そういうモンスターを何の気なしに倒してしまいネカマバレをしたというケースもあったりする。

「攻略するために来たんだろ。行くぞ」

　イチノはまったく怯ひるまない。塔に向かってずんずん進んでいく。

「待ってくださいよー」

　カレンは急いでイチノを追いかけ、それにサクラも付いていった。




　塔の入り口までやってくると、鉄製の扉とびらには厳重な封ふう印いんがかけられていた。

　物理的な封印ではない。複雑な紋もん様ようの描えがかれた円形の魔ま法ほう陣じんが扉を覆おおっている。イチノが手で触ふれるとバチバチと火花のような音とエフェクトを散らし、プレイヤーの侵しん入にゆうを許さない。

「確かに〈異界封印ゲートシール〉の魔法陣だな」

「ええ。だから〈リザルターナイン〉の特権が必要なんです！」

　ダンジョンのポップ──異世界の侵攻に対して、世界を守るために、この大地にはひとつの魔法がかけられた。

　建造物の入り口を封印するという魔法だ。いきなり空間転移してきても、拠きよ点てんとなる入り口を閉ざすように結界が張られる。それがモンスターの侵攻を一時的に防いでいた。ただし、その結界はある程度の時間が経つと破は壊かいされ、モンスターが溢あふれ出すことになる。

　ただし、〈リザルターナイン〉の権限によって封印は解除ができることとなっている。

「それじゃ、解除するよ？　こういうの、初めてなんだけど……」

　以前はともかく最近は見かけたら即そく〈封印解除シールレリーズ〉というのが一いつ般ぱん的だ。モンスターが侵攻しても、街が襲おそわれることはあるが略りやく奪だつされることはないと分かってきたからだ。

　他に変化があるとすれば、新たなモンスターによって、そのフィールド周辺の生態系が変わるぐらいだ。しかし、それもここのようにほとんどモンスターのいないフィールドの場合、熟練者にとってはむしろ望むべき展開だった。

　サクラがふたりの前へ出て魔法陣に手を添そえる。バチバチと侵入を拒こばむように火花が散った。

「〈リザルターナイン〉、サクラが許可します。〈封印解除シールレリーズ〉」

　魔法陣の紋様が、強く輝かがやき出す。ヒイイイィィィンと音おん叉さが共鳴を起こした時のような澄すんだ音が響ひびいた。

　紋様は、描かれるのを逆再生したかのように、中心に吸い込まれて消えていく。

　数瞬の後、侵入を拒んでいた魔法陣は完全に消失した。

「はい。できたわよ」

「さすが、サクラさんです！」

「い、いや、私じゃなくて、〈リザルターナイン〉の特権ってだけだから……」

〈リザルターナイン〉の特権というのは幾つかある。

　今のように攻略ダンジョンの封印を解く。他にも特別なダンジョンに入る許可を出す。強制的に相手ギルドを解散させるなど、その内容は様々だ。

「そういえば、サクラさんってレベル51ですよね。どういった理由で〈リザルターナイン〉になったんですか？」

　レベル51というのは、この世界では上位に位置するレベルと言える。だが、九位以内というわけではない。現時点で最高レベルは同じく〈リザルターナイン〉であり〈獅子聖サンオブザリオン〉という異名を持つ、レベル68の冒険者だ。

「〈リザルターナイン〉は五大ギルドの長がそれぞれ選ばれていて、で残り四人もそれぞれこの世界で伝説的な実績を残しているはずだからな。そう簡単になることはできないんだけどな」

「商人の元もと締じめとか、伝説を作った冒険者もいますしねー」

「もしかして、譲じよう渡とされたのか？　確か譲渡できたはずだろう。〈リザルターナイン〉の称しよう号ごうは」

〈リザルターナイン〉は権限を多く持っている代わりに忙いそがしくなる者も多い。〈ゴスペルクァイア〉のヒルトがギルドの運営や街の警備等で忙しいように、上手く立ち回らなくてはならない。この世界に諸事情で入れなくなる者がいれば、信用できる別の者に譲渡することができるようになっているのだ。もちろん返上することもでき、そうすれば別の誰かが選ばれることになる。

　しかし、サクラは小さくかぶりを振ふった。

「ううん、選ばれたのよ。理由は……最速でレベル50になったから、ですって」

「最速？　え、あんた、ここに入ってどれぐらいだ？」

「半年前ぐらいだったかな。私としては荷が重すぎる気がしてるんだけど、だったらふさわしくなればいいかなって」

　イチノの顔が引き攣つった。カレンも目を丸くしている。

〈アストラル・イノベーター〉のサービスが始まって三年。つい一年ほど前にレベル50突とつ破ぱ者が出たと話題になった。

　この世界ではレベルはなかなか上がらない。もちろん効率的なレベルの上げ方も冒険者たちによって編み出されている。

　しかし、それでも半年でレベル50というのは破格だった。時間というのは全冒険者にとって平等なリソースだ。それをこの世界の中で最も効率的に使ったということである。

「……そりゃ確かに〈リザルターナイン〉にもなるかもな」

　イチノはそう納なつ得とくする。レベル上げなどやったことはないが、恋れんからレベリングが如何いかに厳しいかという話を聞いているだけに、サクラの努力が垣かい間ま見みえた。

　彼女がこの世界にそれだけ没ぼつ頭とうしたという証でもある。

「ちょっと見直したよ。すごいな」

「な、何言ってんの!?　べ、別に見直されても嬉うれしくなんてないし……！」

　サクラは照れながら、扉を開けて中へと入ってしまう。塔とうが不気味であることなど忘れているかのように。

「あらら、照れ屋さんですねぇ」

「まあいいさ。行くぞ」

　そして、カレンとイチノもサクラに続いて塔へと入った。




　中は赤黒さが不気味ではあったが、思った以上の恐おそろしさはなかった。

　空気が淀よどみ、少し不快感はあるが、それぐらいだ。

「正直、中で内臓みたいなのがビクンビクンしてるかと思ったけど……」

「そう言えば初期にそんなダンジョンあったな……」

　イチノは以前妹と入った巨きよ大だいモンスターの体内というダンジョンを思い出した。

　中はピンク色で、ビクンビクンと蠢うごめくリアルな内臓。触さわればぬめり、そこら中から飛び出す液体。時折襲い来るドロドロの触手。

　これは冒険者たちから『悪あく趣しゆ味みすぎる』と大不評で、あっという間に廃すたれていった。

　イチノの父であり、開発者でもある仁じんは「今度のダンジョンは凄すごいぞ！」と嬉き々きとして語り、不評を聞いて凹へこんでいた。また、妹の恋に「あのダンジョンは生理的に無理。二度とやらない」と言われて、仁は次の日会社を休んだ。

「そんなダンジョンあったんですか？」

　カレンが首を傾かしげて、イチノに尋たずねた。

「ああ、知らないのか。結構昔の話だしな」

「そうですかぁ……」

　そんな話をしつつ、三人は上へと進む。

　途と中ちゆう途中に現れる獣けもの型のモンスターを危なげなく倒たおしていく。イチノが概がい算さんしたところ、推すい奨しようレベルは35だ。レベル51のサクラがいるため、雑魚ざこ敵に苦戦することもない。多少ＨＰが減ってもすぐにカレンが回復する。

「カレンちゃん、お願いっ！」

「はいっ！　回復、いきますよっ！」

　カレンが嬉しそうに回復魔法を使い、それ以上にサクラは楽しそうな顔をして冒険をしている。現時点でイチノの出る幕がなかった。

　なぜ自分が連れて来られたのか、イチノが疑問に思い始めたところで三人は五階へ辿たどり着つく。

　その五階は妙みような構造をしていた。中央に真ん中がくり抜ぬかれた円があり、そこから十字に通路が作られている。その一本が今上ってきた階段に繫つながっていた。通路から足を踏ふみ外せば四階へと真っ逆さまだ。

　四階からも見えていたため、形に関しては三人もすでに把は握あくしていたが、やはり妙な形状だ。

　また十メートルほど上に似たような形状の階があるが、どうやっても上ることはできないだろう。

「つーよりも、階段どこにあるんだよ、この階」

「ぱっと見、見当たらないわね」

「もしかして、ロッククライミング用の装備必ひつ須すか？」

　すると、カレンが通路の奥を指さした。

「あそこにスイッチがありますよ」

　イチノとサクラが少し薄うす目めで遠くを見ると、確かにそこには小さなボタンがあった。

「よく見えたな」

「ええ、あっちの両りよう端たんにもありますね」

　カレンはさらに左と右も指さす。真ん中の円形広場から続いている左右の通路の奥だ。

　確かにそこにも同じ形状のボタンがあった。

「あれ全部押せばいいのか」

「そうみたいね」

　そして、三人はそれぞれの通路へ分かれ、各おの々おのがボタンを押す。

　しかし、それでも何も起こらなかった。何度かスイッチを押してみたが反応はない。

　諦あきらめて、中央の広場へと戻もどってくる。

「ダメね。まったく反応しないわ。バグってるのかしら？」

「絶対にない、とは言わないが、さすがに考えにくいな……」

　この程度の初歩的なバグは、現在のプログラムコンパイラーではありえない──とは父である仁の言葉だ。

　サクラが溜ため息いきを吐つき、カレンも頭を悩なやませている。

「というか、おそらくだけど、三つ同時にボタンを押すんだろ」

「あ、なるほど」

　イチノがそう指し摘てきすると、サクラは納得したように頷うなずいた。

「だから、このダンジョンは三人必要になるんじゃないか？　全部押せばいいってだけだったら、ソロでも行けるだろ」

「そうですそうです。イチノさん、正解です！」

「知ってたなら先に言えよ」

「いえ、あたしもちょっと忘れてしまっていたもので……。すいません」

　にへへ、とカレンは可愛らしく笑った。

　そこでイチノはさらに言げん及きゆうする。

「というか、カレン。お前、ここが三人必要だって、なんでわかった？」

「え？」

「俺たちを誘さそう時に言ったよな？　ここは三人でないとダメだって。事実、同時に押さなきゃいけないとなると、ここは三人必要だ。ここに入ったのは俺たちが初めてなはずだが」

「えーと……。あたし、そんなこと言いましたっけ」

　そこでサクラも顎あごに手を当てて、

「うん、言ったわね」

「うーん。なんででしょう……？　なんとなくそう思ったというか」

「判然としないな」

　イチノは鋭するどい目を向けるが、カレンはどこ吹ふく風だ。

　イチノの目には、噓うそを吐いているようにも見えなかったし、ましてや噓を吐く理由もわからない。

「……ま、別にいいけどな」

　特に噓を吐かれていたところでメリットもデメリットもない。

　気を取り直して、イチノは先を促うながした。

「声だと届きにくい広さだからな。俺が向こうに着いたら、手を上げるからその二秒後にボタンを押してくれ」

「了りよう解かい」

「わかりました、イチノさん！」

　そして、それぞれ三人は持ち場につく。

　全員がボタンに手をかけてから、イチノが手を上げて、その二秒後に三人同時にボタンを押す。

　すると、上の階から平べったい円形の光が降りて来た。

　その円形の光は、広場のくり抜かれた部分にすっぽりと収まる。

「なるほど、こういうことか」

　イチノは独りごちながら、広場へと戻る。

　そして、ふたりが戻ってくる前に円形の光の上へ踏み出す。光だというのに、そこにはしっかりとした足場があった。

　戻ってきたふたりも恐る恐る光の上に乗る。

　すると、三人を乗せた光は、まるでエレベーターのように上へと昇のぼり始め、あっという間に上の階へと到とう達たつした。

　そこから通路の先にまた上へ行くための階段が見える。

「……協力プレイ必須ってことか」

「ん？　イチノ、何か言った？」

「いや、なんでもないよ」

　サクラの何気ない質問に手を振ふって応こたえながら、イチノは階段へ向かった。




　それからも同じように仕し掛かけを解いたり、途と中ちゆうでモンスターと戦ったりして、三人は塔を上っていく。

　そして、三人は最上階へと辿り着いた。そこは円形の広場だ。とても広く、直径だけでも二十メートルはありそうだった。天てん井じようの高さは五メートルほど。今までの階層よりも二倍以上高くなっている。

「ここが最後かな？」

　サクラが誰だれに言うでもなく呟つぶやく。

「そうですね。ここが最上階っぽいです」

　カレンが楽しそうにそれに答えた。

　ふたりは気楽な雰ふん囲い気きだったが、イチノだけは警けい戒かいを怠おこたらない。

「……来るぞ」

　予感する。今までの経験から。

　何かが来る、と。

　イチノがそう呟くと、石を擦こする音と共に、階段への入り口が塞ふさがれた。ボスモンスターから逃にがさないためのよくある仕掛けだ。ダンジョン脱だつ出しゆつアイテム、〈アリアドネの結けつ晶しよう〉も使えなくなった。

　次いで床ゆかに光が浮うかび上がり、それは線をなぞるようにして紋もん様ようを形成していく。

　あっという間に、とても大きな魔ま法ほう陣じんが描えがかれた。

　その中から──溶よう解かいした烏賊いかのような生物が現れる。本体は三メートルほどだが、そこら中から生えている触しよく手しゆが蠢うごめいているためか、それ以上に巨きよ体たいに見えた。触手に混じって、口の横から生えている細い髭ひげのようなものもゆらゆらと揺ゆれている。

　体や触手から溶けている液体が床に落ちると、ジュッと焦こげたような音が響ひびいた。それだけで危険そうな気配が感じ取れるほどだ。

　しかし、何よりも醜しゆう悪あくな姿と、卵が腐くさったような不快な臭においが、戦意を著いちじるしく下げさせた。

　イチノの視界の隅すみに、ランドテンタクルスという名前が表示される。見たこともない未知のモンスターだった。

　できあがったばかりの攻こう略りやくされていないダンジョンというのは、未知がある。

　しかし、その未知はイチノがもっとも警戒しているものでもあった。何しろ、攻こう撃げき方法や行動パターンがわからないのだ。逃げられない以上、それは戦いながら見定めていくしかない。

「…………………………………………」「…………………………………………」

　しかし、未知だの何だのと、それ以前の問題ができていた。

　イチノがちらりと横の少女ふたりを見やると案の定、絶句している。

　ランドテンタクルスの本体がおぞましい口を開ける。纏まとっている溶解液がボタボタと流れ、

〝ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!〟

　口の中から液体を飛ばしてきた。白く、粘ねん着ちやく力のある何か。

　それはカレンにまともに命中した。仰あお向むけに倒れ、その白い液体は固形化し、カレンの体を床へと縫ぬい付けた。

「やだあっ！　もう気持ち悪い！　やだやだやだやだやだやだ！」

　足あ搔がくようにいやいやをするが、その拘こう束そくは外れそうにない。

　恐おそらく一定時間経つと粘度が弱まり、抜ぬけ出せるだろうが、それまでカレンは完全に無防備だ。

　触手の一本が鞭むちのように唸うなりをあげ、カレンへと襲おそいかかる。

「ったく！」

　それに合わせて相そう殺さいをするように剣けんを振る。触手はカレンに届く前に逸そらされて、その勢いを失った。

　イチノはふと自身の剣を見る。武器は溶とかされていなかった。溶解液は床を溶かしているが、武器破は壊かいには繫つながらないらしい。

　その相殺でイチノを敵として認にん識しきしたのか、そのおどろおどろしい目がイチノを見み据すえる。そして、何本もの触しよく手しゆ鞭むちが、視界を覆おおうように襲ってきた。

　イチノは床を蹴けって横へと跳とび、触手を避さけ続けた。次々に飛んでくる触手を体たい捌さばきで躱かわしていく。十本目の触手を避けたところで、絶え間なかった攻撃は一いつ旦たん終わった。

　そこからイチノは攻撃に転じ、蠢うごめく触手の森へと侵しん入にゆうする。

　肉にく薄はくしてから、本体の上部、下部、目を次々に斬きり裂さいた。すべての部位でクリティカルの星が飛ぶ。

「体全部が弱点か！　軟なん体たい型モンスターにはよくあるが……」

　ただ、その弱点を補うかのように、ＨＰが高いことが多い。恐らくこのモンスターもそうであろうと、イチノは当たりを付ける。

　今の攻こう守しゆのやり取りから、イチノの頭の中で検けん索さくが始まった。触手攻こう撃げきと拘こう束そく攻撃をしてくる軟体型モンスター。似たようなモンスターを記き憶おくの中から引き出すことで、どんな攻撃をしてくるのかという推測ができる。類似モンスターの対応法はすべて頭の中に叩たたき込んであった。

　初めて出会うモンスターと、それも強敵と戦う場合、死を覚かく悟ごでまずは戦ってみるのが一番だ。どんな攻撃をしてくるのか、そこで覚えられることは多い。

　しかし、それがイチノにはできない。イチノには、今はデスペナルティが決して許されなかった。

　だから、推測と経験を頼たよりに戦うしかない。

　これは他の冒ぼう険けん者と決けつ闘とうするときと同じように。何度も相手の攻撃を見ていれば、攻撃や防ぼう御ぎよの癖くせは見えてくる。どのようなスキルを持っているのかすら推測は可能だ。相手がセミオートで動いているのならなおさらである。

　イチノは何とか勝てそうだという目算が立った。

（しかし、問題は……）

　イチノの懸けん案あん事じ項こうを実行するかのように、ランドテンタクルスが動く。

　ランドテンタクルスはイチノから視線を外し、体を反転させた。そして、何本もの触手を動かし、叩きつける。

「やだっ、来ないでよ、気持ち悪い！　〈ソニックスラッシュ〉！　〈ソニックスラッシュ〉！　〈ソニックスラッシュ〉！」

　そちらにいたのはサクラだ。触手を小さな盾たてで防ぎつつ、剣の遠えん距きよ離り攻撃スキル〈ソニックスラッシュ〉を連打していた。〈ソニックスラッシュ〉は振った剣けん閃せんから真空刃はを飛ばすスキルだが、間合いを計ったり牽けん制せいしたりするための代しろ物もので、ダメージはたかがしれている。

　サクラは露ろ骨こつに嫌いやそうな顔だった。いつもの楽しそうな笑みがまったく見えない。それよりも嫌けん悪お感かんが大きく勝まさっているのだろう。

（やりにくいな……！）

　イチノはソロでこそ、最大限に力を発揮できる。

　確実な相殺やクリティカル攻撃は、自身をターゲッティングしている敵が動いた時に限定された。しかし、他人を攻撃している姿を見て攻撃パターンを覚えることはできても、攻撃を相殺するタイミングや角度の把は握あくにズレが生じやすく、攻撃するべきタイミングも摑つかみ辛づらかった。

　その上、爆ばく発はつ系のアイテムなどは人を巻き込むこともあり、息を合わせなければ設置もできない。

　それは言うなれば演算の齟そ齬ごだ。チーム戦となると、どうしてもボスモンスターが常にターゲットしてくれなくなるため、攻こう勢せいに転じる安全なタイミングがわからなくなる。

　毎度のことだが、イチノは一いち撃げきまともに喰らっただけで死ぬ。故ゆえに石橋はこれでもかとばかりに叩いて渡わたる必要があった。

　サクラとカレンを、ターゲッティングさせないセーフティスペースもない。下の階層に下ろそうにも、入り口は塞がっている。このボスを倒たおさない限り、出入り口は何をやっても開かないだろう。破壊するには爆発系のアイテムが必ひつ須すで、幾いくつ必要になるかもわからない。

「くっ！」

　サクラは苦く悶もんの声をあげる。触手の攻撃を喰くらったようだった。ＨＰは大きくは減っていないだろうが、厳しい戦いを予感させる程度のダメージだったことが、眉まゆ根ねを寄せた難しい表情から窺うかがえる。ダンジョンの推すい奨しようレベルが35といえど、それは五人以上のチームを組んでの話だ。ソロでとなると、計算ではレベルは倍の70は必要になる。

（不確定要素が多すぎる）

　最近は特にソロで戦うことが多かったために、対応が後手後手になった。

〝クシャアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！〟

　再び、ランドテンタクルスがターゲットを変える。視線の先は未いまだに粘着液に囚とらわれて動けないカレンだ。

　その触手がカレンを狙ねらい撃うつ。カレンには防御手段がない。イチノは離はなれすぎていて、その攻撃を相殺できなかった。

「カレンちゃんッ！」

　それを見てサクラが咄とつ嗟さに動く。かばうようにして、ランドテンタクルスとカレンの間に割って入った。当然、触手はサクラに当たる。防御態勢は……整っていない。

　そこで──サクラにとっては『予想外』、イチノにとっては『ここでか』という事態が発生した。

　衝しよう撃げきを受けてサクラの鎧よろいが──砕くだけ散ちった。

「きゃああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　サクラの肌はだが露ろ出しゆつする。インナーを着込んでいるため、全ぜん裸らというわけではないが、それでも女子は羞しゆう恥ち心しんに支配される瞬しゆん間かんだ。ただサクラが咄嗟に隠かくした部位は胸ではなく、背中の左側辺りだった。

　そこにはうっすらと傷きず痕あとが見える。この世界の中でつけられた傷ではない。現実での古傷と思われた。

「み、見ないでよぉっ！」

「眺ながめる余よ裕ゆうなんかあるか、くそ……！　だから、見られても自じ業ごう自得だって言ったんだ……！」

　サクラの装備する鎧は、非常に性能の高い鎧だ。軽装でありつつも高い防御値を誇ほこり、あらゆる魔ま法ほうのダメージを軽減する。

　ただし……壊こわれやすい。

　金を払はらえば直せるとは言え、こうして戦せん闘とう中に破壊されれば一転ピンチとなる。もはやサクラの防御力は紙に等しい。

　とはいえ、鎧の犠ぎ牲せいは無む駄だにはならなかった。

「拘束解けました！　サクラさん、すぐに回復します！　〈キュア〉！」

　粘着液がようやく消え失うせる。カレンが立ち上がり、すぐにサクラへと回復魔法を使用した。緑色の癒いやしの光がサクラのＨＰを回復させていく。サクラはホッと安心したように一息吐ついた。

　だが、どちらにしろこの戦いは、じり貧ひんだ。恐らくはＤＰＳ時間当たりダメージが足りていない。

　今までの経験と類似モンスターを参考にすれば、このランドテンタクルスのＨＰは少なく見積もっても24万。サクラとカレンのＨＰとＳＰは聞いていないためわからないが、極きよく端たんに多いということはあるまい。レベルを考えれば、恐らく残りＨＰ約４万でふたりが詰むことまでイチノは計算した。

（限界まで戦い抜いて、ふたりを見捨てれば楽だ）

　イチノひとりであれば問題はない。４万まで減らしてもらうまでには、ランドテンタクルスの行動パターン他、すべてのデータを収集して丸まる裸はだかにできるだろう。ＨＰが減っているのならば倒すのも簡単だ。ふたりを使い捨てれば、すべては上手うまくいく。

　しかし──。

「できるわけないよな、そんなことは……！」

　イチノはその考えを鼻で笑って捨てた。まるで愚ぐの骨こつ頂ちようだと言わんばかりに。

　ならば、どうする。答えは簡単だ。

　即そく席せきで、チームを組めばいい。

　イチノは急いで、ギルドに所属していた時の戦い方を記憶の中から呼び起こす。

「おい、右から攻せめろ！」

　そして、サクラに命令を出した。

　しかし──。

「そ、そんな余裕ないんですけどっ！」

　サクラはランドテンタクルスの攻こう撃げきを、盾で受けるのに精せい一いつ杯ぱいとなっていた。インナーだけというのは、つまり何も装備をしていないということだ。一撃がどれほどになるのか、想像がつくだけに必死にもなる。

「……ったく。まさか、ひばりさんのアイテムを使うことになるとはな」

　イチノは、アイテム袋ぶくろから指輪を取り出した。今日、ひばりから受け取った実験アイテム、〈グラッジリング　Ｖｅｒ１．41〉だ。

　装備すると、ＨＰとＳＰの最大値が確かに半分になった。

　しかし、効果は覿てき面めんだったようだ。ランドテンタクルスはサクラへの攻撃を止やめ、イチノへと恨うらみがましい視線を向けた。常にモンスターに恨みを買うという効果が正しく発揮されている。

「カレン！　〈バイタルプロバイド〉は使えるな？」

「はいっ！　大だい丈じよう夫ぶです」

　ランドテンタクルスが口を開き、白はく濁だく液を吐いた。イチノは剣けんを振ふるって、それを相そう殺さい。

　そして、サクラに向かって叫さけんだ。

「そいつの攻撃は俺が全部受け止める！　だから、お前は防御なんて気にせずに攻撃していけ！　見た目が嫌なら目を瞑つぶってオート戦闘でもいい！」

「で、でも……！」

　サクラもランドテンタクルスのターゲットがイチノに向いたのは理解できる。だが、かと言って絶対にサクラに攻撃が向かないというわけではない。何よりもイチノだけを囮おとりにすることに躊躇ためらいを感じたのか、サクラは心配そうな顔をしていた。

「一本でもお前に通したら、土下座でも何でもしてやる！　このままじゃやられるぞ！　俺は──死ぬわけにはいかないんだ！」

　イチノは必死の形相で訴うつたえる。

　まるで、ここでの死が現実での死に直結するかのように。

「お前たちだって死なせてたまるものか！　だから、生き延びるために俺を信じてくれ！」

　遊びではないのだというように絶ぜつ叫きようする。

　イチノの必死の訴えに、サクラの瞳ひとみに強い意志の光が灯ともる。嫌悪感と羞恥心で消えかけていた活力と笑顔が少しずつ戻もどってきた。

「……わかったわよ！　でも、攻こう撃げき喰くらったら、ホントに土下座してもらうから！」

「イチノさん、指示を！」

「上等！　あんたは俺の合図に合わせて攻撃！　カレンはあいつの守備力にデバフ弱化かけて、俺の合図で〈バイタルプロバイド〉だ！」

「「了りよう解かい！」」

　ランドテンタクルスが触しよく手しゆを振り回してくる。軌き道どうや当たり判定が剣や槍やりとは違ちがうため、普ふ段だんとは勝手が違うが──すぐに身体からだを慣らして、相殺を開始した。一本一本丁てい寧ねいに、ひとつずつ触手の動きを止めていく。

　触手はただの一本すらイチノの身体に届かない。

「いけッ！」

　その合図に、サクラが動く。

　サクラが蒼あおき剣けん閃せんを虚こ空くうに描えがき、それはランドテンタクルスの胴どう体たいを切きり裂さいた。

　その衝撃にランドテンタクルスが三メートルほど後ろへと弾はじき飛ばされる。

「……さすがに言うだけはある攻撃力だな」

　イチノはその攻撃力に感心していた。

　強力な攻撃を食らうと、モンスターはノックバックする後方にのけぞる。クリティカル攻撃になっているということもあるだろうが、相当高いダメージを叩たたき出さないと発生しないのだ。

　ノックバックから回復したランドテンタクルスが触手を振り回して暴れ回る。

　それはイチノをターゲッティングしたわけでも、サクラをターゲッティングしたわけでもない。周囲すべてを攻撃する、今までとは勝手の違う触手攻撃。

　その攻撃判定がサクラへと的中しそうになる──だが、それをイチノの剣が撥はね除のけた。サクラには擦かすってすらいない。

「あ、ありがと……」

「礼はいい！　まだ戦闘中だ！」

　ランドテンタクルスが苛いらつくように触手をイチノへと上から振り下ろす。

　当然、そのすべてを相殺していくが──。

「イチノさんっ！」

　カレンが警告するかのように叫ぶ。

　イチノの視界の隅すみに、何かがあった。

　仔し細さいはわからない。だが、イチノはそれを攻撃判定のある何かと判断した。

　脳内が高速で思考を纏まとめていく。

　回かい避ひ不可能。相殺不可能。逸そらし不可能。ダメージ予測──死。

　ランドテンタクルスの攻撃が、イチノの背中に襲おそいかかる。

　イチノは、覚かく悟ごを決めたように目を見開いた。

「はぁッ!!」

　ランドテンタクルスの口から生えていた長い髭が伸のび、イチノの背後へと突つき刺ささろうとして──イチノの身体を紅あかいエフェクトが包み、それが壁かべのようになって、その髭ひげは弾かれた。

　それは、イチノがひとつしかないスキルスロットに唯ゆい一いつ入れているスキル──。

「〈アストラル・ガード〉だ！」

　カレンがそのスキルの名前を叫ぶ。

「〈アストラル・ガード〉って確か……」

「ええ、相手の攻撃が自分の身体に当たった瞬間に、防ぼう御ぎよに思考を集中することで、ありとあらゆる攻撃のダメージを無効化するスキルです。格ゲーで言えばブロッキングですね」

「スキルそのものは知ってるけど、狙ねらって出せるものだったっけ？」

「あたしには無理ですけど、イチノさんはできるみたいですね。それにイチノさんの場合、〈アストラル・ガード〉は、かなり使い放題じゃないですか？　一度発生させる毎ごとに、レベルの数値分だけＳＰを消費しますから、普通はあまり使えないですけど」

「そっか、イチノはレベル１だから……！」

「ええ、初期ＳＰは18ありますから、十八回はダメージを無効化できます。この〈アストラル・ガード〉は緊きん急きゆう用の防御スキルだから、ここぞという時に使うものなんですけどね。イチノさん、凄すごいです」

　元々ネットでは言われていたのだ。

　レベル１で〈アストラル・ガード〉のスキルを使えば、相当頑がん丈じような壁役──無敵の防御役タンクになれるのではないかと。

　だが、その成立には困難が伴ともなった。

　確かに攻撃が当たる瞬間に、防御を意識すれば〈アストラル・ガード〉は発動する。

　しかし、攻撃の当たる瞬間──システム的に、それは16フレーム。

〈アストラル・イノベーター〉は、秒間２４０フレームで動くシステム描画が更新される。つまり〈アストラル・ガード〉における防御受付時間の16フレームとは、約０．０６秒の世界でのみ許される防御方法。

　そもそも狙って出せるものではない。それが曲がりなりにもできるのは、特定のプレイヤーに限られた。その上、タイミングを１フレームでも誤れば防御力もＨＰも足りないレベル１は一いち撃げきで死ぬ。

　だから無敵の防御役タンクなど、机き上じようの空論でしかなかった。

　ところが。

　イチノはそれを確実に発動させるところまで昇しよう華かしたことで、机上の空論を無敵の防御として確立させたのだ。

「そこ！　くっちゃべってないで動け！　あと、俺のＳＰは呪のろいの装備で半分になってるからな！　九回〈アストラル・ガード〉を使ったら、〈バイタルプロバイド〉を使って俺のＳＰを回復してくれよ！」

〈バイタルプロバイド〉は、自身のＳＰを他の人に提供する魔ま法ほうだった。プリーストはそのほとんどがフォローのために覚える。もっとも妹のレナは使わなかったが。

「呪いの装備？」

「それはいいから！」

「は、はいっ、お任せを！」

　イチノの目に、脳内に、勝ち筋が朧おぼろ気げに見えてくる。

　あとは、それに従って動くだけだった。




「〈シャドウストライド〉！」

　サクラはランドテンタクルスに向かって、剣を突き出して突とつ進しんする。

　突進の威い力りよくも相あい俟まってか、ランドテンタクルスは今までよりも大きくノックバックした。これで七十五回目だ。サクラは完全にダメージディーラーとなっていた。

　明らかにモンスターの息いき遣づかいも荒あらくなっている。終局が近いことをイチノは予感した。

「ギャアアッ！」

　触手と髭の同時攻撃がイチノを逃にがさぬように狙い撃うつ。

　触手の方は剣で相殺。髭の方は、〈アストラル・ガード〉で防御。

　ＳＰが枯こ渇かつする。これで合計二十四回目の枯渇だ。〈アストラル・ガード〉が使えなければ、イチノは一撃で死んでしまう。

　だが、今は回復手段がある。

「イチノさん！」

　カレンが杖つえを振るうと、カレンからイチノへと光が繫つながり、その光の糸の周囲に白い光が舞まった。それは〈バイタルプロバイド〉を使ったときのＳＰ回復の光だ。

　瞬またたく間まにイチノのＳＰが全快する。

「ナイスタイミング、カレン！　さあ、もう一度、攻こう撃げきッ！」

　再びイチノは合図をする。

　その合図と同時に、サクラはゆらりと剣を構えた。

「よくもよくも、こんな気持ち悪いモンスターを……！」

　理り不ふ尽じんな怒いかりと共に繰くり出される。

「〈風精剣ゼフィランサス〉！」

　サクラの持つスキルが発動した。

　蒼き剣けん閃せんがランドテンタクルスへ襲いかかる。

　左切上、右みぎ薙なぎ、袈け裟さ切り、右薙、逆風、そして、唐から竹たけ──息をも吐つかせぬ六連撃。斬きる毎ごとに花が舞い、サクラの周囲を回る。
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　モーションの終わったその隙すきを衝ついて、ランドテンタクルスの触手が振るわれる。

　しかし、その触手はイチノが弾く前に、花に弾かれた。それは防御判定を持つ花だ。

　六連撃とモーション後の花による防御。

〈風ふう精せい剣けんゼフィランサス〉を持つ者が使用可能な、オリジナルのスキルだ。

「もう一回！　〈風精剣ゼフィランサス〉！」

　再び、蒼あおき剣閃が舞う。そんな彼女の姿は、〈アドベントフェアリー〉と言われるだけはある。剣のエフェクトと相まって、それは妖よう精せいが踊おどっている様さまを思わせた。

　そして、何よりもイチノの目を惹ひいたのは、その表情だった。

　快活に、楽しそうに、彼女は笑う。

　この戦いを──いや、冒ぼう険けん自体をサクラは全力で楽しんでいるように見えた。

　そんなサクラを見て、イチノの剣を握にぎる手に力がこもる。

　そして、持ち場を離はなれて触しよく手しゆの蠢うごめく中へと侵しん入にゆうした。

「はああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　襲いかかる無数の触手をすべて斬り払はらい、ランドテンタクルスへの道を切り開き、肉にく薄はくする。そして、勢いのままその身体からだに剣を突き立てた。空気を切きり裂さくような音と煌きらめく星。

　貫つらぬかれたランドテンタクルスの身体から夥おびただしい量の体液が飛び散る。

　そして──。

〝グアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!〟

　地の底から響ひびいてきたかのような不気味な悲鳴。その断だん末まつ魔まが尽つきると、ランドテンタクルスは動かなくなった。そして、その身体からアイテムがドロップする。

「ふぅ……」

　戦せん闘とうが終わると、サクラは剣を納めて一息吐いた。同じようにイチノも演算していた頭を休めるかのように首を回す。

　そんなイチノをサクラは不思議そうな目で見た。

「イチノ、なんでラストの一撃を？」

「……あと一撃で倒たおせることがわかってたからな」

　ただ、それ以上にサクラを見て体が自然に動いたことの方が大きい。自分でも理由は判然としていなかったが、珍めずらしく感情が昂たかぶった気がした。

「ホントに？」

「それ以外の何があるんだよ」

　そして、イチノはこの話はもう終わりだとほのめかすように床ゆかにドロップしていたアイテムを見る。歪いびつな球形の黒い石だった。

〈アクティベーション・メテオリット〉という名めい称しようで、赤い星がマークのようにくっついている。

「キーアイテムか……？」

　キーアイテム。それは、クエストに必要となるアイテムだ。その証として、赤い星がアイテムに表示される。

「カレン。お前が欲しかったものってこれじゃないか？」

　床に転がるアイテムを指さし、カレンに言う。カレンはそれを手に取って、アイテムをしげしげと眺ながめた。

「……これ、だったかな？」

　カレンは訝いぶかしげな顔をする。

「俺が知るかよ……。奥の宝物庫、開けさせてもらうぞ。欲しいものがあったら、報ほう酬しゆうとしてもらうけど、それぐらいいいよな？」

「あ、はーい。もちろんです。行きましょう」

　イチノたちは奥にあった扉とびらを開き、宝物庫の中へと入った。

　宝箱を端はしからひとつずつ開けていく。

「大したものはないか……」

　回復アイテム、武器、アクセサリー。それなりのアイテムが入っていたが、イチノにとって有益なものは無い。

　期待していない顔のまま、最後の宝箱を開ける。

「えっ……」

　イチノの目が、見開かれた。

　その箱の中に入っているのは、歪な欠片かけらだ。

　イチノにとっては見覚えのある──そして、求めていたもの。

　呼吸が自然と止まる。

　震ふるえる指でアイテムを手に取り、アイテム名を確かめた。

　名称、〈ＳＴ００３〉。

　それは、求めていた、恋の《メモリーフラグメント》だった。

「……お、おお、おおおおぉぉぉぉぉっ！　よっっっしゃあああああああああっ！」

　イチノが叫さけぶ。今までにないほど大声で。そして、拳こぶしを握り込み、天に掲かかげる。

　まさか、こんな場所で不意に見つかるなんて思ってもいなかった。

　今まで手に入れた二個の《メモリーフラグメント》は、様々な情報を駆く使しして、ようやくその所在に辿たどり着つけたというのに。

　何という偶ぐう然ぜん。まったくの予想外。イチノからすれば天文学的な確率と言えた。

「あんたもそんな喜ぶことがあるのね」

　目を丸くしたサクラにそう指し摘てきされ、イチノはばつが悪そうに頭を搔かく。

　そんなイチノを見て、サクラとカレンは小さく笑った。




　宝物庫から広場に戻もどると、ランドテンタクルスの身体が消えていた。

　しかし、イチノは背筋に悪お寒かんが走った。長年の勘かんが危険だと告げている。

「ねえ、そのアイテムなんだけど──」

　サクラが気楽にイチノへと尋たずねた瞬しゆん間かん、室内の弛し緩かんした空気が一変する。

「サクラさんっ！」

　カレンが上を向いて叫ぶ。

　ランドテンタクルスが生きていた。そして、天てん井じように張り付いて身を潜ひそめていたのだ。

　サクラに向かってその触手を振ふり下ろす。

　あの触手が当たれば、間ま違ちがいなくサクラのＨＰは０になるだろう。

　──倒したはずのモンスターが生きていた。

　──油断したところに攻撃を加えようとしている。

　それは妹が消えた時の情景を、鮮せん烈れつに思い起こさせた。

「────！」

　あの時のように、もう油断はしていない。

　だからこそ、すぐに動けた。収めていない剣を構える。

　サクラに向かうランドテンタクルスの攻撃を相そう殺さいするように空に向かって、イチノは剣を振るった。

　触手は逸そらされ、見当違いのところへ飛んでいく。

「あん時とは違うんだ……！」

　妹の時の教訓から学び、そして、植え付けられたトラウマが体を動かす。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　空気を震ふるわせる咆ほう哮こう一いつ閃せん。

　イチノの剣が、ランドテンタクルスの目を突つき刺さす。

　クリティカルの煌きらめきを飛ばして、ランドテンタクルスは再び動かなくなった。そして、その身体を薄うすくし、消える。今度こそ、本当に倒したのだ。

　そして、今回は守り切れた。モンスターの魔まの手てから。

　だが──。

「え……。お、おい……？」

　サクラの身体は、そんなイチノの努力も虚むなしく。

　まるで世界から消えるように、その存在を消していた。




　　　　▽　▽　▽　▽




　カレンに別れを告げて、急いで弌イチノはソウルアウトした。

　すぐにウェアラブルコンピューターを使って、以前、ホームページを教えた時と同じようにプレイヤーリストの中からサクラを捜さがす。

　今度はメールではなく、ボイスチャットを申し込んだ。この眼鏡めがね型のウェアラブルコンピューターにはマイクもスピーカーも付いている。

　このように現実でもコミュニケーションが取りやすいように〈アストラル・イノベーター〉は作られているが、当然迷めい惑わく行こう為いは開発会社に通報される。

　ボイスチャットも、相手が承しよう認にんしなければ断られるだけだ。

　それでも、弌はじめは待った。サクラが出ることを。

　しかし、なかなか繫つながらない。焦しよう燥そう感かんばかりが募つのる。

　妹の時とは違う。それは頭の中でもわかっている。

　しかし、それでもあの時と同じなのでは？　という考えが頭から消えなかった。

　そして、呼び出し音が不意に鳴り止やんだ。

『も、もしもし……イ、イチノ？』

　スピーカーから小さな声が弌の耳に届く。

〈アストラル・イノベーター〉で聞いていたサクラの声ではない。プレイヤーは声もカスタマイズできるため、現実とは違うということも往々にしてある。

「ああ、そうだ。イチノだ。生きてるんだな？」

『あ、当たり前、でしょ……？　な、何言ってんの……？』

「はぁ～～～～～～……。なら、よかった……」

　サクラが出たことで、弌は心の底からホッとしたように大きく息を吐ついた。

『な、何でそんな……し、死んだみたいな反応、なの、よ』

「……いや、まあ、別に」

『だ、大だい丈じよう夫ぶよ。その、今日ちょっと用事があって、設定時間に自動でソウルアウトするようにしてたの忘れてたの……。し、心配かけてごめんね。アラーム鳴ってたんだけどね。あ、あと少しで終わると思ってたから……』

「別に心配なんかじゃない」

『じ、じゃあ、何よ』

「確認だよ」

　弌は恥はずかしそうに誤ご魔ま化かす。だが、通話先のサクラにはバレているらしい。

　小さな笑い声がスピーカーから流れていた。

『そ、そういうことにしておいてあげる……』

「なんだ、そりゃ」

『あ、つ、通話ついでに……今日〈アストラル・ガード〉使ったでしょ？　あ、あれのコツを教えてよ』

　そんなマイペースなサクラに今度は弌が「くふっ……！」と吹ふき出す。

『な、何？　い、今の笑うとこ？』

「い、いや、なんでもない。マイペースというか、貪どん欲よくというか」

　死んだのかもしれないと真しん剣けんに考えていたのに、そのギャップに思わず笑ってしまった。

「わかったよ、今送る」

『ん。あ、ありがと……そ、それじゃね』

　そう言って、ボイスチャットは切れた。

　弌は、前回と同じようにホームページのアドレスをメールで送る。

　さすがに、今日はもうソウルインする気にはなれなかった。

　そして、ふと気付く。

　こんな風に笑ったのは、いつ以来だろう、と。




　　　　◇　◇　◇




　疲つかれていたのか、弌はこの日の朝、起きることができず〈アストラル・イノベーター〉に一度もソウルインせずに登校した。

　生活リズムが崩くずれていることに少し焦燥感を覚え始める。

「……どう考えても、あいつやカレンが原因だよな」

　珍めずらしく疲れたように独り言を呟つぶやいた。

「眠ねむそうだな、野の上がみ」

　そこにクラスメイトの佐さ藤とうが弌の机にやってきて、心配そうに声をかける。

「よく寝ねたはずなんだけどな」

「まあ、自律神経弱ってんじゃねーか？　お前も日ひ比び野のさんみたいに、きっちりとした生活心がけろよ」

　隣となりの席に座っていた日比野は、いきなり自分の話題が出たことにビクリとしてこちらを向く。

「わ、私……別に、そんな……」

　震えながら怯おびえる日比野を見て、弌は罪悪感を抱いだいた。

「悪いな、日比野。いきなり。佐藤も謝っとけよ」

「あはは、ごめんごめん。委員長」

　そんな話をして、クラスメイトは自分の席へと戻っていく。

　それで話は終わり……なのだが、日比野はまだ弌を見ていた。その目つきは、知り合いと似た者を見るような、どこか見定めるようなものだ。

「……どうかした？」

「あ、その……………………な、なんでも……ない。ご、ごめんね……」

　弌がそう尋ねると、日比野はすぐに視線を落とす。

　だが、まだチラチラと弌の方を横目で見てきた。弌としては意味がわからない。

　もう一度視線を合わすと、日比野はビクリとして慌あわてて姿勢を正す。

　そして、諦あきらめたようにスマートフォンを取り出してそちらに集中した。

　そこで、またしてもその画面が弌の目に映る。今回も〈アストラル・イノベーター〉の攻こう略りやくサイトだ。

　そのサイトを見て、弌は目を丸くした。

　偶然だろうと、心に言い聞かせる。

　日比野が見ていたサイトはかなり上級者用のサイトだ。〈アストラル・ガード〉のスキルのタイミングを取るコツや、その運用方法が詳くわしく記き載さいされている。弌も昔はよく見ていたサイトだ。

　しかし、問題はそこではない。

　このサイトもまた、昨日サクラに請こわれて教えたサイトだった。

　ボイスチャットした時の声をふと思い返すと、今の日比野の声と似ているような気がしてくる。しかし、それはあまりにも偶ぐう然ぜんが過ぎる、気のせいだろうと弌は考え直した。

　そもそも、弌の頭の中で日比野とサクラがまったく繫がらない。

　ずけずけと物を言うサクラと、内気で男子の苦手な日比野が同一人物など、と心の中で一いつ笑しように付した。

「あー、おはようございます。皆みなさん。席について下さい」

　本ほん鈴れいと同時に入ってきた教師が、すぐに授業を開始する。

　弌はあり得ないと断じて、始まった授業に集中した。




　国語、数Ⅰ、移動教室となる選せん択たく科目の音楽と続いて四時間目、体育。

　弌は第三校舎の視し聴ちよう覚かく室から第一校舎の教室へと戻るために走っていた。

　学校は広く四時間は体育となっているため、移動と着き替がえをすると休み時間はないに等しい。

　普ふ段だんであれば走る必要はないのだが、この日の弌は運悪く音楽の教科担当教師から準備室へ機材の返へん却きやくを申しつけられ、その分遅おくれてしまっていた。

　そのため、普段使わない道を走っていた。第二校舎の裏側の道だ。校舎と崖がけ崩くずれ防止コンクリート塀べいで挟はさまれた狭せまい道で、第一校舎までの近道ではある。

　しかし、雨水を通すための溝みぞが剝むき出だしで、経費削さく減げんのためか芝しばは荒あれ放ほう題だいだ。放置されて衛生的に汚きたないこともあり、この道を使う者は稀まれにしかいない。ここ数年で学校の校舎は近代的に生まれ変わりつつあるが、こういう目立たない部分は旧きゆう態たい依い然ぜんのままだ。

　その道自体はまともに走れないため、弌は高さが二メートルほどある崖崩れ防止コンクリート塀によじ登り、その上を走る。こちらはまだ走りやすかった。その上、第一校舎まで続いており、コンクリートの上からジャンプすれば二階の開いている窓から校舎内に入ることも可能だ。

　これなら間に合う、と弌が思っていたその時──。

　弌の視界に目を疑うような光景が入ってくる。

　下にある狭い道の方で、ひとりの女子生徒が……着替えをしていた。

　そんな目を疑うような事態に、弌の足は反射的に止まってしまう。

　そして、思い出す。友人の話を。

「前の時間が音楽の時、着替えに遅れた女子はあの道で着替えるらしい」

　という、根も葉もない……はずだった噂うわさ。

　着替えは教室で行われるが、女子の次に男子と順番が決まっている。

　ただ、女子が着替え時間に遅れた場合、男子の着替えが終わった後に着替える方が普ふ通つうだ。仮に授業に遅れようとも、教室で着替える方を選ぶ。

　もし、仮にこんな場所で着替えて授業に間に合う方を選択する者がいるとすれば、それは過か剰じようなほどに真ま面じ目めな生徒ぐらいだろう。

　事実、その女子は委員長を務めるほど真面目な──クラスメイトの日比野だった。

　マズい悪い見ちゃいけないという真っ当な意見が弌の頭の中を踊おどるが、その意思とは裏腹にその場から動くことができない。制服を脱ぬぎ、白の下着姿となった日比野のスタイルは、あまりにも扇せん情じよう的で芸術的で目が離はなせなかった。

（着やせするタイプなんだな……）

　と弌が思うぐらいに、制服の時からは想像できないほど、その胸は大きい。

　弌が真っ先に連想したのはメロンだった。

　そして、弌はまったく別のことに気付く。

　背中に、大きめの傷。

　腰こしから背中の中央へ、あまり目立たない薄うすく引かれた傷だ。

　それを弌は、以前にも見た。

〈アストラル・イノベーター〉の中で、ガリアスタワー攻略時、サクラがカレンをかばって攻こう撃げきを喰らい、その鎧よろいが破は壊かいされた時に。

　それと、まったく同じ傷だった。

『私も身体からだをトレースしてリアルと同じ設定にしてるけど、見られたらちょっとなーって思うし』

　それはサクラが言っていたことだ。

　教えたサイトをスマートフォンで見ていたこと。

　その上に、この傷きず痕あと。

　性格からはまったく想像もできないが──。

　日比野とサクラが、同一人物であると弌は確信を持った。

「……だれ!?」

　弌の動どう揺ようの気配を感じたのか、日比野が振ふり向むく。

「えっ、野上、くん……？」

　そして、弌の姿をその瞳ひとみに写し──胸むな元もとを隠かくして固まった。

　身体が固まっているのに視線が定まっておらず、頰ほおを紅潮させて慌てている。その瞳にはうっすらと涙なみだが溜たまりつつあった。

「あ……う、あ……あ、あ……」

「ご、ごめん！　マジで！　い、いや、わ、わざとじゃ……！」

　弌の頭は完全に混乱していた。

　普段であれば、冷静に対処法を考え実じつ践せんに移すはずが、今までとはカテゴリーの違ちがうトラブルに頭が働かない。

　そんな中で浮うかんだ発想は『安心をさせるべき』だった。

「お、俺、イチノだから！　ただ、偶然通りがかっただけで何もする気はないから……！」

　一歩踏ふみ出し塀の縁ふちに足をかけながら、絞しぼり出すように声を出す。

　イチノと明かしたところで日比野が何を安心できるのかはわからなかったが、ただの隣に座るクラスメイトの弌というよりかは、まだ〈アストラル・イノベーター〉で付き合いのあるイチノの方がいいという判断を下しただけだった。

　この場を上手く収めるスマートな方法が思いつかなかっただけである。

「い……イチノ……？」

　少し落ち着いたのか、日比野は弌を見上げた。

　その表情を見て、弌がほっと一息吐つき気が緩ゆるみ……チャイムが鳴なり響ひびく。

「あ、授業──」

　弌は今までにない体験に慌てていたのか、いつものように足を動かした。ここが塀の上だということも忘れて。その弾はずみでコンクリートから足を踏み外してしまう。

「うわっ！」

　その身体がずるりと落ちた。後ろのコンクリートを蹴けって方向修正し、まともにぶつかるのを避さけようとしたが、それでも無理だった。

　弌の身体が日比野の上に落下する──そこで日比野は避けるどころか、落下する弌の身体に向かって手を伸のばした。右手は襟えり首くびを摑つかみ、左手は弌の右みぎ腕うでを摑む。そして、落下する勢いを利用して弌を投げ飛ばした。変則的な背負い投げだ。

　投げられつつも弌は、手を出すタイミングのよさや無む駄だのない動きに一いつ瞬しゆん見とれ──ドスンと鈍にぶい音と共に地面へと叩たたきつけられた。

「ああっ！　や、やっちゃった……！」

　我に返ったかのように、叩きつけた張本人が素すっ頓とん狂きような声をあげる。

「だ、だいじょうぶ……!?　野上くん……!?」

　衝しよう撃げきで意識がぼんやりする中──。

「の、野上くん……！　ご、ごめんなさい！　し、死んじゃ駄だ目め─────っ！」

　下着のまま日比野が立ち上がってオロオロとしている姿は、サクラとは似ても似つかなかった。




　弌は保健室で土下座していた。

　日比野はベッドの縁に座っており、床ゆかで頭を下げている弌を見て居い心地ごこちが悪そうにしている。すでに彼女は制服を着込んでいた。

「あ、あの、野上くん……。も、もういいから……」

「いや、本当に、ごめん」

「だ、だって、あんなところで着替えてた私も悪いし……。そ、それに投げ飛ばしちゃって……」

「とはいえ、すぐに声をかけず眺ながめちゃったのは確かで」

　先さき程ほどからふたりはこんな様子だった。

　ふたりして謝り通しで、休んだ体育の授業も終わりの時間が近づいている。

　ふたりの傷を手当てした保険医はすでにいないため、誰だれも止める者がいなかった。

「ほ、本当に、気にしないでね……？　じ、事故だから……。せ、背中とか痛くない？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ」

　まったく痛そうな素そ振ぶりを見せていないが、実はまだ少し痛い。だが、弌は日比野が罪悪感を抱いだかないよう、気合いで我が慢まんしていた。

「あと、このお詫わびはいつかする。それで許して欲しい」

「ゆ、許すもなにも、最初から怒おこってないから……」

　それでようやく弌は安あん堵どする。肩かたの荷にを下ろしたかのように。

　それこそ学校生活の終しゆう了りようまで想像していたかのような溜ため息いきを深々と吐いた。

　妹を助けるまでは学校などいつ辞やめてもいいとは思っているが、女子を襲おそったせいで辞めさせられた、では両親に申し訳がたたない。母親は今は恋に付つき添そっているのだからなおさらである。

　しかし、弌の心は未いまだに落ち着いていなかった。

　下ろした肩の荷は、半分だけ。もう半分、残っている。

　その見えない肩の荷が日比野も気になるようで、弌をチラチラと見ていた。

　日比野が恐おそる恐る声を出す。

「……あの、野上くん……イチノって、ホントに？」

「あ、ああ。そうだ。昨日、マシューに絡からまれた後、一いつ緒しよにガリアスタワーに行った。これで証明にならないか？」

「あ……う、うん……。そっか。よ、鎧が壊こわれて傷が、み、見えちゃってたね……。それでわかった、の？」

「あとは教えたサイト、次の日にスマホで見てただろ。それでだよ」

「……み、見てたの？」

「み、見えちゃっただけだ！　自分の網もう膜まくにしか見えないようにしてない方も悪いだろ。指し摘てきしようかどうか迷ったけど、セキュリティ意識薄すぎだぞ……いや、見た方も悪いけど……。すまん」

「あ、そ、そうなんだ……。あ、それなら私が、その……悪いよね……」

　日比野はそれで納なつ得とくしたような様子だった。

　しかし、弌の頭の中では未だに日比野とサクラが繫つながらない。あまりにも性格が違いすぎる。

「野上くんって……イチノと、印象違う、ね？」

「あんたが言うのか!?」

　反射的に弌は指摘する。

「ひぅ……！」

　それに怯おびえる日比野。サクラであれば、「はぁ!?」ぐらい返してくるだろうと思っていた弌は先程から調子が狂くるいっぱなしだ。

「ま、まあ、なんだ。偶ぐう然ぜんだな」

「そ、そう、だね……」

　デジタルの世界で知り合った人が、よもやいつもの教室で隣となりの席に座る人だとは思わないだろう。

　ふたりの間に、ようやく弛し緩かんした空気が流れ始める。

　これでイチノの肩の荷はすべて下りた。いい加減、教室に戻もどろうかと思い始めていたが、日比野はまだ落ち着かない。

　何かを喋しやべろうとして、躊躇ためらっている様子だった。

　しばらく経たって、意を決したように日比野が口を開く。

「の、野上くん。き、聞いていいかどうか、わかんないんだけど……。い、妹さんって今、どうしてるの……？　ち、中学三年生だったよね……」

　その言葉に、弌の顔が強こわ張ばった。

　弌に妹がいることは、クラスでも知るものは少ない。何らかの話題で兄弟姉妹の話になった時に、いることを伝えた程度だ。

　ただ、少なくとも弌は日比野にもサクラにも、妹のことは言っていない。いや、キョウが洩もらしたから知ったのかもしれないが、それでこんな質問をするのは不自然だ。

「なんで、あいつのことを知ってるんだ……？」

「え、ええ？　あれ……？　し、知らないかな？　私の妹、日比野有あり咲さって言うんだけど……」

　その名前を出されて、ひとりの女の子を思い出す。

　弌の家にもよく来ていた少女だった。恋は「有咲ちゃん」と呼んでいたから、名字の方は知らなかった。

　しかし、言われてみるとその少女と日比野の面おも影かげが重なる。

「あんたの妹だったのか……」

「う、うん……。な、何回か私の家にも、恋ちゃんは遊びに来てたよ……。クラスも同じだったみたい……。み、名字を聞いてなかったから、ほんの数日前まで野上くんの妹さんって、し、知らなかったけど……。の、野上くんも……知らなかったんだね」

　それもまた衝撃の事実だった。

　妹同士もまた知り合いとは。

　むしろ、そこまでの縁があって、しかも隣の席だというのに、なぜ当事者たちに縁がなかったのか弌は不思議に思う。

　そこから日比野は──本題に入った。

「そして、恋ちゃんは三ヶ月前から来なくなった……。有咲は、すごい悲しがってたんだ……。家庭の事情って話だったけど……」

　弌の心臓がドクンと跳はね上がる。

　恋の意識が戻らず、冷凍睡眠コールドスリープに入ったのは三ヶ月前だ。現在は母親の実家近くの病院に移っている。そんな恋の状態は世間には秘ひ匿とくされていた。

「の、野上くんは……三ヶ月前に、ギルドを脱だつ退たいしたんだよね？　それと同時に妹さんが来なくなった……」

　ギルド脱退情報やソウルイン情報は調べようと思えば調べられる。

　ずっとソロで人と話さないような冒ぼう険けん者であれば別だが、弌や恋は名物兄妹きようだいとして名を馳はせていたこともある。相手の名前さえ覚えていれば、オフライン専用の情報連れん絡らく掲けい示じ板ばんを検けん索さくすれば一発だろう。

「それが、どうしたんだ……？」

　なぜそんな話を振ふってきたのか、弌は意図がわからず僅わずかに警けい戒かいする。

「……前から気になってた……。君は自分にも相手にも、ゲーム内の死に対して、敏びん感かんすぎる……。シュプリームリザードに私がやられた時も、ランドテンタクルスと戦った時も……」

　サクラがやられそうになった時、危険を冒おかしてそれを守った。

　ランドテンタクルスと戦った時も、死に対して過か敏びんだった。

「気のせいだ。俺はＰＫプレイヤーキラーしてくる連中に気を遣つかったことはない。何度も何度も倒たおしてる」

　しかし、イチノはそう反論する。

　ただ──モンスターにやられそうになる姿を見ると、どうしても妹のことを強制的に想起させられるのは確かだった。内に眠ねむる衝しよう動どうが抑おさえきれなくなるのだ。

「……でも……、私がやられた後は……特に凄すごい取り乱しようで……」

　弌は、少しずつ内臓が萎しぼんでいくような錯さつ覚かくをする。

　ひた隠かくしにしていた事実が、明かされていく。それが弌の心に正体不明の不安をもたらした。だから、発した言葉は普ふ段だんに比べて冷たかったかもしれない。

「だから、なんだ？」

「……そ、それにあのアイテム。私も持ってたからわかるけど……何の効果もないよね？　でも、野上くんはそれを必死に集めてる……。それも仲間に頼たよらず、ソロで……」

「あんたには、関係ない……！」

　弌は突つき放はなす。

　この話はここで切り上げるべきだ。理性はそう言っている。

　それでも動けない。

　秘密をずっと秘密にしておくというのは、存外エネルギーを使うものだ。

　それが長ければ、そのストレスは少しずつ少しずつ気付かないうちに溜たまっていく。

　ひとりだけでも、共有できる仲間がいれば──と思ったことがないわけではないのだ。

　ギルドの仲間には故ゆえあって明かすことができず、弌はひとり妹を救うために悩なやみを抱かかえて精神を摩ま耗もうさせ、笑顔を失っていった。

　だから仁の部下である栗くり林ばやしも、度たび々たび弌の身を心配し忠告もしている。

〈アストラル・イノベーター〉では最強とも目される実力を持ち、頼りにもされているが、現実ではただのいち高校生。

　命を抱えるには、まだまだ青かった。

　日比野が弌に怯えてこの話を切り上げるか、あるいは怒いかりで反発心を含ふくんだ言葉でも返してくれれば、まだ口は開かずにすんだかもしれない。

　だが──。

「い、妹さんが来なくなったことに、関係あるんじゃないの……？　た、確かに私には関係ないかもだけど……も、もし、力になれることがあれば……言ってね」

　日比野が見せたのは、優しさと強固な純じゆん粋すいさだ。

「……なんで、そんなに妹のことを気にするんだよ？」

「……恋ちゃん、知らない仲じゃないから……。それに、野上くん……イチノが気になるから」

「………」

「恋ちゃんからは、野上くんのプレイヤーネームも名前も聞いてなかったけど……彼女が話すお兄さんの姿は、凄く楽しそうで……私のイメージではずっと笑顔だった。恋ちゃんは言ってた。『すっごく楽しそうにしてて、こっちも楽しくなっちゃうんだ！』って……。でも、今まで私が見てきたイチノはまったく違ちがう……。すごく淡たん々たんと面白くなさそうに、でも、命を削けずってる感じがしたから……」

「……だから？」

「元々、き、気になってたの……なんで楽しくないのかって……。楽しそうじゃないのに、なんでこんなにストイックで、命を守るのに必死なんだろうって。その理由を、知りたかった。今は、その理由を取り除きたかった……。わ、私は恋ちゃんから聞いたお兄さんと……い、いつか、一緒に冒険をしてみたかったから……！」

　そう語る日比野の瞳ひとみは、とても眩まぶしく、そして強い意志を灯ともしている。

　それを見て、ようやく弌の中で重なった。

　性格は違う、顔も違う、髪かみ型がたも違う。

　しかし、瞳だけはまったく同じだった。

　クラス委員長の日比野と〈アストラル・イノベーター〉の冒険者サクラは。

「………」

　弌の中で込み上げてくるものがある。

　不安だった日々に同情されて。

　力になりたいとまで言われて。

　情けないはずなのに、嬉うれしかった。

　そして、同時にもう誤ご魔ま化かせない、とも……。

　妹のデータが分割されてから、すでに三ヶ月。しかし、ここ数日の弌の行動に、ある変化が起きていた。

　それがサクラだ。

　遅ち々ちとして進まなかった《メモリーフラグメント》捜索が、サクラと出会ってから、すでにふたつも見つかった。まるで幸運の女神が味方をしているかのように。

　それが理由というわけではないが、イチノはサクラのことを少なからず信用していた。なんだかんだ難なん癖くせをつけてくるが、それが自身の信念に基もとづくものであろうことは理解できるし、ランドテンタクルスと戦った時もイチノのことを信用して背中を預けてくれた。

　楽しそうに冒険をするサクラに尊敬の念すら抱いだいていた。すでに楽しみよりも、使命感の方が上回っているイチノにとって、その姿はあまりにも眩しかった。なぜそこまで彼女に好感を抱いているのか、自分の中では判然としなかったが……。

　それでも、信用したかった。

　それに妹の知り合いならば、〈アストラル・イノベーター〉のサクラであれば大だい丈じよう夫ぶだろう。

　弌の中に辛かろうじて残った冷静な部分が、そんな判断を下した。

「……今から言うことは絶対に他言無用だ」

　そして、弌は訥とつ々とつと日比野に語った。

　恋の人格データが八分割されたこと。それが原因でソウルアウトできなくなっていること。

　八分割されたデータは《メモリーフラグメント》として〈アストラル・イノベーター〉の中に散らばっていること。

　それを探していることや、ひとつはチュートリアルダンジョンにあるとわかっていることもだ。

　さらに、それを公表できないことも。目立つ真似まねすらできないことも。

「ひどい……」

　日比野はそんな感想を洩らす。

　普段はとても大人しくビクビクしている少女は今、目に怒りを宿らせているのだ。

「じゃあ……イチノがゲームの死に怯おびえているのは、恋ちゃんがプレイヤーとして倒された後に戻ってこなかったから？」

「……違う」

　口ではそういうものの、実際のところ、それもある。

　サクラが消えた時などはまさに既き視し感かんを抱いたのだから。

　しかし、それだけではないのも確かだった。

「俺が死ねないのはアイテムの消失を防ぐためだ。倒された時、デスペナルティが発生して、ランダムでアイテムを落とすだろう。その時に《メモリーフラグメント》が選せん択たくされたら、もう二度と入手できなくなるかもしれない」

「そ、それだったら……アイテムボックスに入れるとか、預けるとか……」

〈アストラル・イノベーター〉のアイテム数は膨ぼう大だいだ。だが、プレイヤーが持てる数にも限りがある。

　そのために、使わないが取っておきたいアイテムなどはアイテムボックスに入れる、あるいは預かり所に預けるなどの措そ置ちを取る。

「あ、もしかしてキーアイテム……？」

　気付いたように日比野が尋たずねた。弌は小さく頷うなずく。

「だから、預けることができない」

　冒険中、イベントをこなすためにキーアイテムを持たされることがあるのだ。バインドアイテムとも言われることがある。

　ある人物が封ふう書しよを届けてきて欲しいという依い頼らいをしてきた時に持たされる封書、こういったものがキーアイテムに当たる。要はイベントをクリアするための重要アイテムだ。

　このキーアイテムは預けることができない。ただし、捨てることは可能となっている。

　捨てることが可能なのは、依頼やイベントを放ほう棄きするという意味合いを持っているからだ。そのキーアイテムを捨てる、あるいは決けつ闘とうなどで奪われると依頼を放棄したことになり、イベントは進まなくなる。

　八分割された《メモリーフラグメント》は何の因果か、そのキーアイテムの扱あつかいとなっていた。

　イチノが死んだ場合、その《メモリーフラグメント》は絶対ではないが、消失する可能性を持っている。

　つまり、イチノはその身に妹の命を抱えているようなものだ。

　死ねば現実の自分自身は大丈夫でも、恋の命の保証がない。

「そんな、ことが……」

　日比野は弌の重い話に心を痛めているようだった。

　本来楽しむべきはずのゲーム。

　プレイヤーは全員がゲームを楽しんでいるはずなのに。

　弌だけ──イチノだけルールを違たがえている。

　楽しめるわけがない。

　自分のゲーム内での死が近しい人の現実での死に直結していたら……。

　しかし、それでも……イチノは戦っている。

　心を折らず、決して止まらず、愚ぐ直ちよくに、妹を救うために。

「……決めた」

　日比野が小さく呟つぶやく。

「なんだ？」

「協力、する……。あんまり目立たないように……、イチノ」

「……サクラ」

　お互たがいのプレイヤーネームを呼び合う。

　戦友を、呼び合うかのように。

「あ……。初めて、名前、呼んでくれたね……？」

「え……そうだったか？」

「そう、だよ。ずっとあんたとか、おい、とか、お前だった……」

　そして、改めて日比野は弌に向き直る。

「く、腐くさっても……〈リザルターナイン〉だし……。少しは……役に立てると思う、から」

　その申し出は、弌にとって嬉しかった。

　しかし、同時に申し訳なさもある。

「……だ、だけど、それは、悪い……」

「イチノの……邪じや魔まはしない……。そ、それとなく人に聞いて……手に入れたら、すぐに渡わたす……」

「………」

「信用、して……？　君には……絶対に、協力者が必要だと、思うから……。ううん、君がダメだって言っても……私は勝手にやる。恋ちゃんのために……」

　頑がん強きような意志を見せる日比野に、弌は溜ため息いきを吐ついた。

「……ホントに、とんでもない女に目を付けられたもんだ」

「……？　何か言った？」

「独り言だ。まあ、なんだ……。その、頼たよりにしてる」

　弌は日比野から顔を逸そらして、ぶっきらぼうに言う。

　そんな様子に、日比野は本心ではないと思ったのか、クスッと小さく笑った。

　しかし、すぐに子供の悪戯いたずらを叱しかる母親のように、表情を険しくする。

「で、でも……だからって……チートはよくない、と思う……」

「いや、だからチートじゃないっての！」

　その後も弁明したが、日比野は決して考えを改めようとしなかった。







　■第三章







　日ひ比び野のに秘密を明かしてから、弌はじめは帰宅した。

　すぐにソウルインするべく、ウェアラブルコンピューターにインストールした〈アストラル・イノベーター〉を起動する。

　しかし、ソウルイン前にメールの着信音が部屋の中に響ひびいた。

「なんだ？　父さんから？」

　タイトルは無題だった。開いて、本文を見る。




『バルバレッド洞どう窟くつ最深部に《メモリーフラグメント》有り。すまないが、頼む』




　簡素な文面。

　しかし、父の執しゆう念ねんが伝わってくるかのようだった。

　検けん索さく不可の中、何万億というファイルの中から特定の一ワードを発見するなど、砂さ漠ばくに紛まぎれた一ひと粒つぶの砂金を見つけるに等しい。それを誇ほこるでもなく、仁じんは淡たん々たんと告げてきたのだ。

　俄が然ぜん、弌の目的意識が燃え上がった。

『任せてくれ』

　弌もメールを音声入力し、簡単に返信する。

　そして、椅い子すに座り、身体からだを固定するベルトを締しめた。

「ソウル・アクセス」

　告げる。

　音声認識により、ウェアラブルコンピューターの機構が動作音を微かすかに鳴らし始めた。

　ＬＥＤが紋もん様ようのように、光る。

　一分間、等とう間かん隔かくに点てん滅めつすると、ＬＥＤの光量が薄うすくなった。

　弌の身体は力が抜ぬけたように、椅子の背にもたれかかる。

　デジタイズは完かん了りようし、弌の意識は〈アストラル・イノベーター〉の中へと向かった。




　　　　▽　▽　▽　▽




　目ま蓋ぶたを開く。そこは雲雀ひばり工こう房ぼうでいつも使っている寝しん室しつだ。

　ダンジョンを攻こう略りやくするための装備を整え、階下へと下りる。

　作業台ではひばりが作業をしており、食事処は夕方だというのに盛り上がっていた。その様子は、まるで酒盛りだ。

　ひばり自身は未成年のために店でアルコールを扱あつかうことはできないが、現実での年ねん齢れいが二十歳はたち以上だと酒を扱うことも飲むこともでき、仮想空間でありながら酔よいに近い感覚を得られる。そのため、割と人気があった。

　ただ、話によれば酔いの感覚は厳密にはやはり違ちがうということだ。一度は、味や酔いなどほぼ完かん璧ぺきな再現が成されたらしいが、酒類業界から「商売あがったりだ！」と脅おどしや泣きが入ったことで『現実とは少し違う』というのが、この世界でのスタンダードとなった。

「あら、イチノさん。おかえりなさいませ」

「ただいま。まあ、すぐ出で掛かけるけど」

「そうなんですか？　サクラさんが呼んでますけど」

「え？」

「ありがたいことに、うちを拠きよ点てんにしてもらえるようです。イチノさんに協力するから必要なんですって」

　言葉を行動で示したということだろう。

　拠点をイチノと同じ場所に移したということは、本気で協力するという意味だ。

「イチノさんが来たら部屋に来てほしいって伝言を頼まれました。部屋はイチノさんの隣となりですよ」

　イチノは二階の寝室エリアへと戻もどり、そして、隣の部屋の扉とびらを開ける。

　部屋の中にサクラはいた。ほぼ下着同然のインナー姿で。ガリアスタワーの中でも見たが、黄金比で創られたような体つきで、確かに現実の日比野と同じだ。

「い、イチノ!?　きゃああああああああああバカあああああああああああああああ！」

　サクラはすぐに胸を手で隠かくし、すぐ傍そばにあった花か瓶びんを投げてくる。

　現実と反応が違いすぎるだろ、とイチノは花瓶をキャッチしながら心底思った。




　サクラと日比野が同一人物という事実が、イチノの中で再び揺ゆらいでいた。

「まったく。学校で覗のぞいて、こっちでも覗くなんて……！」

「す、すまん……。いや、でも、わざとじゃない！　装備を替かえる時ぐらい、部屋に鍵かぎかけてくれよ。常識だろ！」

「そっちがノックすれば済むことじゃない！」

　悲鳴をあげられてからイチノはすぐに扉を閉めた。しかし、それで下着姿が脳内から消えたわけではない。

　サクラが着き替がえを終えて改めて部屋の中へ入ると説教が待っていた。一通り言い終えて気が晴れたのか、今は不ふ機き嫌げんなだけだ。

「……ホントに日比野なんだよな？」

「学校でちゃんと言ったでしょ」

「性格違いすぎだろ……」

　二重人格の疑ぎ惑わくを抱いだきかねないぐらいだった。

「イチノだって、学校と同じじゃないでしょ。こっちじゃ、なーんか、すましてるし」

「あんたほどの違いはないよ」

　そこでサクラは諦あきらめたように溜息を吐ついた。

「……まあ、確かに鍵をかけなかった私にも落ち度はあるわ。この話はこれで終わりにしましょ。で、今日はどこに行くの？」

「ついてくる気か？」

「手伝うって言ったんだから当然でしょ」

　平然と言い放つ。

「私は言ったことを曲げるつもりはないわ。で、どこに行くの？」

　弌は諦めたかのように、ダンジョンの名前を口にする。

「……バルバレッド洞窟最深部だ」

　その名を聞いて、サクラは我が意を得たりと頰ほおを緩ゆるませた。

「だったらなおさら私の力が必要でしょ。バルバレッド洞窟最深部なんて、まだ誰だれも辿たどり着ついてないじゃない。レベル１のソロで行くなんて狂きよう気きの沙さ汰たよ」

「他のプレイヤーの情報からすれば、狂気の沙汰なんて言われるような難易度じゃない。あそこはただ面めん倒どうなだけだ。それに実入りも少なそうだって話だしな」

「……そりゃ、イチノはそうかもしれないけど。でも、明日あしたまでに攻略できるのかしら？」

「む……」

　バルバレッド洞窟。

　上層部、中層部、下層部に分かれた超ちよう大型ダンジョン。異世界の侵しん略りやく拠きよ点てんダンジョンではなく、この世界に元からあったとされる洞窟だ。サクラが述べた通り、未いまだに制せい覇はした者はいない。

　難易度や煩わずらわしさもさることながら、問題は──。

「知ってると思うけど、閉じるのは明日よ。複数で攻略した方が絶対いいわ」

　期間限定という条件があることだ。

　ダンジョンがあるのは万年冬──いわゆる永久凍とう土どのフィールドで、今の時期に一ヶ月の間だけ、雪解けして入り口が開く。

　このダンジョンが攻略されていないのは、大した益にならないからだ。大したアイテムが落ちているわけでもないし、モンスターも苦戦させられる割には得られる経験値も少ない。

　ダンジョンの初制覇者としての多少の恩おん恵けいはあるだろうが、中ちゆう途と半はん端ぱなレベルでは攻略は遅ち々ちとして進まない。さりとて〈リザルターナイン〉やその他の高レベル冒ぼう険けん者にとっては攻略するメリットがない。

　新しいダンジョンは世界中でポップしていることもあり、初制覇者の恩恵と言ってもたかがしれている。様々な観点から嫌きらわれているのだ。このダンジョンは。

　新しい情報が入るなり、洞窟内のデータが変わるなりすれば、冒険者が集まるのかもしれないが、現時点でここに入る者はほぼ皆かい無むである。

「最深部にあるんでしょ？　ここを逃のがせば、手に入るのは一年後になるわよ」

　そこにあるのは、仁からの情報によれば《メモリーフラグメント》。

　逃すなど許されない。

　入り口が閉じないように改造してもらうことも考えたが、おそらくクラッカーの定めたルールに反するだろう。

　だが、一年後まで待つなど言語道断だ。

　確実に攻略するためには、やはり協力者が必要となる。

「……わかった。多少は当てにする」

「素す直なおでよろしい」

　こうして、イチノとサクラは協力してダンジョンに挑いどむことになった。




　永久凍土のフィールドにそのまま行くと、すぐに凍とう死し状態となる。

　体感的には身体が震ふるえるほど寒くなるわけではない。ちょっとクーラーの効きすぎた喫きつ茶さ店てんに入った程度の感覚だ。

　しかし、ステータスは著いちじるしく低下する。満足に動くことができなくなり、ＨＰも時間と共に減っていくため、すぐに０となってしまうのだ。ましてやイチノはレベル１でＨＰが少ないこともあって、十秒もいれば死ぬ。

　イチノはそのための装備を自身のアイテムボックスから取り出してきたが、サクラはそうではない。

「永久凍土なんて行く予定なかったから、〈フリーズブレイカー〉なんて今、手元にないんだけど」

〈フリーズブレイカー〉は防寒用の装備アイテムで、永久凍土のフィールドに必ひつ須すとなる指輪型のアクセサリーだ。これを装備すれば凍死することがなくなり、氷属性の魔ま法ほうによるダメージも軽減される。

「というわけで、ひばりさん。余ってた材料を渡わたしますんで作って下さい」

　イチノとサクラは作業場に下りて、ひばりに事情を話し、作業台に素材となるアイテムを置いた。サクラは素材も持っていなかったため、こちらもイチノが立て替かえるということで話はついている。

「ふーん……」

　いつもなら二つ返事で引き受けるはずのひばりが、訝いぶかしげな目をイチノに向けた。少しばかり頰が膨ふくれている。

「な、なんですか？」

「女の子のためにアイテムを作らせるんだ、って思っただけですよ。わたしには作ってくれたことないですよねー」

「い、いやだってひばりさん、欲しいものなんて大体自分で作れるじゃないですか！」

「……まあ、いいですけど。それでサクラさん。どんなデザインにします？」

「あ、できればこの装備に合うように……」

　ひばりとサクラは、イチノをそっちのけでデザインについて話し始めた。

　それも終わって、ひばりがアイテムクリエイトを始めるとあっという間に〈フリーズブレイカー〉ができあがる。指輪型のアクセサリーで、花の意い匠しようを凝こらしていた。レベルの高いアルケミストはこうして造形にもこだわることができるのだ。頭の中のイメージがそのまま形になるとイチノは聞いている。

「はい、イチノさん。新品アクセサリーよ」

　そう言って指輪を手て渡わたされた。

「向こうに直接渡してくれよ……」

「素材を渡してきたのはイチノさんなんだから、依い頼らい者に渡すのが筋でしょう？」

　ひばりは几き帳ちよう面めんというか、こういうところで妙みように真ま面じ目めだ。これも彼女の人ひと柄がらによるものだと、イチノも理解している。

「まあいいか。こうすれば多少は足しになるだろうし」

　イチノはサクラの手を取って、その指輪を右手の指にはめ込んだ。システムでアシストされ、ピタリとサクラの薬指に収まる。

「な……」
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「あ……」

　そんな自然なイチノの行動に、サクラとひばりは呆ほうけた表情となった。

「な、何？」

「い、イチノさん……？　今、な、なんでサクラさんに自分で指輪嵌はめたの？」

「え、システムであるじゃないですか。新品のアクセサリーを異性につけてもらうと装備品の効果が一日アップするって。ダメなんですか？」

「も、もう！　ど、鈍どん物ぶつなんだから……！　お、女の子が男の子に指輪を嵌めてもらうって行こう為いがどういう意味を持つのかってことを──」

　ひばりは珍めずらしく顔を赤くして怒おこり、説教を始めた。

『新品のアクセサリーを異性につけてもらうと装備品の効果が一日アップ』

　この世界では有名な仕様だ。プレゼントをした時の、ちょっとしたおまけのようなもので、遊び心の一種である。

　ただし、このシステムを実行するのは仲のよい友人同士か、あるいは恋こい人びと同士に限られているということも冒険者たちにはよく知られていた。いわば婚こん約やく指輪を元にしたシステムなのだから。

「いや、別に他意はなかったし！　効果が上がるなら、その方がいいじゃん！　それに攻こう略りやく終わったら用無しだし。終わったら外すだろ？」

　イチノは助けを求めるようにサクラに水を向ける。

　サクラは機き嫌げんが悪そうに腕うでを組んでふんぞり返った。

「そ、そりゃそうよ。せっかくの装備スロットがもったいないし？　攻こう略りやくする時しか着けないっていうか──」

「ほら、ひばりさん。だから、そういう意味じゃないんだって」

「む────────……」

　どう言い訳してもひばりの機嫌は直らない。

　結局、機嫌を直すのにひばりにも今度アイテムを作るからということで決着した。







　仄ほの暗ぐらい闇やみの中に、蒼あおき剣けん閃せんが躍おどる。

「グアッ」「ギエッ」「グワアッ！」

　次いでモンスターの断だん末まつ魔まが洞どう窟くつの中で木霊こだました。断末魔と共に倒れたモンスターの体が薄うすくなっていく。

　サクラは動きを止めずに剣を水平に薙ないで、目の前にいる多数のモンスターへとさらに斬きり込んでいった。斬られたモンスターたちは先さき程ほどと似たような叫びを上げて消える。

　そして、残ったのは静せい寂じやくだ。すでにモンスターの息いき遣づかいはひとつとして聞こえない。

　サクラは一息吐ついて、イチノに向かって誇ほこらしげな顔を向けた。

「ま、こんなもんですよ」

「そりゃ、あんたのレベルならな……」

　イチノはそう言いつつも内心で感かん嘆たんしていた。

　ここのモンスターたちは狡ずる賢がしこい人工知能ＡＩが積まれており、歴戦の冒険者でもひとつ間ま違ちがえたら全ぜん滅めつする恐おそれすらある。

　だが、サクラはそれを力で、あっという間にねじ伏ふせた。

《オリジンウェポン》の力もあるだろう。しかし、何よりもプレイングスキルが以前に比べてシャープになっている。動きに無む駄だがなく、最適な行動を選せん択たくし続けていた。

「もしかして、俺が教えたサイトの実じつ践せんをしてるのか？」

「まあね。イチノみたいには無理だけど意識はしてる。弱点狙ねらいとか、相手の行動パターンとか」

　不敵に笑う。それを見てイチノは、「次は負けないわよ」という意志を感じ取った。

「ほら。私を連れてきてよかったでしょ？」

「ま、多少はそうだな」

　事実、ふたりはすでに上層部を抜ぬけ、中層部へと来ていた。

　四時間ほどかかってはいるが、これはこれまでの情報から照らし合わせれば、凄すさまじい攻略速度と言えた。

「素直なのはいいことよ」

　サクラは楽しそうに笑う。

　しかし、今だけではない。サクラは冒ぼう険けん中は、いつであれ楽しそうにしていた。

　モンスターと戦っている時は真しん剣けんで、しかし、その戦いに心躍らせている様子で。

　ダンジョンの中を歩いているだけでも、何が起こるのかわくわくしている様子で。

　彼女はいつでもポジティブなのだ。

「お前さ、本当に楽しそうにしてるよな」

　思わず口を衝ついて出た言葉は、自分でも意外なものだった。他人に興味などないのに、思わず聞いてしまっていた。咄とつ嗟さに口を押さえたが、言った言葉は取り消せない。

「楽しいわよ、すっごく。イチノは……楽しくないの？」

「楽しかったよ、昔は。今は妹のことで手て一いつ杯ぱいだからな」

「……そっか」

　イチノも心躍る瞬間はある。

　しかし、常に恋れんのことが脳のう裏りを去来し、浮うかれる気になれない。

　ある種、戒いましめのようなものだった。

「さ、行くぞ」

　イチノが進むのを見て、サクラもそれを追いかける。

「さっきの答えだけど」

　サクラが歩きながら口を開いた。

「私がこの世界を楽しいと思えるのは、この世界は平等だからよ」

「……平等？」

「そう、平等。努力が、平等な世界だから」

　サクラが、聞いてもらえる？　と顔に書いたように、イチノを見つめる。

　イチノは逡しゆん巡じゆんしながらも頷うなずいた。

「私、男の人が苦手だったの。ううん、今でもそうなんだけど。特に現実では……」

　サクラにそんなイメージは微み塵じんもない。

　ただ、現実での日比野は確かに男おとこ嫌ぎらいというか、男を苦手としている印象があった。

「それを克こく服ふくするために武道を始めたの。親の薦すすめでね。剣けん道どうと空手と合気道と柔じゆう道どう」

「マジかよ……」

　あの気弱でいつもビクビクしている日比野が、胴どう着ぎを纏まとい畳たたみの上で拳こぶしを突ついたり、蹴けりを放ったり、竹刀しないを振ふったりしている姿を想像できない。

「強かったのか？」

「強かったわよ。同世代には試合で負けたことないし」

　あの日比野がばったばったと相手を倒たおす絵え面づらも浮かびにくかった。

　しかし、下着姿の日比野を見て弌が塀へいから落ちた時のことを思い返してみれば、落ちる弌を摑つかんで背負い投げをするなど、熟練者でないと無理だろう。

「幸か不幸か、私には才能があった。誰だれもが褒ほめてくれたし、私に期待してくれた。でも、肝かん心じんの男の人が苦手っていうのは変わらなくて……」

　サクラの憂うれう顔が、日比野と被かぶる。常に申し訳なさそうな、日比野の顔と。

「小学校の時に、空手の大会でまた一位になった時……男の子が言ってきたの。『女が強いわけねー、調子乗るな！』って」

「またえらく心の狭せまい男子だな。で、どうしたんだ？」

「試合をすることになってね。師し範はんも立ち会わずに野試合を……」

「……勝ったのか」

「うん。その男の子もね、すごく努力してたし、強かった。でも、私はまったく寄せ付けずに完勝しちゃって。今だったらもっとやりようがあったなーって思うんだけどね」

　サクラは戻もどらない時間に思いを馳はせるように少し俯うつむいた。

「その男の子が『この化け物チート女が！』って言って泣いちゃって……」

　周りが理解できないほどの才能や能力を持つ人物のことをチートと言うことがある。ズルをしているとしか思えないような相手に対する揶や揄ゆのようなものだ。

　以前、イチノはヒルトに「チートみたいな強さですね。チーティッシュって言うのかしら？」と言われたことがある。彼女の場合、褒め言葉としてだったが、言わんとしていることはそれと似たようなものだ。

　しかし、その話が霞かすむように、サクラは続けてとんでもないことを明かした。

「それで周りの男の子たちも逆上しちゃって、私は全員からリンチされたんだ」

「え……!?」

「囲まれて殴なぐられたり蹴られたりね。試合じゃないから手を出していいかどうか、わからなくてされるがままになってた。で、試合をした男の子に突き飛ばされた場所に、運悪く割れた木があって。そこに背中を打ち付けた時に──」

「……それが、あの傷か」

「うん……。結構、血が出ちゃって、その時着てた胴着はもうダメになっちゃった」

　そこまで目立たなかったし、薄くなってはいたが、傷きず痕あとは消えてはいなかった。

　幼少期で痕が残ると知った時の失望は想像に難かたくない。

「結局、男の子たちは逃にげちゃって……。まあ、その後も色々あったんだけど、私は大会とかに出るのをやめたの。今でも道場には行ってるけど、表おもて舞ぶ台たいには出なくなった。で、男の子のことがもっと苦手になった。周りの男子はよそよそしくなったしね」

「男を好きになれる要素がまるでないな」

「まったくね」

　サクラが諦あきらめたように溜ため息いきを吐つく。

「まー、それですっかり男に近づかなくなって久しくなってた時に、友達に紹しよう介かいされたのがこの〈アストラル・イノベーター〉だったの」

「リアルと、何か違ちがったか？」

「それが平等、よ。すべてにおいて平等なこの世界は、とても楽しかった。男も女もない。男が戦いで女に負けても普ふ通つうだし、女が手芸や料理で男よりも劣おとってても普通だし。私みたいに化け物みたいな才能なんて持ってても、ここではまったく意味を成さない。努力した分だけ、平等に報むくわれる世界だから……好きなの」

　サクラは淡たん々たんと語る。

「男だから、女のくせに……そんな言葉をこの世界で聞いたことがないわ。もちろん、女を演じている男の人や男を演じている女の人もいるんでしょうけど、それでも私はこの世界だと男の人と自然に接することができるしね。のめり込むまで大して時間はかからなかったわ」

　そして、サクラは満足そうに一息吐く。話は終わったというように。

「……なんで、そんな話をしてくれたんだ？」

　イチノが少々訝いぶかしげな顔をして尋たずねる。

「イチノが妹さんのことを話してくれたから。これも、平等ってやつかな？　貸し借りはナシにしたいの」

　そう言いつつも、彼女もまた自身の抱かかえる悩なやみを聞いて欲しかったのかもしれない。その表情はどこか晴れやかだ。

「さて。そろそろモンスターが出てくるんじゃない？　イチノは下がってて」

　言われたように、モンスターたちが出てきて立たち塞ふさがってくる。

　そして、サクラは地を蹴ってモンスターたちへ力強く駆かけていった。







　サクラとイチノは順調にダンジョンを攻略していった。

　大したアイテムも得られず、経験値も少なかったが、サクラは何ひとつ文句を言わない。

　彼女は活いき活きと、自分から冒険を楽しんでいた。

　そして、ついに中層部の奥までやってくる。すでに道は一本道となっており、後は奥へと進むだけだ。

　四人も入れば窮きゆう屈くつになりそうな狭い道を歩きながらサクラがイチノへ顔を向ける。

「後はここのボスを倒すだけかしら？」

「おそらくは、な」

　ボスモンスターを倒せば、下層部へと進むことができるだろう。他の大型ダンジョンと同じだ。

「……なんか聞こえる？」

　歩いていると、妙みような音が耳じ朶だに触ふれる。

　イチノはすぐに気配を感じ取った。サクラもうっすらと感じ取ったのか、眉まゆ根ねを寄せている。

「戦いの音だ」

　剣けん戟げき、爆ばく音おん。殊こと更さら戦せん闘とう中の音はわかりやすい。

「まさか、こんな場所を他に攻こう略りやくしてるやつがいるなんてな！」

　イチノとサクラは、踏ふみ出す足を速める。

　乾かわいた足音を響ひびかせて奥へ進むと、広い空間へと出た。その場所は円えん錐すい状になっており、一番高いところは十メートルほど。縦横の広さはまるでサッカーのコートが二面作れそうなほど広い。

　そこでは、全長三メートルほどの巨きよ大だいな鎧よろい武者が、その体格に見合った刀を振り回していた。横に斬きりつけ、斜ななめに斬りつけ、その風切り音はとても鋭するどい。さらに刃は毀こぼれを気にしていないのか、縦に斬りつけると床ゆかに当たり、岩の床が削けずられている。砕くだけ散ちった小さな破は片へんが周囲に飛び散っていた。

　その鎧武者と相対しているのは、小さな少女。法ほう衣えを着込み、フレイルの杖つえを持ったプリースト──カレンだった。

「カレンちゃん!?」

　意外な人物に、サクラが素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　しかし、カレンはサクラとイチノを一いち瞥べつするだけで再び鎧武者に向き直った。こちらに注目する余力はないらしい。

　イチノも不思議に思っていたが、その疑問を吹ふき飛ばしてまずはカレンへと駆け寄った。

「はッ！」

　鎧武者──アーマーブシという腰こし砕くだけしそうな名前のモンスターから繰くり出される鋭い剣閃に、イチノは自身の武器を振るって命中させる。攻こう撃げきは相そう殺さいされ、アーマーブシは新たにしゃしゃり出てきた敵を警けい戒かいするように後ろへと跳とんで距きよ離りを取った。

「イチノさんに、サクラさん!?　どうして、こんなところに」

「そう言いたいのもわかるが、こっちの台詞せりふでもあるぞ。なんでいる」

「ダンジョン攻略のために決まってるじゃないですか」

「……そりゃ、そうか」

　それにしたって出会う確率が高すぎる。偶ぐう然ぜんでは片付けられない数字だ。

　しかし、今はそんな謎なぞを追究している状じよう況きようではない。

「で、助すけ太刀だちは必要か？」

　冒ぼう険けん者が敵と戦っている時に割り込むのは、〈アストラル・イノベーター〉では忌き避ひされない。

　誰にもデメリットがないからだ。ドロップアイテムは各人に割り当てられるし、ひとりあたりの経験値が減ったりすることもない。

　また、最後の一いち撃げきだけ攻撃に参加して、多大な経験値を得る、といったような真似まねをしても経験値がすべて貰もらえるわけでもない。あくまで均等に、平等に、公平に、様々な行動を計算して取得する経験値ははじき出されている。

　故ゆえに誰しも助勢は望むところであった。

「はいっ！　お願いします、イチノさん、サクラさん！」

　カレンも嬉うれしそうに頷うなずく。時折、イチノのように助勢を嫌いやがる者もいるが、取とり越こし苦ぐ労ろうだったようだ。

「くらえっ！　〈デッドスタッブ〉」

　サクラが真っ先にアーマーブシに接近し、剣を連射するように突つく。何本もの蒼あおいエフェクトが奔はしる。アーマーブシは思わぬ剣戟に怯ひるんだ。相当大きなダメージが入ったらしい。

「うわぁ、凄すごいですね。今まであたしが小まめに何度も入れてたダメージが、今の一撃だけで越されてしまいました」

　カレンが溜息交じりに言う。

「……わかるのか？」

「え？　どのぐらいのダメージが入ったかなんてすぐにわかりません？」

　モンスターや他人のＨＰは見えない。

　だから、イチノは攻撃によってどのぐらいのダメージが入っていたかを、すぐに頭の中で数値化する。攻撃力、剣戟の速度、角度、相手の守備力、体勢、耐たい性せい、様々な補正……諸もろ々もろの結果を演算して割り出していた。

　というよりも、ダメージ数値はその計算でしか出すことができない。基本的には攻撃力と守備力による大まかな計算がメインとなるが、それでもその計算を逐ちく一いちやっている者は少ない。そんなことを考えずに、オートで攻撃をずっとしていた方が楽だし、効率的だ。レベルが高ければ、そうした方が面めん倒どうがなくていい。イチノの場合、低レベル攻略をやっているから、無む駄だを省くために計算を必要としているだけだ。

　しかし、カレンの口ぶりからは、演算の気配を感じ取ることができない。むしろ少し頭が弱そうだ、という感想はさておいて。

　どちらかと言えば、自分だけではなく誰だれもがその演算をしているかのような言い様だ。あるいは、ダメージ数値が直接見えているような──。

「ちょっと！　何つっ立ってんの？　加勢してよ！」

　サクラの呼よび掛かけにはっとなって、イチノはすぐに頭を切り換かえた。

「今行く！」

「回復は任せて下さい！」

　イチノとカレンも、アーマーブシへ苛か烈れつな攻撃を繰り出した。







　力を合わせた三人によって、特に苦戦らしい苦戦をすることもなくあっさりとアーマーブシは倒たおれた。アイテムを落として、その身体からだは消えていく。

「やったー！　ありがとうございます！　イチノさん、サクラさん！」

　喜びを全身で表現するかのように飛び跳はねるカレン。

　奥で下層部に続く階段への扉とびらが開いたところで、イチノとサクラも一息吐つく。

　深呼吸を一度してから、イチノは先さき程ほども聞いた疑問を再度ぶつけた。

「それはいいんだけど……カレン、お前、なんでこのダンジョンに？」

　すると、カレンは腕うでを組んで悩み始めた。どう説明したものか言葉を選ぶ、いや、探しているかのように。

「なんとなく、ここにあたしの探し物がある気がしたからです！」

「また曖あい昧まいな答えだな」

「まー、あたしもそこまで深く考えて行動してるわけじゃないんで」

　その適当さ加減でなぜこんな人気のないダンジョンに来ているのか、非常に謎だった。

「アイテムも使い切っちゃったんで、あたしはここにマーカー置いて出ちゃいますけど、イチノさんとサクラさんはどうします？」

　カレンの言うマーカーとはダンジョン攻略のためのアイテムで、正式名めい称しようを〈リターンストーン〉という。割った石の片割れをダンジョン内に置いておくと、もう片方の石を使うことでそこに戻もどることができるようになる。一度使用すると消えてしまうが、非常に便利で大型ダンジョン攻略にはよく使われるし、別の用よう途ともあったりする。

　カレンは言ったとおり、〈リターンストーン〉をアイテム袋ぶくろから取り出してクルミの殻からでも割るように真っ二つに割り、地面へと落とした。

「私たちも一いつ旦たん出ましょ」

「いや、俺たちはこのまま行くぞ」

「え!?　ちょっと？」

　おもむろに進むイチノに、サクラが驚おどろいた声をあげる。

「イチノ、アイテムにまだ余よ裕ゆうあるの？」

　痛いところを衝つかれた。事実、すでにイチノのアイテム袋の中身、特にＨＰ回復アイテムは元々あまり持ち歩いてない上に、モンスターを攻略してくれているサクラに使っていたためにすっからかんになっている。

　下層部に下りるに当たってモンスターやトラップは、更さらに激しくなるだろうことは想像に難くない。ひとりでの攻略も考えたが、やはり事故は避さけたかった。

「……仕方ない。無理をしても意味がないし、アイテムの補ほ充じゆうをしに行くか。補充したらすぐ戻るぞ」

　サクラとイチノも〈リターンストーン〉を取り出し、割って地面へと落とした。

「ん？」

　そこでイチノはあらぬ方向へと目を向ける。ちょうど出入り口辺りへと。

「どうしたの？」

　不思議そうな表情でサクラが尋たずねるが、イチノは「いや、ちょっと……」と言って出入り口付近へ行って周囲を見やる。

　何もいない。何も変化はない。

「気のせいだったのか……？」

　イチノは他の冒険者の気配を感じ取っていた。しかし、こんなダンジョンに、自分たち以外の何人も来るとは思えなかったし、そもそも隠かくれる理由も見当たらない。

「イチノさーん。戻りますよー」

　カレンに呼ばれて仕方なくふたりのいる場所へと戻った。

　そして、カレンは〈アリアドネの結けつ晶しよう〉を使用する。その場から三人の身体はすっと前まえ触ぶれもなく、キラキラと光るエフェクトを残して消えた。







　カレンはダンジョンを出たところで、

「また明日あした来ますー。バッティングしたら、次もお願いしますねー」

　と言い残して、いずこかへ立ち去った。

　今はイチノとサクラのふたりだけだ。

　ふたりは街へ戻り、アイテムを補充するために雲雀工房へと入る。

　イチノが騒さわがしい食事処に目を向けると、珍めずらしく情報屋のアレスがいた。

　アレスはイチノの視線に気付くと、ちょいちょいと指で手招きしてくる。

　イチノはそちらのテーブルに着き、サクラもそれについてきた。

「なんだ？」

「……〈サウザンド・ブレイズ〉が怪あやしい動きをしている」

　イチノの表情が俄にわかに曇くもる。

〈サウザンド・ブレイズ〉がどんなあくどい行動を起こそうと、もはやイチノにとっては関係がない。もう昔とは違ちがう。アレスもそんなことは重々承知だ。

　それをわざわざ伝えてきたということは──。

「俺の探しているアイテムを、あいつらも？」

　アレスは頷く。

　イチノはアレスに、妹のことを伏ふせてアイテムを探していることを伝えていた。妙みような文字列の名称で、キーアイテム扱あつかいとなっているアイテムを探してくれ、と。

　アレスはサクラに目を向ける。

「……サクラ。あんたは何人かの知り合いに、用途不明のアイテムについて聞いて回ったな？　もっとも、そのおかげでオレも情報を入手できたんだがな」

「う、うん。それが──」

「……イチノが決けつ闘とうでそれを奪うばい、サクラはそれを取り返そうとしてイチノに纏まとわり付いているという噂うわさが流れている」

　根も葉もない噂だった。サクラがイチノに纏わり付いているのは、チートを暴あばこうとしているからで、アイテムは関係がない。

「……マシューはそれに目を付け、サクラをギルドに入れるために恩を着せようとしているらしい」

「な、何よそれ！　誤解もいいところじゃない！」

「……誤解だろうとなんだろうと、〈サウザンド・ブレイズ〉は現在、バルバレッド洞どう窟くつを攻こう略りやく中だ。恐おそらくお前らを尾び行こうしていたのだろう。そこに求めるアイテムがあると当たりを付けたはずだ」

　イチノの表情が更に渋しぶくなる。

「情報の操作は無理か？」

「……今すぐには無理だな。一週間もあればできなくはないだろうが」

「バルバレッド洞窟に向かったメンバーは？」

「……五人。レベル30からレベル40の連中だ」

　イチノは小さく舌打ちする。

　下層部の深さは不明だし、時間はかかるだろうが、腕さえ立てば充じゆう分ぶんに攻略できる面子めんつであると推定できた。

「止めるのも不可能か……」

「……〈サウザンド・ブレイズ〉を機能不全に陥おちいらせない限りは厳しいだろうな」

　すると、サクラが勢いよく立ち上がった。頰ほおは紅潮しており、抑おさえきれない怒いかりが全身から溢あふれている。

「ちょっと、文句言ってくる！」

　誰に確認をするでもなく、そう告げてサクラは雲雀工房を出て行った。

「お、おい待て！　あいつらに関かかわろうとするな！」

　イチノは慌あわててサクラを追いかける。

　それを見届けていたアレスは目を少し白黒させた。

「珍しいですね。あんな風にイチノさんが追いかけるなんて。アレスさんもそう思いませんでしたか？」

　イチノたちの一部始終を見守っていたひばりがアレスに声をかける。

「……別に」

　アレスは興味もなさそうに言い捨て、しかし──。

「……得をした気はするな」

　そう小さく笑って囁ささやいた。







「冒ぼう険けん者がどこを攻略しようと自由だろうが。お前らに指図される覚えはねーぜ」

　マシューを前にサクラは歯は嚙がみをしていた。すぐ後ろにはようやく追いついてきたイチノがいる。

　サクラは「バルバレッド洞窟の攻略をやめなさい！」と真正面から切り出したが、正論で切り替かえされたのだ。

　ここは街中にある〈サウザンド・ブレイズ〉のギルドホームの中である。三階建ての石造りという極ごく平均的なギルドの拠きよ点てん。もっとも〈サウザンド・ブレイズ〉の本ほん拠きよはまた別にあり、ここは支部だった。

「それで、イチノよ。あのアイテムは何なんだ？　あんたなら、知ってるだろ？」

「さてね。何かがあるかもしれないと集めているだけだ。何もない可能性の方が高い」

「……まあ、いいさ。どっちにしろ、オレ様たちはあの洞窟を攻略して、初制せい覇は者となっておくぜ」

　攻略は他人ひと任まかせのくせによく言う……とイチノは内心思っていたが、口には出さない。

「あんたたちが何をやっても、私は絶対に仲間になんかならないから！」

「くっくっく。素す直なおになれよ、サクラ。お前だって最強を目指す冒険者だろ？」

「目指してるわ。でも、それはあんたたちとじゃない」

　サクラがマシューを睨にらみ付ける。

　だが、マシューは小こ馬ば鹿かにしたように笑うだけだ。

「行くぞ。時間を無む駄だにするのはもったいない」

　サクラの怒りは未いまだに鎮ちん火かしていないが、これ以上言い合ったところでメリットはない。

　イチノはサクラを連れてその場を去ろうとする。

　しかし、それをマシューは呼び止めた。

「イチノ」

「なんだ？」

「オレ様の軍門に降くだれよ」

　唐とう突とつに、しかし至極真ま面じ目めな声でマシューは言う。

「そうすりゃ、今探してる代しろ物ものを見つけ出したら渡わたしてやる」

「……何が目的だ」

「オレ様が求めるのは最強。それはオレ様自身だけに留とどまらない。欲しいのは、最強の軍勢でもあるのさ。だからこそ〈サウザンド・ブレイズ〉を作った」

「ギルドをやめた後もちょくちょく俺に突つっかかってきた奴やつが随ずい分ぶんと殊しゆ勝しようだな」

「そう言うなよ。これでもオレ様はあんたには一目置いてるんだぜ？」

「……悪いが、今はギルドには入らないと決めてるんでね。例のアイテムについては取ってきたら、交こう渉しようをさせてくれ」

　イチノがそう言うと、マシューは不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「そうかい。また遊びに来てくれよ」

　マシューのそんな嫌いやみったらしい声を背に受けながら、イチノはサクラを引っ張るようにして建物を出た。




　雲雀工房へと戻もどる道すがら、

「もう！　こうもヘイトを溜ためられると真っ二つに叩たたっ切きりたくなってくるわ！」

「……あんた、結構血の気多いな」

「にしても、あいつ、随分とイチノにご執しゆう心しんね」

「おかげさまでな。どういうわけかわからんが」

「元ギルドの仲間だって言ってたけど、どういう繫つながりなの？　……あ、っと。こんな突っ込んだ話、聞いちゃマズいよね……」

　サクラは咄とつ嗟さに口を塞ふさいだが、もう遅おそい。

「隠すことでもないけど、本当に元ギルドの仲間でしかない。俺がギルドをやめるもっと前にやめた奴だ。昔からよく突っかかってきてたな。最強を目指すってのも昔から変わってない。リアルでも空手だか剣けん道どうだか、やってて強かったって話はよくしてた」

「なんで、そんなに最強を目指すのかしら？」

「さあな。でも、それはあんたも同じだろ」

「そりゃあね。というよりも、冒険者は誰だれしも、なってみたいって思ってるんじゃないかな。最強のレベル99に」

「最強のレベル99か」

　レベル99。

『遥はるかな高みを目指せ。このゲームは君の現実を変える』

　というこのゲームのキャッチコピーが原因で、レベル99になったらその身に何かが起こると言われているが、その詳しよう細さいは不明だ。

　父親である仁じんに聞こうと思ったことがあるが、おそらくははぐらかされるだろうと踏ふんでいる。だからこそ、弌は仁にゲーム内容について聞いたことが一いつ切さい無かった。

〈アストラル・イノベーター〉がサービスを開始してから、早三年。

　未だにレベル70になった者すらいなかった。

　とはいえ、今イチノが考えるべきは最強になることについてではない。

「それよりもどうするの。このままじゃ先に攻略されちゃうわよ」

「連中よりも早く見つけるしかないな」

「……それもそうね。じゃあ、このまま継けい続ぞくして──」

　そこでサクラは少し頭を押さえた。その瞳ひとみは焦しよう点てんがぼやけたように力がない。

「もう……こんな時に！」

　ソウルインしてからすでに八時間以上経たっている。神経伝達の齟そ齬ごから来るゲーム酔よいだった。イチノにもすでにゲーム酔いの症しよう状じようが少しずつ出始めている。

「……ソウルアウトして攻略は明日あしたにしよう」

　今までだったら、イチノは無理をしてでもソロで攻略したかもしれない。

　だが、この時は違ちがっていた。

　サクラと共にバルバレッド洞窟を攻略したいと考えていたのだ。

　理由は、イチノ自身にも判然としない。

　ただ、そうしたかっただけだ。

「で、でもその前に攻略されたら……」

「その時は頭を下げてでもアイテムを交こう換かんさせてもらえばいい。それに下層部は恐らくそう簡単には攻略できないだろう。楽観的な考えかもしれないけどな」

　どちらにしろ、ゲーム酔いの状態ではまともに攻略はできない。

「ダンジョンが封ふう鎖さされるのは、明日の午後十一時。明日、学校から帰って六時間もあれば万全な状態で下層部攻略はできるはずだ。俺たちなら、な」

「……わかった。どっちにしろ、こんな状態じゃ攻略なんて無理だしね。もし、あいつらが先に手に入れたら奪うばってやるわ」

「その意気だ」

　イチノとサクラは頷うなずき合って、ソウルアウトした。




　　　　◇　◇　◇




　お互たがいがイチノとサクラであると認識しても、弌も日比野も学校での態度は変わらなかった。

　今まで通り朝の挨あい拶さつぐらいで積極的に話しかけたりすることもない。

　いつも通り、平和な時間が過ぎていった。

　そして、学校も終わり、教室が放課後独特の活気を帯びる。

　弌は教科書を鞄かばんに入れて、帰る準備を整えた。早く家に帰って〈アストラル・イノベーター〉にソウルインしなければならない。

　しかし、生憎あいにくと今日は日直で黒板消しや日誌を書く、教室の戸と締じまりなどを確認といった仕事があり、すぐに帰宅することができなかった。

　休み時間に書いておいた日誌を届けに職員室に向かって廊ろう下かを歩いていると、

「の、野の上がみくん……」

　日比野に声をかけられた。朝の挨拶はするが、帰りの挨拶をしてくることはあまりないため、弌としても意表を衝つかれた形だ。

　すでに鞄を持っており、このまま帰宅するのだろう。昇しよう降こう口は職員室に向かう廊下の先にある。

　日比野はオドオドしながら言いにくいことを言いたそうな、そんな様子だった。

　そして、

「だ、ダンジョン攻こう略りやく、が、頑がん張ばろうね……」

　拳こぶしを両手で握にぎって、頑張ることを主張する。この姿をクラスメイトが見たら、何が起こったのか混乱するかもしれない。

「あんた、やっぱりこっちと現実で違いすぎだろ……」

「はう……」

　頰ほおを紅あかく染め、それを手で隠かくす。妙みように落ち着きのない委員長だった。

「先にソウルインしててくれ。すぐに追いかける。三時間であのダンジョンを攻略してやろう」

　弌は拳を日比野に向けて差し出した。

　それを見てすぐに察したのか、日比野も同じく拳を握り、弌の拳にコツンと当てる。

「……うん、がんばろ」

　日比野は弌と接せつ触しよくした部分を撫なでるように包み込んだ。弌の温ぬくもりを大事にしているかのように。

「ま、また向こうで……」

　そして、そそくさと昇降口へと走り去る。

　そんな積極的な彼女を見て、

「負けてられないな」

　と、弌は誰に言うでもなく呟つぶやいた。




　　　　▽　▽　▽　▽




　日直の仕事が長引き、さらに担任に仕事を申しつけられてしまい、考えていた以上に帰宅が遅おくれてしまっていた。仕事を終わらせて走って家へと帰ったが、それでも大して変わらない。こんなことなら、誰かに日直を変わってもらえばよかったと後こう悔かいしたが後の祭りだ。

　弌はいつもよりも三十分遅れて〈アストラル・イノベーター〉へソウルインする。

　目を開ければ、いつもの風景。雲雀工房で借りている自分の部屋があった。

　階下に下りる。ただ、この日はいつもと様子が違った。

　ひばりとアレスが神しん妙みような顔をして話し込んでいる。その様子にイチノは些いささか嫌いやな予感を抱いだいたのか、表情を強こわ張ばらせた。

「あ、イチノさん。大変なんですよ！」

「どうしたんですか、ひばりさん。藪やぶから棒に……」

　そこへアレスが横から口を出す。

「……マシューが《メモリーフラグメント》を回収したという情報が入った」

「本当か？」

「……入手したというアイテムの名前を見た限りでは、捏ねつ造ぞうしたのでなければ本物だろう」

　やはり昨日無理してでも、攻略するべきだったか──そんな後悔が脳裏を掠かすめる。

「そんなことは重要じゃないですよ！」

　突とつ然ぜん、ひばりが叫さけぶ。その表情には不安と焦あせりが滲にじんでいた。

「サクラさんがマシューと決けつ闘とうすることになってしまったの！」

「え……」

「サクラさん、マシューの挑ちよう発はつに乗っちゃって──」

　その瞬しゆん間かん、すべてを理解し、イチノは駆かけだしていた。正体不明の衝しよう動どうに突つき動かされるように、工房を飛び出す。

　すぐに大通りに出て噴ふん水すいのある広場へと向かう。以前、サクラが勧かん誘ゆうを受けていた場所へ。

　マシューの性格を考えれば、サクラを観衆の前で倒たおしたいと思っているはずだ。決闘は間ま違ちがいなくそこで行われている。

　事実、大通りの噴水へ向かう道は大勢の冒ぼう険けん者によって壁かべが作られていた。

「どいてくれっ！」

　人の迷めい惑わくも顧かえりみず、その中へと突とつ撃げきする。

　悪態を吐つかれたり、舌打ちをされたりしたが、構うことなく奥へ奥へ。

　何度も搔かき分わけてようやく最前列へと到とう着ちやくする。

「そらそらそらそらそらそらそらそらあッ！」

「そんなものッ！」

　マシューとサクラが、噴水を背に剣けん閃せんを弾はじかせていた。

　マシューの黒い軌き跡せきがサクラを襲おそい、それをサクラの蒼あおい軌跡が弾き返す。

　サクラもかなりの凄すご腕うでだが、マシューも最強を目指すと嘯うそぶくだけはある。その技量は一流といっても差し支つかえなかった。

　ふたりの刃じん閃せんが煌きらめき、流星群のように瞬またたいては消えていく。一流の冒険者たちが戦う時に評される──〈スターダスト・ブラスト〉。滅めつ多たに見られるものではない。

　周りを見み渡わたせば、〈ゴスペル・クァイア〉の長、ヒルトもいる。立会人として戦いを見届けているためか、その表情は真しん剣けんだった。

　ふたりの戦場を囲むように、〈ゴスペル・クァイア〉のギルドメンバーたちもいる。観衆たちが割り込まないように監かん視ししていた。

　どちらにしろ、決闘が始まってしまっている以上、もはやイチノには見守るしか術すべがない。歯は痒がゆさが心の底から湧わき上がってくる。

「イチノさん」

　いきなり呼ばれ、首を巡めぐらせると、そこにはいつの間にきたのかカレンがいた。

「カレンか。お前まで来てたのか」

「はい」

「最初から見てたか？」

「ええ、サクラさん優勢ですよ。ＨＰの方もサクラさんが残り五割、マシューが三割ってところですね」

「よくわかるな」

「そりゃもちろん」

　冒険者のレベルは調べればすぐにわかる。装備している武具も見ればわかる。多少の誤差や成長による違いは出るが、ダメージは記き憶おくと訓練によってわかるようになるものだ。

　それにしたって凄すさまじい観察力と演算力だな、と疑問を抱いたが、生憎とＨＰについてはイチノが聞きたかった情報ではなかった。

「決闘の方法は？　申し込んだのはどっちからだ？」

　決闘はダメージの発生しない街の中で冒険者同士が戦うことのできる唯ゆい一いつのシステムだ。レベル差が５以内であればどちらからでも申し込むことができる。それ以上になると、レベルの低い方が申し込まなければならない。

　申し込む側は、決闘の方法を指定することが可能だった。武器のみ、魔ま法ほうのみ、補助魔法使用禁止、勝利条件、アイテムを賭かけるか賭けないか……等々、様々な項こう目もくで指定は行える。申し込まれた側が、それを受じゆ託たくすれば決闘が開始されるのだ。

　ただ、それは本人たちにしかわからない。周りで見ている者には、どんな決闘なのかを見て判断するしかなかった。その上、決闘に他者が介かい入にゆうすることも不可能となっている。またどちらかの勝利条件が満たされるまで決闘は終わらない。

　唯一、〈リザルターナイン〉のみが他者の決闘を止める権利を持っているが、それも明らかに不正を働いた時のみ。乱発は〈リザルターナイン〉の求心力の低下を招く。

「申し込んだのはマシューからです。決闘の方法は、武器のみと宣言してましたが……」

　マシューは魔法も使える冒険者だ。武器と魔法によるバランス型。

　だというのに、武器のみの決闘？

　嫌いやな予感がまったく晴れない。むしろ、少しずつその疑ぎ惑わくは確信に変わっていく。

「あいつ、剣閃が僅わずかに遅おそくなってる」

「ですね。〈クロック・ディクライン〉が使われた形けい跡せきがあります」

〈クロック・ディクライン〉は相手の身体からだの動く速度を下げる魔法だ。全開で使えば、相手の行動スピードを半分に下げることさえできる。

　しかし、マシューはあからさまにならないよう、ほんの僅か──サクラの歯車を少し狂くるわせる程度の効果を出すように調整したのだ。

「なんでわかった？」

「そりゃあ、攻こう撃げき速度が下がるとしたら、その魔法しかないじゃないですか」

　それもまた事実だが、少しお互たがいの情報に齟そ齬ごがあるような気がした。

　ただ、それも今は重要ではない。

「おい！　今、マシューは魔法を使ったぞ！」

　イチノは叫び、ヒルトへと訴うつたえる。

　だが、ヒルトは首を振ふった。

　サクラが決闘をやめようとする意志を見せていないのだ。であれば、立ち会い人が勝手に決闘を取りやめるわけにもいかない。

　魔法をかけられたことに、彼女が気付いていないわけがない。いや、魔法を使用可能な決闘を申し込まれたことすら、最初から理解していたのかもしれない。

　しかし、賭けるアイテムが──《メモリーフラグメント》が、サクラから『逃にげる』という選せん択たく肢しを奪うばったのだ。

「どうしたァ!?　剣が鈍のろいぜぇ！」

　調子に乗ったマシューが、動きの鈍にぶくなったサクラを攻せめ立てる。

「何が鈍いだ。魔法を使っておいて……！」

　イチノが毒づく。

　ただ、イチノの叫びは無む駄だにはならなかったらしい。観衆たちに、徐じよ々じよに魔法が使われていることが伝達していった。

「魔法なんて卑ひ怯きようじゃないか？」「いや、マシューは魔法使えるし……」「いや、問題は決闘を武器のみに定めておいて魔法を使うのが……」「決闘って何でもありじゃね？」

　とはいえ、決闘を止めるには至らない。

　すでにサクラは攻め手を失っており、防ぼう御ぎよだけで手て一いつ杯ぱいだ。回かい避ひも間に合わなくなっている。

「……カレン、あいつが賭けたものはなんだ？」

　マシューが賭けているのは当然、《メモリーフラグメント》だ。では、サクラが賭けられるものといったら……。

「サクラさんは何も賭けてはいません。ただ負けたら──ギルドに入る、と」

　推測通りの内容にイチノは歯は嚙がみする。

　こんなことになるなら、《メモリーフラグメント》のことを教えなければよかったと強きよう烈れつに後悔した。

　この場合、ギルドに入るというのは口約束──賭けているのはいわば信用だ。それをサクラは破ったりしないだろう。仮令たとえ、決闘におけるルールの規定が最初から破られていたとしても。

　サクラがそういう女の子だということを、イチノはすでに知っている。

　止めたい。だが、止められない。その状じよう況きようが激しくイチノを苛いら立だたせた。

「くぅ……！」

　サクラの悔くやしそうな呻うめき声ごえがイチノの耳に届く。

　戦いは剣と槍やりの刃の部分で鍔つば迫ぜり合あいのような形となった。

　マシューの方が優勢だ。完全に力で押している。

　サクラは速さと手数で押していくタイプ。鍔迫り合いに持ち込まれた時点で負けだ。

　しかし、魔法による作用がサクラの戦い方をねじ曲げてしまっている。そもそも普段ならサクラが同レベルの冒険者に鍔迫り合いに持ち込まれたりすることはない。

　サクラは辛かろうじて均きん衡こうを保っていた力を逸そらした。対たい抗こうしていた力が消え、槍と共にマシューが体勢を完全に崩くずす。

「ここッ！　〈スイフトスワロー〉！」

　蒼き剣閃がマシューへと襲いかかる。喉のど元もと、人のウィークポイント。サクラの、危険を冒おかした、洗練された最速の一いち撃げき。

　倒せるかどうかは乱数も関かかわってくるが、当たれば形勢は逆転する──。

　だが──。

「あっぶねぇー」

　マシューの喉のどを守るように、六角形の白い小さな盾たてが展開されていた。

〈マジック・シールド〉。マジシャンのロールが使用する防御用の魔法だ。

　展開されていたのは、ほんの一いつ瞬しゆんだった。気付けたのは恐おそらくよほど目のいい冒険者だけだろう。ほとんどが魔法の発動に気付けていない。

　もっとも、「なぜ今の攻撃を防げたのか」という点は疑われているが。

　しかし、その疑いすら、もはや意味を持たない。

　渾こん身しんの一撃を防がれたサクラは、マシューの闇やみの槍に胸を貫つらぬかれ──戦せん闘とう不能となった。

　サクラは、負けたのだ。




　サクラは縄なわで後ろ手に縛しばられていた。

　まるで虜りよ囚しゆうのような扱あつかいだった。シーフたちが誘ゆう拐かいしてきた貴族の令れい嬢じようという戦利品のよう。

「マシュー。冒険者の扱いは──」

「人を縛っちゃいけませんなんて、んなもん規定にゃ載のってねぇよ」

　ヒルトが苦々しく引き下がる。

　そう、マシューはまったくルール違い反はんをしていない。

　暗あん黙もくの了りよう解かい──それらを一いつ切さい合切無視しているだけだ。人を縛ることは、相手に了りよう承しようされなければできない。サクラは負けたことで、柔じゆう順じゆんに従っているだけだ。

「いい様だなぁ、サクラ」

「………」

「だんまりか。まあいいぜ。これでお前はうちのギルドの一員だ。せいぜい、働いてもらおうか。もっとも、その前にやるべきことはやってもらうがな」

　サクラは悔しそうに、それでも負けたことは事実と受け止めている。

　だから、断腸の思いで切り出した。

「……お願いが、あるの」

　サクラが小さく呟つぶやく。

「あ？」

「その、アイテムだけは……イチノにあげて。私なら、何でも……するから」

　マシューが手に持っている小さな石のかけらを見た。

《メモリーフラグメント》。イチノが、必死になって求めているものだ。

　それだけでもあればいい。それさえイチノの手に渡わたれば、自分は仕事を果たせたことになる。

「ああ、いいぜ？　お前さえ手に入りゃ用はない。だが、ただでやるってのはシャクだなぁ。そうだ、お前の〈リザルターナイン〉の称しよう号ごうももらおうか」

〈リザルターナイン〉。

　それは努力の果てに得られる、称号。

　ふさわしくない者には絶対に得られない、正義の称号だ。

　それでも、〈リザルターナイン〉自身が、他人に譲じよう渡とすることは可能だった。

「……いいわ」

「サクラさん!?」

「ごめんなさい、ヒルトさん……。それでも、これは……これだけはイチノの手に──」

　称号の継けい承しようが行われる。

　何かエフェクトが出るようなシステムではない。だが、マシューが邪じや悪あくな笑みを浮うかべたことで、誰だれもが譲渡されたことを理解した。

「くくくく……。これでオレ様も〈リザルターナイン〉だ……！」

「マシュー、あなた……！」

「おっと、ヒルト。もう、オレ様とお前は対等だ。口の利きき方には気を付けな？」

　下げ卑びた笑い声を上げるマシュー。

　観衆たちは、それを納なつ得とくのいかない表情で見届けていた。そんな視線を光栄だ、とでも言わんばかりにマシューは下品な哄こう笑しようで応こたえる。

「約束は守ったわよ。だから、それをイチノにあげて」

「ああ、忘れてたぜ。ここに置いておくから、あとは勝手に取っていきな！」

　マシューはイチノの方を向き、そのアイテムを地面へと置いた。親指大の白い歪いびつな石。

「残念だったな、イチノ。こいつはもらっていくぜ。帰るぞ、野や郎ろうども！　ほら、サクラよ、きりきり歩きな！」

　そして、用は済んだとばかりに背を向ける。

　マシューが乱暴にサクラの腕うでを引っ張って去って行き、その取り巻きたちが観衆の中を悠ゆう然ぜんと歩いて行った。

　そんな中、サクラはイチノへと目を向ける。

　その瞳ひとみにはうっすらと涙なみだが滲にじんでいた──しかし、助けを求めている目ではない。

「ごめんね」

　その瞳は、そう言っているようにしかイチノには見えなかった。

　心臓がちくりと痛む。

　こうして後味の悪さを残して、決けつ闘とうは終しゆう了りようした。







　街は先さき程ほどの決闘が噓うそだったかのように、普ふ段だんの姿を取とり戻もどしている。観衆たちはすでに捌はけていた。彼らには彼らなりの、この世界での冒ぼう険けんがある。

　しかし、イチノの中にもやもやした感情が残留していた。

　納得などしていない。燻くすぶった何かが心の中で暴れている。

　イチノはマシューたちがいた場所──《メモリーフラグメント》へと近づいた。

「……待てよ？」

　おかしい。

　今いま更さらになって気付いた。

《メモリーフラグメント》はキーアイテム。

　譲渡は不可能。

　決闘でのみ、賭かけて、入手することができる。

　だから──マシューの手から離はなして地面に置くなどできるわけがない。

「……しまった!?」

　サクラの身を案じていたからか、冷静でなくなっていた。

　あの時点で気付くべきだったはずなのに──！

「これは……！」

　アイテム名、〈ＳＴ００６〉。名前はらしいが……。

　それは、《メモリーフラグメント》に模した紛まがい物ものだった。恐らくは子分のアルケミストか誰かに作らせたのだろう。憎にくたらしいぐらいよくできていた。

　しかし、それはつまりマシューたちはあのダンジョンを攻こう略りやくできておらず、《メモリーフラグメント》は未いまだバルバレッド洞どう窟くつの中にあるということだ。

　心の中の靄もやがさらに濃こくなっていく。握にぎる拳こぶしに力がこもる。

　それでも。

　イチノは優先度を間ま違ちがえるわけにはいかないというように歩き出す。ダンジョンの方へと。

「助けないんですか？」

　背中越ごしにカレンが抑よく揚ようのない声で問とい掛かける。まるで鋭えい利りなナイフのように、その問いはイチノの心を抉えぐった。

「……あいつを助ける余よ裕ゆうはない。バルバレッド洞窟はあと五時間半もしないうちに閉じるんだ。今すぐにでも行かないと、攻略ができない」

　協力者だったサクラもいないのだ。あまりにも時間が足りなかった。せめてあと一日あれば……。

「イチノさん！」

「あいつを助けるのは、洞窟を攻略した後でも構わないはずだ……」

　そう。攻略した後に、改めてこの問題に向き合えばいい。

「〈サウザンド・ブレイズ〉の噂うわさ、知らないわけじゃないですよね？」

　噂──電子ドラッグ。

　デジタイズゲームには付き物の、電子信号の操作プログラム。

　感情伝達のシステム部分に異常な数値を入れることで、麻ま薬やくのような快楽を得るという代しろ物ものだ。

　最近になって表立ってきており、難しい問題点がふたつある。

　まずひとつ。これは比ひ較かく的てき新しい問題のため法規制がされておらず、そもそも持っていても売りさばいても犯罪にはならない。昔に流行はやった合法ハーブのような代物に近かった。

　ただ、〈アストラル・イノベーター〉の中では、積極的に取り締しまろうという動きがある。もっとも、〈サウザンド・ブレイズ〉が扱あつかっているという話は噂レベルに留とどまり、〈ゴスペル・クァイア〉がずっと調査を継けい続ぞくしているが、実際に持っているかどうかは未だに不明だった。

　それと、もうひとつ。

　それで快楽を得ても、肉体にはまったく問題ないという点。仮想空間の中ということが現実での法整備を遅おくらせていた。

　仮想空間で快楽を得ても、肉体への影えい響きようはまったくないのだ。それは実験でも数値が証明している。仮想空間側から現実側への、身体からだへのフィードバックはまったく存在しない。これは安全面からすれば、当然の話だった。

　しかし──。

　しかし、だ。

　もし、仮に〈サウザンド・ブレイズ〉の噂が真実だとしたら。

　電子ドラッグを本当に持っていたとしたら。

　連れ去られたサクラが何をされるか、火を見るよりも明らかだ。

「………」

　ゲームだ。

　身体は傷付かない。

　だが。

　心に取り返しのつかない傷が付く。

　それこそ、もう男とは向き合えなくなるぐらいに……。

　努力して、苦手な男を少しでも克こく服ふくしようと頑がん張ばっていたすべてが水すい泡ほうに帰す。

　ただでさえ、彼女には男に付けられた傷きず痕あとが残っているのだから……。

「イチノさん！　お願いします！」

　正直、サクラが負けようと別にどうでもよかった──はずだった。

　サクラがいれば攻略は楽……その程度の感覚。

　しかし、どうだ。

　サクラが負けて。

　彼女から楽しそうな笑顔が、消えて。

　まるで、イチノの中にある大事な感情まで失われそうで──。

「サクラさんを……助けてあげて！」

　必死に訴うつたえるカレンを見て、イチノの記き憶おくが呼び起こされる。

　妹の──恋れんの表情を。

　似ても似つかぬカレンの表情が、この世界の中のレナと何故なぜか被かぶった。

　ただ……もし仮に、ここに妹がいたとすれば、恐おそらく同じことを言ったであろう。

「……………」

　イチノは振ふり返かえった。サクラが連れ去られた方へ。

　そこに何かが落ちていた。最初は気付かなかったが、陽光を受けて鈍にぶく反射している。近づいて、それを手に取った。

「これは……」

　それはイチノがサクラに渡わたした指輪──〈フリーズブレイカー〉だ。

　攻略をする時にしか着けない、そう言っていたはずのアクセサリー。恐らくは先程連れ去られた時に落ちてしまったのだろう。

　マシューの魔ま法ほうを防ぐだけなら、別の装備品を使った方がいい。他に性能の高いアクセサリーがある中、〈フリーズブレイカー〉を敢あえて使う意味はなかった。装備変へん更こうをし忘れたなんてことは、熟練の冒険者であるサクラに限ってあり得ない。

　では、なぜサクラはこのアクセサリーを着けていたのか。

　いや、なぜ着けっぱなしだったのか、と言いい換かえても構わない。

　答えは簡単だ。装備し続けていたいと思っていたからだ。その事実に胸が熱くなる。

　心の中で問われる二択たく。

　──恋の《メモリーフラグメント》か。

　──サクラか。

　答えなど、最初から決まっていたのかもしれない。

　イチノは覚かく悟ごを決めたように、大地を力強く蹴った。

〈サウザンド・ブレイズ〉が去った方向ではない。

　だが、バルバレッド洞窟に向かう方向でもなかった。

　全力で向かった先は、雲雀工房だ。

　木製の扉とびらを乱暴に開け、まろび入るように中へと入る。

　家主のひばりが目を白黒させていたが、構わずに階段を上って二階にある自分の部屋へと戻った。

　自身のアイテムボックスから、アイテムを選別し、自身の持つアイテム袋ぶくろへとぶち込む。

　そして、再び階下へ下りた。

「ひばりさん！　アイテムクリエイトを頼たのむ！　今すぐにだ！　割り込み料金と特急料金はツケといてくれ！」

　幾いくつかのアイテムをひばりへと受け渡す。

　何を作って欲しいかは説明しなかった。そんな時間すら惜おしい。

「了りよう解かい、イチノさん。任せておいてください」

　だが、ひばりは微笑ほほえみを返す。どんなアイテムを作ってほしいのか、その素材からすべてを理解したのだ。

「十五分後に取りに来る！」

　返答を待たずに、雲雀工房を出た。アレスがいれば聞きたいことがあったのだが、彼はすでにいない。

　であれば、次に向かうべき先は決まっている。鍛冶かじ屋やだ。

　大通りを南に走り、裏道へ。木製の扉を壊こわしかねない勢いで中へと入った。

「キョウ、武器の強化を頼む」

　お決まりの台詞せりふだ。当主のキョウはイチノの勢いにまるで幽ゆう霊れいでも見たかのような表情をしている。

　だが、事情を察したのか、すぐにその表情を引き締めた。

「オーケー。素材は？」

　イチノはアイテム袋からオリハルコンを一、二、三──計十個取り出した。

　何かあった時の予備として取っておいたものだ。

「すべて切れ味でいいね？」

　イチノは頷うなずく。

　キョウはオリハルコンを手に取り、鍛冶を開始した。本物の鍛冶と違ちがい、システマチックに終わるとは言え、十分はかかる。

　槌つちの音をカンカンと響ひびかせながら、キョウは楽しげな声を出す。

「らしくないじゃないか。まるでどこかに討うち入りしようという顔だ」

「そうだな。自分でもらしくないと思う」

「こんなにオリハルコンを溜ため込んでおいて、それを景気よく放出するなんてね」

「……いずれ別のことに使おうと思っていたが、今は少しでも勝利の確率を上げたい」

　自身を突つき動かすこの激情に言葉で説明が付いていない。得意の演算でも答えは出なかった。

　だが、ここで全力で動かなければ後こう悔かいする。そんな想おもいだけが、心に刻まれていた。

「……女に、近づくもんじゃないな」

「男と女は惹ひかれ合うものさ。だから恋こいや愛が生まれる。それとも君は同性でのソレをお望みかい？」

「ソレもお断りだ」

「ははは、そうか。安心した」

　そして、キョウの槌を叩たたく手が止まる。

「鍛冶の回数は、これで百となったね」

　キョウのすべてが、イチノのすべてが、この武器に注ぎ込まれていた。

「銘めいを変えておいた。これはサービスだよ。この〈ナイトブレード〉は、〈ハンドレッドブレード〉となる」

「……粋いきだな。悪くない」

「百回到とう達たつの記念さ」

〈ハンドレッドブレード〉をイチノは受け取った。

　いつもと変わらぬ手て触ざわり、感かん触しよく、重み。

　しかし、魂たましいを感じた。キョウの、想いを乗せた魂が。自身の積み重ねてきた魂が。

「サンキュー、キョウ」

「せいぜい、それを《オリジンウェポン》として扱あつかわれるような武器にしてくれ」

　イチノは頷き、そして剣けんを鞘さやに収め、鍛冶屋を出た。

　もはや迷いはない。鍛冶屋を出て、雲雀工房へと戻もどるべく大通りを駆かけた。

「イチノ！」

　そこへひとりの少女がイチノに併へい走そうするようにして近づいてくる。

　ソーサラーの衣装を着た少女、ユリだった。

　しかし、イチノは止まることはない。ユリもそれをわかっているのか、止めることもしなかった。

「ユリか。悪いな、今は会話をしている余よ裕ゆうもないんだ」

「うん、事情は聞いたよ。一部始終見てたし……」

「そうか……」

　ユリはイチノの性格を知っている。これから何をする気なのかもわかっている。

「馬ば鹿かげてるよ！」

　それでも、このまま何も言わずにいることができないのか、ユリはもどかしそうに口を開いた。

「ひとりで行く気なんでしょ？　マシューはもうあたしたちのギルドにいた時とは違うのよ？　その上、あいつのギルドは腕うで利ききの冒ぼう険けん者揃ぞろい……。どう考えても無む謀ぼうだわ」

「知ってるさ」

「だったら、なんで……。なんで死に急ぐみたいに……！」

「あいつを助けなかったら、許してくれない奴やつがいる。それだけだよ」

　その答えを聞いて、ユリは口を閉じて押おし黙だまった。

　そして、恐る恐る小さく口を開く。

「ね、ねえ、イチノ……もし、攫さらわれたのがあたしだったら──」

　しかし、そこまで言って再び口を閉じた。

「なんだ？」

「ううん。何でもないわ」

　ユリは自分の言った言葉を忘れようとするように首を振る。

　そして、真ま面じ目めな顔をイチノに向けた。

「絶対に勝ってね、イチノ！　あたしに言えるのはそれだけよ」

「おう。負けるつもりなんか、さらさらないさ。〈グリムリーパー〉の〈コンプリート・ノービス〉……この肩かた書がきは飾かざりじゃないからな」

　珍めずらしくイチノは言葉で着き飾かざった。普ふ段だんはそんなことを絶対にしないというのに。

　それは不安がるユリを安心させるための台詞回しだったのかもしれない。その意図を汲くんだのか、ユリは嬉うれしそうに笑った。

　まるでイチノが負けるわけがない、と確信しているかのように。

「約束よー!!　負けてきたら針千本だからねッ！」

　そう言い残して立ち止まったユリから離はなれ、イチノは走った。

　そして、きっかり十五分後、イチノは雲雀工房へと戻る。

　中に入ると、すでにひばりはテーブルの上にイチノが望んだアイテムを並べていた。

「ありがとう、ひばりさん」

「どういたしまして。久々に張り切っちゃいました」

　ひばりは大和やまと撫子なでしこのように穏おだやかに笑う。

「見せてくるといいですよ。あなたの──〈リザルターテン〉の力を。Don't be long about it !」

　イチノはいきなりの英語で意表を衝つかれたが、

「おう」

　と、力強く頷く。

　そして、いつものように雲雀工房を出た。




　　　　◆




　サクラは大部屋へと連れて来られた。苔こけの生えた石造りの部屋だ。壁かべには蠟ろう燭そくが備え付けられており、煌こう々こうと部屋の中を照らしている。

　ここに来るまで目め隠かくしをされていたため、どこかはわからない。

　だが、ここは噂うわさに聞く──。

「あんたたちのアジトね、マシュー」

「ご名答。ようこそ、〈サウザンド・ブレイズ〉のアジトへ」

「場所なんか最初から明かしてるじゃない。なんで目隠しなんかさせたの」

「雰ふん囲い気きみたいなもんだな。虜りよ囚しゆうの気分はどんなだったよ」

「最悪だったわ」

「まあ、これからもっと最悪な気分を味わうことになるがな」

　マシューはアイテム袋から〈パラライズストーン〉を取り出した。

　サクラの頭へコツンと当てる。電気が走る感覚と共に、サクラの身体からだは麻ま痺ひした。

　ここは街の中ではない。冒険者が冒険者を傷付けるＰＫプレイヤーキラーが可能な空間だ。

　後ろ手に縛しばられていた縄なわが外される。だが、麻痺をしているサクラは動くことができない。次いで装備品まで剝はぎ取られた。上下のインナーだけとなり、素す肌はだが露あらわとなる。

「適当に持っていけ」

　部下らしき男に装備品を渡わたすと、その男は部屋から出て行った。

　サクラとマシューのふたりだけとなる。

「さて……」

　マシューはサクラの身体を引っ張り、石の台座へと運んだ。

　禍まが々まがしい血ち糊のりがへばりついており、鎖くさりとそれに繫つながった枷かせが四つずつ付いていた。

「ダンジョンの雰囲気を出すために最初からあったオブジェだろうが、まあ、こんなこともできるぜ」

　サクラの手足に、枷がはめられる。

　ここにきて麻痺は回復したが、もはや逃にげることが叶かなわない。逃げようと身体を動かしても鎖がじゃらじゃらと鳴るだけだ。

「ふ、ふざけないで！　こんなことまでされたら、さすがにもうセクハラ行こう為いの度を超こえてるわ！　ゲームマスターに連れん絡らくするわよ!?」

「できるもんならやってみな」

　サクラが目を瞑つぶって意識する。そして、意識の中でゲームマスターへのＳＯＳ信号を飛ばした。だが、その信号が飛んだという感覚が返ってこない。

〈アストラル・イノベーター〉を統とう括かつし、管理するゲームマスターへの連絡はすぐに付くはずだというのに。

　サクラの顔が不安に支配される。

「くっくっく。ちょいとオレ様の知り合いがこのダンジョンに仕し掛かけを施ほどこしてくれてなぁ。その手の信号を出せないようにしてるのさ」

「な……！」

「それにこんなこともできる」

　マシューはサクラの胸を隠かくすインナーを摘つまむ。それを少しだけ上へと持ち上げた。

　ここでは十八歳以上であれば性せい行こう為いも可能となっている。ただし、それは双そう方ほうの合意があっての話だ。一方的に行うことはできない。それはプログラムで本来できないようにされている。

「ここは、この手の本来できないことができる空間なんだよ」

　マシューがインナーから指を外す。焦あせる様子を楽しむかのように。

　サクラは気が気ではなかった。

「そんなに怯おびえるなよ。試合の時の気合いはどうしたんだ──なあ、日ひ比び野の咲さく良ら」

　実名がマシューの口から出て、サクラは一いつ瞬しゆん耳を疑った。

「これもまた知り合いに頼たのんでな。まさか、お前が〈アストラル・イノベーター〉をやってるとは思わなかったぜ」

「あ、あんた、なんで、わ、私の名前を……」

「これ、あん時の傷だろ？」
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　マシューの指が背中の左側に付いた傷きず痕あとをなぞる。気色の悪い感覚がサクラを襲おそった。

「ま、まさか……」

「久しぶりだなァ。ガキん時に喧けん嘩かふっかけて、無残に負けた東ひがし尾お周しゆう磨まだよ」

「……うそ、でしょ？　なんで……」

「噓うそじゃない。ホントのことだ」

　しかし、マシューの目に、サクラに対する興味はまるでなかった。

「てめぇに負けて以来、ずっと考えたぜ。お前以上に努力して、試合して、それでもなんでオレ様は太刀たち打ちできずに負けたのか、理解できなかった。男と女で、そもそも体力も腕わん力りよくも違ちがうっていうのになぁ……」

「……そ、それで復ふく讐しゆうを？」

「そういうこった。お前みたいなチート女に現実でやられて、ゲームでもやられるなんて我が慢まんできなかった……。まったく。現実も、ゲームも、不平等だからなぁ」

「………」

「だが、まだだ。まだまだオレ様のこの心底で燻くすぶる汚お泥でいは払ふつ拭しよくできねぇ。苦しめて、苦しめて、苦しめて、もう二度とこの世界に来られないようにしてやる。てめぇが、現実で試合に出てこなくなったようにな……！」

「……お、おかしいわ……」

　その目に宿るのは、怒いかりや恨うらみ、理り不ふ尽じんな目に合ってきたと言わんばかりの黒い炎ほのおだ。

　今にも狂いそうなほど、その瞳ひとみの闇やみは深い。

「褒ほめ言こと葉ばだね。それにもっと面白い話をしてやろうか？　〈リザルターナイン〉の代わりにくれてやったアイテムはな。イチノの探しているものじゃねぇんだよ」

「え……」

「子分のアルケミストに作らせたんだぜぇ。よくできてただろ？　本物は未いまだ下層部にあるだろうさ。うちの手下どもは、どうにも要領が悪くて、攻こう略りやくできなくてなぁ！」

「だ、騙だましたのね！」

　サクラは悔くやしそうに、その表情を歪ゆがませる。だが、動こうにも束そく縛ばくされた四し肢しでは何もできない。

「虜囚はジッとしてな」

　マシューが首を絞しめて、その動きを止めた。

　首を絞めたところで呼吸ができなくなるわけではない。ただ、所有物を扱あつかうかの如ごとく、〈アドベントフェアリー〉を辱はずかしめている。

「典型的な反論ありがとうよ。こっちも典型的に返すぜ。騙される方が悪い。オレ様は一言も、あのダンジョンで入手したなんて言ってねぇぜ」

　罠わなだった。すべてはサクラを釣つり上げるための。

　サクラは自分の軽けい率そつさを嘆なげくばかりだった。だが、反はん撃げきしようにも動くことすらできない。

「さて、ネタばらしも終しゆう了りようだ。せっかくこの時のために、ここまで来たんだ。楽しませてもらおうか。お前の身体でな！」

　そして、マシューはサクラのインナーに手をかけた。




　　　　◆




　頑がん強きような岩に囲まれた渓けい谷こくを抜ぬけると、やはり断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきで囲まれた石造りの砦とりでがあった。真正面から行く以外、そこへ辿たどり着つくことができず、空からの強きよう襲しゆう以外、不可能な天然の要害。

　これが〈サウザンド・ブレイズ〉が本ほん拠きよとしている場所だ。

　この世界に無数にあるギルドの本拠は、そのほとんどが街の中にある。

　街の中は特とく殊しゆなこと──モンスター軍団の強襲や戦争クエストなどが起こらない限り、他の冒ぼう険けん者を傷付けることのできないセーフティスペースだ。その時以外は、どのような行動を起こそうと、ＨＰが減らないようにできている。

　もし、そこで戦いが起こるとすれば決けつ闘とうのみだ。

　しかし、街の外は違う。

　いくらでも他の冒険者を傷付けることができた。意図的であれ、偶ぐう発はつ的であれ、攻こう撃げき判定が当たればＨＰは減る。モンスターに避さけられた攻撃が当たったり、爆ばく発はつ魔ま法ほうの巻まき添ぞえを喰らったり、注意を怠おこたると危険だった。

　そんな場所を拠点になど、普ふ通つうはしない。

　だが、マシューは危険を好み、力を誇こ示じするかのように外に拠点を構えていた。

　すでに何度も攻略されて久しい砦型ダンジョンを乗っ取る形で。

　いつでも、襲いかかってこいと明言しているほどだ。

　それほどまでに自信があるのだ。自分の砦に。自身の実力に。〈サウザンド・ブレイズ〉というギルドの力に。

「だが、そろそろ明け渡してもらおうか。目め障ざわりになってきた」

　砦唯ゆい一いつの入り口には門番がふたり。

　歩き方、動き方、装備品。そこから強さを品定めしていく。

　深く演算をするまでもない。

　いつも通り押し通ればいい。

　十秒で片は付く。

　十秒。アイテム袋ぶくろから、小さな袋を取り出した。それはひばりに作ってもらったアイテムだ。

　九秒。それをイチノは思いっきり門番の方に向かって投げた。同時に駆かけ出だす。

　八秒。綺き麗れいな放物線を描えがいて袋が地面へと落ちた、瞬しゆん間かん。

　七秒。ボフンッと布ふ団とんを畳たたむような音が響ひびく。同時に一瞬にして周囲に白はく煙えんを撒まき散ちらした。〈煙けむり袋ぶくろ〉と呼ばれるものだ。主に、モンスターから逃とう走そうするときなど、ターゲッティングを外したい時に使用するのだが、イチノの使い方はまったく違った。

　六秒、煙の中に突とつ入にゆうして身を隠したイチノは、煙に咳せき込む門番のひとりを狙ねらって一いつ閃せん。弱点となる喉のどを切きり裂さき、門番は声を上げることもできず一いち撃げきで倒れた。

　五秒。その身体からだはすぐに消え、街へと送られる。

　四秒。次にもうひとりに狙いを定めた。同じく咳き込む音。未いまだに動いていない。武器を取り出した気配もなかった。再びそちらに向けて一閃。それは弱点の頭へと命中し、またも声も上げられずに絶命した。

　三秒。同じように身体は消え、街へと送られる。

「十秒もいらなかったな」

　フィールド上で武器を構えなければ、〈油断〉をしていたことになり、そのダメージは五倍にもなる。仮に一撃で絶命していなかったとしても、その大ダメージに身体は痺しびれ、何もできなくなっていただろう。

　鍛冶かじをした剣けんの効果も発揮されている。

「……いい案配だな」

　門番を片付けたが、未だに他のギルドメンバーが出てくる気配はない。

　だが、イチノは構わず、目の前にある鉄製の扉とびらを蹴ける。しかし、まったく動かなかった。裏から閂かんぬきでも掛かけているのだろう。

「無む駄だなことを」

　イチノはアイテム袋から、禍まが々まがしい石を取り出した。まるで毬いが栗ぐりのような形の黒い物体。

　イチノは扉から離はなれて、それを投げつけた。

　毬栗が扉へと着ちやく弾だん。小規模の爆ばく発はつを巻き起こす。〈イガボム〉。火薬を使った爆発アイテムだ。モンスターに使用すれば固定ダメージを与あたえる代しろ物ものだが、こうして障害物を無理矢理突とつ破ぱするのに使うこともできる。

　チュートリアルダンジョンで出てくる敵を倒たおすために本来は使うはずだった〈ファイアレッド〉を素材に使った高性能爆ばく弾だんアイテムだ。一個しか持つことはできないが、２万のダメージを無条件に叩たたき込むことができる。

　爆発の煙が広がる中、晴れるのを待つことなく、間かん髪はつ入れずにイチノは扉へ向かって走り出す。そして、砦へと侵しん入にゆうした。

「なんだなんだ!?」「敵てき襲しゆうか!?」「全員、警けい戒かい態勢！」

「今頃気付いたところで遅おそい」

　中にいた三人を声から距きよ離りを判別。それぞれに一撃を与え、武器を構える前に黙だまらせる。まるで作業のように。

　そこからアイテム袋に手を入れ、〈煙袋〉を四つ取り出し、手に握にぎり込んだ。

　そのうちひとつを前方へと投げる。炸さく裂れつして、煙が砦の中に立ちこめた。

　砦の中は石造り。構造は煙のせいで見えないが、イチノの頭の中では見えていた。このダンジョンは以前、攻略したことがあり、記き憶おくの中に入っている。

　イチノは頭の中に地図を描えがきながら駆けた。

　大きな石造りの階段を駆け上がり、二階の通路を突つき進すすみ、また階段を駆け上がる。

　煙が晴れそうになったら再び〈煙袋〉を投げて、相手に視界を与えない。

「マシューは間ま違ちがいなくボスが出現するスペースにいるはず……！」

　性格からして間違いないと踏ふんでいる。

　そこまであと三分二十五秒であると計算した。

　途と中ちゆうでポップするモンスターを撃げき退たいし、右往左往するギルドメンバーたちを、

「邪じや魔まだ。自じ称しよう最強ども」

　一刀のもとに斬きり伏ふせ、イチノは進む。

　イチノの敵ではない。玩がん具ぐでも片すかのように瞬しゆん殺さつする。

　そして、またしても階段を駆け上がった。

　最上階に辿り着き、長い廊ろう下かを駆けて大部屋へと出る。

　そこに、いた。

　台座のような場所に乗せられ、装備を剝はぎ取られ、枷かせを塡はめられているサクラと。

　それに覆おおい被かぶさろうとしているマシューが。

「イチノ！」

　サクラが叫さけぶ。その目には涙なみだが浮うかんでおり、何をされようとしていたのか、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「……どうやってここまで来た？」

「真正面以外に抜け道があるのか？　ここには。《メモリーフラグメント》で騙してくれた礼は高くつくぜ」

　マシューはイチノの言葉に舌打ちをする。

　しかし、思い出したようにすぐに余よ裕ゆうの表情を見せた。

「金は払はらったんだ。オレ様たちが逃にげるぐらいは時間を稼かせげよ！」

　マシューの横に、黒い塊かたまりが浮き上がる。

　スキル〈シャドウ・ハイド〉。影かげに潜ひそむことのできる、高レベルシーフのスキルだ。

　塊から人影が、人影から人の身体が現れる。

「……ようやく来たか」

　それはイチノにとって見知った人物でもあった。

「アレス、お前……！」

「……イチノ、お前と戦うのも久々だな。今の俺は〈サウザンド・ブレイズ〉に雇やとわれた身。悪く思うなよ」

「糸を引いてたのは、お前か！」

《メモリーフラグメント》の情報を出してきたのは、そもそもアレスだ。

〈サウザンド・ブレイズ〉から雇われていたとすれば、その行動にも納得がいく。そもそもあんな模造品、アレスであれば見破れていたはずだ。

　アレスは短たん剣けんを取り出すと、その姿を消した──いや、姿が消えたように見せた。

　すると、イチノの背後に銀閃が現れる。いつの間にか、影はイチノの背後へ移動していた。

　短剣がイチノの首を襲おそう──だが、イチノは体を捻ひねって剣を振ふり、その攻撃を相そう殺さいする。

　アレスはイチノを真正面に見み据すえて口を開く。

「……ふん。さすがにこの程度では、効かないか」

「それは何度も見たからな」

「……挨あい拶さつ代わりのようなものだ」

　アレスが後ろに逃げるのを逃のがさずに首を薙なぐ。クリティカルヒットし、アレスが渋しぶい顔をする。

　だが、すぐに覚かく悟ごを決めたのか、イチノへと肉にく薄はくした。

　アレス本来の戦い方ではない。基本的には遠えん距きよ離りからボウガンや投げナイフで戦うのが、シーフとしての戦い方だ。

「らしくないじゃないか……！　肉にく弾だん戦なんてな！」

「……お前に遠距離戦を挑いどんでも、どうしようもないからな」

　アレスの攻撃の冴さえは見事なものだった。その最速の太刀たち筋すじは並の冒険者なら手も足も出ずに終わるだろう。

　だが、アレスが相手取っているのはイチノなのだ。

「言い訳は、全部あとで聞くッ！」

　イチノの剣が、アレスの首を切り裂いた。

　その一撃で、アレスは膝ひざをついて倒れた。その身体が消え、街へと送られる。アイテムを持っていなかったのか、ドロップアイテムは出なかった。

　イチノはすぐさま、マシューへと向き直る。まだ逃げられてはいない。今はサクラを台座の枷から外したところだった。サクラは力を入れられないのか、ぐったりとしている。

「チッ、もう少しぐらい時間稼げよ、使えねぇ……！　来いッ！」

　マシューはアイテム袋から何かを取り出した。それは〈リターンストーン〉の片割れだ。

　それを叩きつける。

　すると、そこにいきなり大男が現れた。

「まだまだオレ様のやりたいことは終わってねぇ！　おい、やれ」

〈リターンストーン〉は、ダンジョン攻こう略りやくのためのアイテムで、置いてきた場所に戻もどるために使う。しかし、こうして片割れを誰だれかに持たせることで、持った者を召しよう喚かんすることもできるのだ。開発側にとっては意図されていない使い方だったようだが、冒ぼう険けん者たちが面白がったことで定着した。

「こいつは、攻こう撃げき力、守備力、ＨＰに特化させたオレ様の壁かべだ。せいぜい頑がん張ばることだな」

　そして、マシューは逃げるべく、サクラを抱だき抱かかえた。

　大男はマシューの邪魔をしないようにイチノへと接近してくる。腕うでを振り上げると、その馬ば鹿かげた武器が露あらわになった。

　巨きよ大だいな、ハンマーだ。〈ミョルニルハンマー〉と呼ばれる、スピードを犠ぎ牲せいにし、攻撃力を特化させた武器である。

　それを、大男は無造作に振り下ろした。当然、狙いはイチノだ。

　イチノはそれをギリギリまで見定めた。

　視界はハンマーで埋うまる。

　その刹せつ那な──動いた。

　イチノは横へと回り込み、渾こん身しんの一撃を首筋に叩き込む。クリティカルが発生し、星のエフェクトが飛び散る。

　ハンマーは床ゆかに叩きつけられた。しかし、それだけだ。音はない。床は傷付くことなく、そのままだった。

　次いで大男が床へと倒れ込む。同時にその身体からだは消えた。街へと転送されたのだ。

　まだ、マシューは部屋から逃げることもできていない。

「あいつを一いち撃げきだと……」

「俺がやったことがわからないわけじゃないだろう、マシュー」

　マシューが歯ぎしりする。

「さて。どうする？　抱き抱えているそいつを人ひと質じちにでも取るか？　別に構わない。俺は確実にお前だけを斬る自信がある」

「ぐっ……」

「まだ、俺とサシで戦う方が逃げる余地はあると思うが」

「予定変へん更こうだ！　……あんたは、ここで惨みじめに、無残に、惨むごたらしく殺してやろう！」

　マシューはサクラを捨てるように投げ飛ばした。

　そして、槍やりを取り出し構える。

「くたばれっ！」

　鋭するどく穂ほ先さきで突いてきた。黒い軌き跡せきがイチノへと襲いかかる。

〈モーメントスラスト〉。槍を扱あつかう者の必ひつ須すスキルであり、突いたと同時に敵へと突き刺ささるような、超ちよう速そくの刺し突とつ攻撃。

　しかし、イチノはそれを剣けんを振るい相殺する。

「モーションデータの固定されたスキルなんて通るか！」

　どれだけ速かろうと苦にならない。攻撃タイミングのフレーム数が一定のスキルによる攻撃など、イチノにとっては問題にならなかった。視線と身体の動きさえ見ていれば、どこを狙ねらい、どのタイミングで当たり判定に接せつ触しよくするのかはすぐに予測、演算できる。

　イチノからすれば、それに合わせて武器を振るえばいいだけだ。マニュアル操作でしかできない、角度やタイミングの読めない斬撃が一番恐おそろしい。

「カッター野や郎ろうが！　うぜぇんだよ！」

〈アストラル・イノベーター〉では、相殺を多用する冒険者をカッターと揶や揄ゆする風潮がある。攻撃をカットする者という意味合いだ。

「俺にとっては褒ほめ言こと葉ばだ」

　次々と襲いかかるマシューの攻撃をすべて相殺していく。

　あらゆる攻撃をひとつたりとも逃さず、そのすべてを。

「なら、これはどうだ！」

　イチノの背後に巨大な氷柱つららが現れる。鋭えい利りな氷の刃やいば、その先せん端たんはイチノに向かっていた。

　しかし、イチノはそれに気付かないのか、まったく後ろを気にしない。目の前のマシューに集中している。

　さらに槍を横よこ薙なぎ。

　反対側からもそれとは逆ベクトルの槍が現れた。

〈ツインアサルト〉。

　横薙ぎの攻撃とは別ベクトルの攻撃を実体化させ、左右から挟はさみ込むように同時攻撃を行うスキル。あらゆる武器で使用可能なスキルで、攻撃を避さけられることが多いと覚えられるものだ。

　正面から逃げ場ばのない物理攻撃、真後ろには魔ま法ほう攻撃による氷柱。

　逃げ場はない。

「はあああああああああああああああああッ!!」

　イチノの砲ほう号ごうが爆はぜる。

　イチノは前面百八十度を凄すさまじい速度で薙ぐ。最初に右からの攻撃、次に左からの攻撃、挟きよう撃げきスキルの〈ツインアサルト〉を両方相殺する。

　だが、残った氷柱はイチノへと突つき刺さった──かに見えた。

　しかし、氷柱はまるでその力を失ったかのように消え失うせる。

「なっ……！」

　イチノの剣けん閃せんが煌きらめいた。頭ず蓋がいに一閃。星ほし屑くずが飛び散るようなエフェクトが発生。クリティカル攻撃だ。クリティカル補正値で高いダメージを叩たたき出せる喉のどを狙わず、低い方の頭蓋を狙う。

　何度もクリティカル攻撃を受け、思わずマシューは後ろに下がった。

「あんた……。オレ様の魔法を無効化だと……」

　イチノの左手の指には、自分の所持していた〈フリーズブレイカー〉が着けられている。

　そして、右手の指には……もうひとつの〈フリーズブレイカー〉が着けられていた。それは、サクラが落としていたもの。イチノから贈おくったアクセサリーだ。

「……っ!!」

〈フリーズブレイカー〉はあらゆる氷属性の攻撃を半減する効果を持つ。

　それをふたつ着けると、半減＋半減から無効化という効果となるのだ。

「氷は、あいつが守ってくれる！」

　そう言い放ち、マシューの頭に一撃を与あたえた。

　マシューの表情が怒いかりでさらに歪ゆがむ。

「イィィィィィチィィィィノォォォォォォォ─────────────ッ！」

　がむしゃらに襲いかかってくる。

　怒りに我を忘れていても、その戦いを見れば誰もが一流と認めるだろう。

　マシューも〈リザルター・ナイン〉に最も近いと言われているだけのことはあり、その強さは際きわ立だっている。素行が悪くさえなければ、とっくになっていただろう。

　一撃でもまともに喰らえば、即そく死し。

　スキルを交えた連続攻撃に、相殺しきれない攻撃まで出てくる。

「殺やったッ！」

　槍が当たる瞬しゆん間かん、イチノの体が紅く光る。槍の攻撃は弾はじかれ、無効化された。

〈アストラル・ガード〉だ。ＳＰが１減少する。残り17。だが、ＨＰには何の変化もない。

「てめえぇぇ……。ホンット、うぜぇな！　今ので死んどけよ！」

「負けないための戦いをするのが基本戦術なんでな」

「クソが！　レベル１の分際でぇッ!!」

「そのレベル１にお前は勝てない。最強なんぞ似合わないぐらいに叩きのめしてやる、その外げ道どうな性格が直るぐらいにな！」

　マシューはそれでも槍を振ふるう。鋭い突きを繰くり出しながら、口を動かした。

「我は渇かつ望ぼうする。受け入れよ、我が世界。霧の国ニブルヘイムより来たれ、氷の嵐ブリザード！」

　詠えい唱しよう。そして──魔法が発動する。

〈ブリザード〉。

　広こう範はん囲いに高こう濃のう度どの吹雪ふぶきを巻き起こす氷系でも最上級に属する魔法だ。イチノには氷による魔法攻撃は効かないが、視界が大きく塞ふさがれる。さらに音も吹雪の音のみとなった。

　イチノは耳を澄すます。

　微かすかに攻撃の煌めく音が耳じ朶だに触れた。

　狙いを定さだめて剣を振るう。無事、弾くことに成功。

　しかし──。

（手て応ごたえが小さすぎる！）

　槍を弾いた手応えではなかった。今の感かん触しよくは、投げナイフだ。

「もらった！」

　視界の悪い中、マシューが距きよ離りを詰つめてくる。

　穂先は完全にイチノの心臓を狙っていた。

〈ブリザード〉を使って視界を奪うばい、投げナイフを使ってイチノの体勢を崩くずす。

　本命はこの攻撃だったのだ。

　避けることのできない──必殺の一撃。

　穂先が、イチノの心臓を貫つらぬいた。深々と、確実に突き刺さっている。

　しかし、マシューは眉まゆ根ねを寄せ、訝いぶかしがった。手応えがない。その上、エフェクトも出なかった。

　イチノは目の前にいるというのに──！

「ラグったな」

　マシューの背後から死神のような声が響ひびく。

　その死神の剣閃が後頭部を切きり裂さいた。クリティカル攻撃のエフェクトが煌めき、弾き飛ばされたマシューは地面を滑すべるように転がる。

　吹雪が消え、視界が完全に開けた。マシューはすぐに立ち上がる。そして、イチノへと向き直った。

　そして、サクラは視界が悪い中、目にした残像に呆ほうけた顔をしている。

　それはサクラがイチノと決闘した時にも見た残像だった。

「イチノ……」

　サクラは未だにそのギミックには気付いていない。またチートを使ったのかと不安そうな色をその表情に浮うかべていた。

　マシューが鋭くイチノを睨にらみ付ける。

「あんた……まさか、今のは意図的に使ったのか」

「ああ。なんだ、知ってたのか」

「ふん、知ってる人間は少ねぇだろうがな。オレ様たちはこの世界で何をするにも脳からの電気信号、その入力と出力を絶え間なくやっている。それがこの体を動かしている」

「………」

「だが、その入力と出力が狭せまいエリア内ゾーンで集中すると若じやつ干かんのズレが起こる。特に決けつ闘とうでは時々起こるな。今じゃほとんど聞かねぇがラグってやつだ。もっともそのラグも一秒の２４０分の１、つまり１フレーム程度。その１フレームで避けることで、あたかも攻撃が当たったかのように錯さつ覚かくさせたわけだ」

「解説どーも。これはチートでも何でもない。システムの抜ぬけ穴あなを使った、ただの曲芸のようなもんだ」

　すでに身体は避けていたのだ。

　だが、データのラグが発生し、相手から見える自分自身の映像データだけがそこに残る。

　それを斬きったところで、手応えなどあるわけがない。そこに実体当たり判定はないのだから。

「理解できるやつは少ねぇらしいけどなぁ」

　事実、サクラはすぐに理解できなかった。

　苛いらついたように、マシューは再び槍やりを構える。

「……っとに、不平等だ！　どこもかしこもだ！　苛つく苛つく苛つく苛つく！　このチート野郎が！」

「チートなんて使ってないんだがな」

「フレームを見み極きわめられるだけでチートだよ、このクソが！　相そう殺さいも〈アストラル・ガード〉も確実に成功させるなんて、できるものかよ！　だからこそ、不平等なんだよ！　ゲームもリアルも！」

　激げつ昂こうして喚わめくマシュー。闇やみよりも濃こい、呪じゆ詛そのような言葉が部屋の中へと響いた。

　そして、マシューが槍を振り回す。イチノはその攻こう撃げきを相殺。だが、槍はさらなる唸うなりを見せる。

「不平等なんかじゃない！　このゲームは誰だれにだって平等だ」

「はっ、違ちがうな！　昔、あんたと戦ってオレ様は確信したんだ！　結局、リアルもゲームも才能なんだよ！　ふざけやがってふざけやがってふざけやがってふざけやがってふざけやがってふざけやがってぇ！」

　槍を振るいながらマシューは喚く。がむしゃらに、すべてを否定するかのように。

　そんな中、イチノの剣けんはマシューの頭を的確に命中させる。

「違う！　才能なんか関係あるか！」

「だったら、オレ様とあんたの違いはなんだ!?　オレ様だって努力した！　強くあろうと──最強になるべく手段を尽つくした！　何千時間この世界にソウルインしてたと思ってる！　何年武道の練習を、修行をしたと思ってる！　だというのにリアルもゲームも、全部オレ様を否定したんだ！」

「否定したのは世界じゃない！　お前自身だ！　第一、だったら、なぜもっと努力を重ねなかった!?」

　マシューはそれを否定するように叫さけぶ。

「それも才能だ！　努力する才能っていうな！」

　あらゆるすべてを、才能と断じて。

　日比野咲さく良らの武道も、そして、イチノの冒ぼう険けん者としての強さも。

　自分は才能に見放されたと、マシューは吠ほえる。

　その槍は一度たりとも、イチノの体に届かない。

　マシューの顔はさらに激昂で朱あかく染まっていく。

「もういい加減、うんざりだ。あんたはもう──ここで死ね」

　そして──奇き妙みような石を取り出した。

　形状はどこにでも落ちていそうな石だった。だが、真っ黒で歪いびつ。そして、不気味に淡あわく明めい滅めつし、吸い込まれそうな魅み力りよくを放っている。

　マシューはそれを、口に入れた。

　瞬またたく間まに全身が邪じや悪あくな紋もん様ように染まり、その眼球が血走ったように紅あかくなる。

「最初っからこうしてりゃよかったぜ……！」

　マシューの腕うではまったく力が入っておらず、槍はだらりとさがっていた。

　その刹せつ那な──。

　反応できたのは、今までの経験の賜たま物ものだろう。長いこの世界での経験が、虫の知らせのように、飛んでくる攻撃を認にん識しきさせた。イチノの眼前に突とつ如じよ穂ほ先さきが現れる。

「なっ……!?」

　相殺は間に合わない。すぐに〈アストラル・ガード〉。判定を受け入れるギリギリで条件は成立した。残り16。

　だが、それで終わらない。さらに穂先が壁かべのようになって、襲おそいかかった。

　何発かは相殺した。しかし、幾いくつかの攻撃を殺すことができず、できなかったものはすべて〈アストラル・ガード〉を発動させることで防ぐ。残り15、14、13、12……。

　死ぬことはないが、ＳＰが少しずつ確実に減っていった。残りＳＰが11となる。

「いきなりなんだ……！」

　あの奇妙な石を飲み込んだ瞬間、すべてがおかしくなった。

「まさか……電子ドラッグか！」

「ご名答。よく知ってたなぁ！　この精神の高こう揚ようはクるぜぇ！　これは改造して、攻撃力と素す早ばやさを限界以上に引き出すようにした代しろ物ものだ！」

　電子ドラッグを改造することで、ステータスを超こえた動きをすることができるようになるという噂うわさはイチノも聞いていた。電気信号の出力と入力の歪ゆがみに、指向性を持たせて、〈アストラル・イノベーター〉の限界に近い、あるいは超えた速度と攻撃力を得ることも可能だと。

「お前……それだけは手を出さないと思ってたのに！」

「それもこれも、すべてあんたに勝って、オレ様の悪夢を終わらせるためだ！　そらそらそらそらそらそらそらそらそらそらそらそらそらそらァッ！」

　マシューが動く。見たこともないような連撃が迫せまった。

　ギリギリで避さけ、避けられないものは相殺。それでも不ふ可か避ひの攻撃は〈アストラル・ガード〉。どうにか耐たえてはいるが、ＳＰは容よう赦しやなく減っていった。残り10、９……。

「イチノ！　もう、止めて！　死んだらダメなんでしょ！　だったら逃にげてよ！」

　サクラが悲痛な声で叫ぶ。心の底から、イチノの身を案じていた。

　倒たおれたら、何もかも終わるかもしれない。

　三ヶ月間のすべてが無に帰して、妹の命も戻もどってこなくなる。

「そらそらそらそらそらッ！」

　まるで手が四本あるような、そんな槍の攻撃をイチノはどうにか防いだ。ＳＰ残り８、７、６、５、４……さらに減っていく。戦せん況きようは確実にマシューへと傾かたむいていた。

「逃げろよ！　地を這はって！　惨みじめになぁ!!」

　だが──。

　逃げてどうなる。

　ここで逃げれば、サクラが犠ぎ牲せいになるだけだ。

　イチノは聞く耳を持たずに、戦いを続ける。動けないサクラはそれを見守るしかなかった。祈いのるしかなかった。

「そらそらあっ！」

　マシューの攻撃がイチノの相殺の壁を突つき破やぶる。

〈アストラル・ガード〉発動。発動。発動。３、２、１……。

「これで……死ねぇッ！」

　イチノの体が紅く輝かがやき、〈アストラル・ガード〉が発動した。槍の攻撃を無効化する。

　ここで、ついにイチノのＳＰは０となる。

　マシューのＨＰはまだ１／３はあると計算からは推測できた。

　自身の勝ちを確信しているのか、マシューは舌なめずりをしながら、勝かち誇ほこった顔でせせら笑う。

「残念だったな、正義のナイトさんよ。いや──ノービス風ふ情ぜいが！」

　槍を構えた。

　予測では〈モーメントスラスト〉。それが、神速となって、襲いかかってくるだろう。

　イチノはそれでも自身の愛剣〈ハンドレッドブレード〉を構える。

　だが、サクラにはそれがただの悪あがきにしか見えなかった。

　サクラは手を合わせて見守っている。奇き跡せきが起こることを祈るように、悲ひ壮そう感のある表情で。

「これで終わりだ！　もうオレ様に負けはねぇ！　この一いち撃げきで死ね──惨むごたらしくな！」

　槍の穂ほ先さきが、黒き軌き跡せきを描えがいて、虚こ空くうを[image: 迸]ほとばしる。

　その闇の刃やいばは心臓へと突き進む。死へと誘いざなう死神の刃のように。

「そのロジックじゃ……」

　だが、イチノの目は死んでいなかった。

　──祈りには意味がない。

　──奇跡は欠片かけらも必要ない。

　必要なのは、ただひとつ。

　勝利への演算だ。

「俺への勝ち筋は作れない!!」

　その攻撃速度にようやく目が慣れた。

「いつだって、自分の勝利を決めるのは──己おのれが生き方だ！」

　イチノはその闇を避けずに──前へと踏ふみ込む。

　エフェクトなど何も出ない、無骨な剣閃。

　闇の刃がイチノの心臓を貫つらぬくよりも先に、イチノの剣がマシューの頭を切きり裂さいた。

　いつものように、クリティカル攻撃成功の証、星のエフェクトが弾はじける。

　それだけではない。

　太く白い剣閃の軌跡が、マシューの額にうっすらと残っていた。

　それが、一度収縮して──炸さく裂れつする。

　闇の刃はまるで幻まぼろしのように消え、マシューは床ゆかに倒れ込んだ。マシューの頭に星が回る。イチノの攻こう撃げきを受けてスタンしたのだ。
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「ば、馬ば鹿かな……！　こ、こんなときにスタンだと……!?　ＨＰが一ひと桁けたまで減って……？　まだあんたの攻撃を耐える余よ裕ゆうはあったはずだぞ……！」

「お前の攻撃力をそのまま返した。電子ドラッグで増加した攻撃力が仇あだになったな」

「まさか、か、カウンターだと!?　馬鹿な！」

　カウンター。それは相手の攻撃力をそのまま敵へと返す一撃。

　やるべきことは簡単だ。相手の攻撃中、それが終わるまでに、自身の攻撃を叩たたき込めばいい。

　ただし、カウンターの成功する瞬しゆん間かんは、相手が攻撃をしてきた特定の瞬間のみ。

　特に、〈モーメントスラスト〉のカウンターを取る場合、そのタイミングは３フレームしか存在しない。

　その３フレームを見切って、まさに刹那のタイミングでイチノは剣を振ふるった。

　先程の大男を倒したのも、相手の攻撃力をそのまま上乗せしたこのカウンターによるものだ。マシューの額に描かれた白い軌跡はカウンターの証だ。

「ふざけるな……！　クリティカルは確かに意識的に使おうと思えばできる！　だが、カウンターも同時だと!?」

「クリティカルもカウンターもやることは変わらない。フレームと当たり判定を見み極きわめればできるもんだ」

「そんな化け物みたいな動体視力があってたまるか……！　その上で、あんた、さっきの一撃でオレ様がスタンになるのもわかってたってのか!?」

「当たり前だ。スタン値はずっと数えていたからな。一撃で倒すか、スタンさせるかしなきゃ、相あい討うちになって俺が死ぬ」

「だ、だからずっと喉のどじゃなくて頭を……!?」

　頭への攻撃の方がスタン値が溜まりやすい。だから、ダメージの高い喉ではなく頭を攻撃していたのだ。

「そうだ。スタン値や相手のＨＰを覚えておけば、相手の攻撃を意図的に、そして強制的にキャンセルさせることができる」

　攻撃が当たる前に倒す、あるいはスタンさせることで、相手の攻撃判定は消える。

　必中の攻撃だろうとお構いなし。まさに、やられる前にやれという、技術とすら言えないプレイングスキルだ。

「くそぉ、くそぉ！　なんで、なんで一撃も届かないんだ！」

「改めて言う。才能なんかじゃない」

「だったらなんだと言うんだ……！」

「俺がここまで来られたのは──このゲームが好きだったからだ。好きだからこそ、この世界のすべてを識しろうとがむしゃらにやってきた。努力でも才能でもない。俺にあるのは、その気持ちだけだ。俺の強さはすべてその結果。今回、お前に勝てたのは……きっとそれを俺が思い出したからだよ」

　その答えにマシューは口を噤つぐむ。

「この世界に行き止まりなんて、ない。お前は……才能を理由に目を背そむけただけじゃないのか。お前がやってたっていう武道も、この〈アストラル・イノベーター〉も、好きだったのならもっとやれたんじゃないのか」

「…………………」

　マシューは何も答えようとしなかった。あらゆるすべてから目を逸そらすように、顔を背けている。

　そこへ、複数の足音が近づいてきた。

「〈サウザンド・ブレイズ〉！　電子ドラッグの所持で取とり締しまりますわ！」

　来たのは〈ゴスペル・クァイア〉のヒルトと、そのギルドメンバーだった。

「ヒルトさん？」

「お待たせ、イチノ君。ようやく電子ドラッグの確定情報が入ってね。ね、アレス君」

「……先さき程ほどぶりだな」

　ギルドメンバー以外にも、ついさっきイチノに倒されたはずのアレスがいた。その手でマシューが飲み込んだ電子ドラッグを弄もてあそび、床へ落として踏みにじる。

「アレス、お前……。やっぱりさっきのは演技か」

「……当たり前だ。お前相手とはいえ、あんなあっさりと殺されるオレではない。そもそも戦いはオレの本分じゃないんだ」

　まったく悪びれた様子はない。

「〈ゴスペル・クァイア〉のスパイだったのか、道理で……。だったら、さっさとアイテム使って街に戻れよ」

「……少し違ちがうな。オレは〈ゴスペル・クァイア〉のスパイでもあったが、〈サウザンド・ブレイズ〉のスパイでもあった」

「ダブルクロス二重スパイかよ……」

「……万一、お前が負け、〈ゴスペル・クァイア〉が負ける展開になれば、アイテムを使って逃にげ出したオレは信用されなくなるからな。どっちにも顔が利きくよう、せっかくだからデスルーラを使った」

　デスルーラ。今なお続く人気ゲームシリーズの移動呪じゆ文もんになぞらえた単語だ。

　戦せん闘とう不能になると拠きよ点てんとなる街へ飛ばされるシステムを利用した移動方法で、わざと死ぬことで移動時間を短縮する。金やアイテムをすべて預けておけばペナルティもない。道理でアイテムをひとつもドロップしないはずだ、とイチノは納なつ得とくする。

「まったく。お前ってやつは……怒おこる気にもならないな」

「……お前との縁えんを無下にするほど馬鹿ではない。せいぜい、またオレを楽しませてくれ」

　そして、アレスは部屋から立ち去っていった。

「あとのことは任せてもいいですか？　ヒルトさん」

「ええ。そのために来ましたからね。それよりもイチノ君」

「はい？」

「今回は無事でよかったけど……あんまり無茶しちゃダメよ？」

　ヒルトはイチノの顔を心配そうに覗のぞき込んでくる。

「心配させてすいません。でも、あいつには負ける気がしなかったんで」

　アイテム袋ぶくろからひとつ小こ瓶びんを取り出した。

　それは〈レッドポーション〉。ＳＰを少量回復するアイテムだ。少量といっても、レベル１のイチノであれば全快する。それを飲み、イチノのＳＰは見る見るうちに回復した。

「まあ。もしかして結構持ち込んでたのかしら？」

「ええ、五個ほどは」

　つまり、負けることはあり得なかったのだ。

　あそこでカウンター＆クリティカルを決めたのは、サクラを一刻も早く解放したかったからである。

「装備品が落ちてました。これは彼女のものでしょうか？」

　ギルドメンバーのひとりがサクラの装備を持ってやってきた。イチノはそれを受け取って、サクラへと近づく。

「悪い。遅おそくなった。ほら、装備品」

「い、イチノ、私……」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「う、うん……。乱暴される前にアレスが入ってきて、時間を稼かせいでくれたから……」

「……あいつ、そんなことまでタダでやってくれたのか」

　両方に従っていたといっていたが、イチノたちの方に肩かた入いれしていたのだろう。

　それもまたアレスという男の一いつ端たんだ。ああいう台詞回しをしているが、甘い男である。

「ほら」

　イチノはサクラに手を差し出した。サクラが恐おそる恐るその手を取ると、イチノは彼女を立ち上がらせる。

　しかし、サクラは未いまだにしおらしく活力がない。

「ごめん、この大事な日に……」

「……いつまでしょげてる？」

「え……」

「急ぐぞ。諦あきらめるにはまだ早い。マーカーはあるか？」

　サクラは言われるがままに、自身のアイテム袋からマーカーを取り出した。

「あと、一時間ある。足あ搔がこう。……一いつ緒しよに」

　そして、自身の左手から指輪を外し、以前と同じようにサクラの左手に指輪を嵌はめる。すでに新品ではないために効果は上がらないが、今はそうしたい気分だった。

「イチノ……」

　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆん。

　後こう悔かいもある。

　謝罪もしたい。

　だけど、思い出す。

　イチノの力になると決めたことを。

　あの時の覚かく悟ごを噓うそとしないために。

　その瞳ひとみに──強い光が戻もどる。それはイチノが失いたくなかった光だ。

「うん！」

「よし」

　イチノとサクラはマーカーを床ゆかへと叩きつける。

　砦とりでのボス部屋から、ふたりの姿は消えた。







　ふたりが出た場所は、以前と同じ中層部のボス部屋。マーカーの片割れを置いてあった場所だ。

　ダンジョンが封ふう鎖さされるまで残り一時間。

　ダンジョン内にいても、封鎖の時間が来た瞬間、ダンジョンの外へと瞬間移動させられる。

「行くぞ、サクラ！」

「うん！」

「大丈夫。きっと俺とお前なら……俺たちならいける！」

　力強く床を踏ふみしめるサクラと共に、すぐに階段を下りて下層部へと向かった。

　ありがたいことに罠わなはなく、モンスターもほとんどいなかった。

「中層部にはあんなに罠があったのに……」

「いや、よく見ろ。解除されてるものもあるし、発動した痕こん跡せきもある。おそらく〈サウザンド・ブレイズ〉の連中が途と中ちゆうまで下りたからだろう」

　そう言われてサクラも納得した。

　サクラは前衛に立って、立たち塞ふさがるモンスターを必死の形相で蹴け散ちらした。

　今までの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように。あるいは贖しよく罪ざいをするかのように。

「邪じや魔まだああああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　サクラが吠ほえる。

　そして、突つき進すすむ。祈いのりながら、願いながら。

　間に合うように、と……。

「大丈夫だ、間に合う……！」

　サクラを安心させるように、そう呟つぶやく。

　だけど、本当に間に合うかもしれない。

　イチノは一瞬だけ、そんな想おもいを本気で抱いだいた。

　だが。

　洞どう窟くつの中が、闇やみに染まっていく。

　時間が来たのだ。

「待って！　お願い！　イチノに時間を頂ちよう戴だいよっ！　私が馬ば鹿かだったせいでっ、こんなっ……イチノの、望みを絶たないで！」

　サクラの絶ぜつ叫きようが虚むなしく虚こ空くうに響ひびく。

　ふたりは強制的に、ダンジョンの外へと排はい出しゆつされた。







　ダンジョンの外は吹雪ふぶいていた。

　束つかの間の春は終わり、入り口は氷で凍とう結けつしている。もういくら破は壊かいしたところで、入り口が開くことはない。

　以前、何十人もの冒ぼう険けん者たちが炎ほのおを使って入り口を溶とかそうとしたが、相当深くまで凍結している上に、すぐに再び凍こおり付いてどうにもならなかったらしい。

　逆に凍り付いていく氷の中に閉じ込められて、窒ちつ息そくの状態異常から戦闘不能になり、街に送られた冒険者もいるとか。無茶なことをするものである。

「無理……だったか」

　イチノは雪が吹ふき荒すさぶ天を仰あおぐ。だが、その表情に悔くいはなかった。

「イチノ……ごめんなさい、私のせいで……！」

「サクラのせいじゃないよ。それに俺が助ける選せん択たくをしたんだ。気に病やむ必要はない」

「で、でも……」

「そんな顔しないでくれ。いつも冒険をしてる時みたいに、楽しそうな顔をしてほしい。そうじゃないと俺が助けた意味がない」

「イチノ……」

「あの中にある《メモリーフラグメント》が消えたわけじゃないからな。またあのダンジョンが開く、一年後に攻こう略りやくするよ。その時は……その、なんだ……また付き合ってくれ」

「うん……。必ず、手伝う……」

「あれ？　もしかして告白中でしたか？」

　見つめ合うイチノとサクラの横からいきなりの声。

　いつの間にか、カレンがいた。その表情はいつから聞いていたのか、とてもニヤニヤとしたものだ。

「告白じゃない！　というか、またお前か」

「その言い方はちょっとひどいですよ、イチノさん！」

「で、なんでここにいる」

「もちろんダンジョンの攻略をしてたんですけどね」

「攻略できたのか？」

「いやー、それが途中で寝ねちゃって」

「またかよ……。装備が剝はぎ取られなくてよかったな」

「まったくです。えへへー」

　大して悔くやしくなさそうな笑顔を浮うかべて、カレンは背中を向けた。

「それじゃ、あたしはまた別のところに行きます。また今度～」

　そして、大きく手を振ふりながら、イチノたちの前から去って行く。

「ホントに、変な子だな」

「そうかも」

　イチノとサクラはふたりして笑い合った。







　■エピローグ







　それからイチノたちは街へと戻った。

　ヒルトに呼ばれ、〈ゴスペル・クァイア〉の拠きよ点てんへ赴おもむくと事の顚てん末まつが説明される。

　マシューはアカウントを凍結されたという。またギルドメンバーたちもすべて凍結されたそうだ。復帰できるかどうかは未定ということだ。

　サクラの話で、〈サウザンド・ブレイズ〉の拠点、その奥の部屋ではゲームマスターへの信号が送れないなど、本来ゲーム内では禁止されている行こう為いも可能なスペースということも判明した。

「ホントに？　じゃあ、イチノ君、そこでわたくしの胸を触さわってみます？」

「何言ってるんですか!?」

「冗じよう談だんですよ」

　と、そんなやり取りをして、このことは開発会社の方に報告することを確認した。

　また、〈リザルターナイン〉の称しよう号ごうは、マシューがいなくなったことでサクラへと返へん還かんされていた。ステータスを見てサクラは戻っていることを確かめたようだった。

〈リザルターナイン〉の称号が戻って、サクラの表情も心なしかホッとしていた。

「やっぱり〈リザルターナイン〉の称号はないと嫌いやか？」

「今までは荷が重くて嫌だったけどね。今はあった方がいいと思ってるから。それにマシューが称号を利用して何もしなくて、ホッとした感じ」

　説明を聞き終えたふたりは雲雀ひばり工こう房ぼうへと戻り、ひばりへの挨あい拶さつもそこそこに、ソウルアウトした。




　　　　◇　◇　◇




　次の日の朝。弌はじめは学校へと向かっていた。

　ふと空を見上げると雲ひとつない青空で、弌の表情も心なしか緩ゆるんでくる。

「現実の空を眺ながめるのも久しぶりだな……」

〈アストラル・イノベーター〉では、天気によって戦いの立ち回りを変える必要もあるために天気には気を遣つかうが、現実ではそんなものは必要ない。

　ただただ、綺き麗れいだと思うだけだ。心が洗われるように。

「野の上がみ、くん？」

　聞き慣れた声を耳にして、弌は振り返る。

　そこにはいつものように制服姿に身を包んだ日ひ比び野のがいた。

「日比野か。おはよう」

「おはよう、野上くん」

「日比野、家ってこっちだったんだ？」

「うん。野上くんもこっちだったんだね」

　肩かたを並べて、再び歩き出す。

　肩が触ふれるか触れないか、そんな距きよ離り感かんで。〈アストラル・イノベーター〉と同じ距離感だった。

「今日も、ソウルイン、するの？」

「ああ。集める必要のあるアイテムもまだ揃そろってないしな」

「そっか。じゃあ、私もお手伝いするね」

　そんな他愛たわいのないやり取り。

　ただ、今まで弌は彼女とこんな何気ないやり取りすらしてこなかった。

　だからこそ、気付く。

「日比野、少し喋しやべり方が変わったか？　雰ふん囲い気きも変わった気がする」

「え。そ、そうかな？」

「今までほど、オドオドしてる感じがしない」

　すると、日比野は少し考えて、

「きっとイチノが傍そばにいるからかな。向こうと同じで……安心できるから」

　その頰ほおは少し赤みがかっているようにも見える。

　そして、日比野は反はん撃げきとばかりに続けた。

「野上くんも変わったよ？」

「え、どこが？」

「少し……楽しそう」

「楽しそう？」

「うん。教室で見る野上くんは、ずっと静かで、ずっと不安を抱かかえてるように見えたから」

　自覚はなかった。

　自分では隠かくしているつもりだったのだ。妹を助けるために渦うず巻まく幾いくつもの感情を。

　だけど、隣となりの席に座る少女は見み透すかしていたらしい。だからこそ、保健室でも弌のことを心配していたのかもしれない。……と、弌にそんな考えが過よぎる。

　もし、抱えているものが払ふつ拭しよくされているのだとすれば──。

「きっと、サクラのおかげだ」

　弌の言葉に、日比野の頰が真っ赤に染まっていく。

「び、ビックリした……。こっちで名前呼ばれるの慣れてないから……」

「あ、悪い。嫌だったか？」

「う、ううん。そんなこと、ない……。わ、私も野上くんのこと、名前で呼んでいい？」

「別にいいけど」

「じゃあ……弌くん」

　女の子に名前を呼ばれるのが、むず痒がゆかったのか弌が少し目を逸そらす。

　だが、決して嫌そうな顔ではなかった。

「えへへ」

　嬉うれしそうに彼女は笑う。

　ふたりの歩みはゆっくりだったが、それでも時間に余よ裕ゆうがある分、遅ち刻こくすることはない。

「ねぇ、弌くんは、何で私を助けにきてくれたの？」

　唐とう突とつに切り出す。少し楽しそうに、それでいて不安そうに。

「お前がいないとダンジョン攻略が面めん倒どうだからだよ」
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　弌は顔を逸らしながらぶっきらぼうに言う。

　咲さく良らもそれが弌なりの理由付けだと思ってか、クスッと笑う。

　確かに面倒だが、弌が攻こう略りやくできないほどじゃないのは、咲良にも理解できていた。

　六時間あれば、弌ひとりでもギリギリで攻略できたであろうことも。

「そっか。信用されたみたいで嬉しいな」

　そして、咲良は弌に頭を下げた。

「あとチートだって疑ってごめんね。私、まったくわからなくて……」

「別にいい。それに感謝してるからな」

「え。何が？」

「……秘密」

　弌はそう言って、ふふんと鼻で笑った。

　しかし、弌は本当に咲良に感謝しているのだ。

　イチノはサクラのおかげで微かすかに思い出し始めていた。

　ゲームを楽しむということを。

　楽しそうにプレイするサクラを見て。

「え、なにそれ。気になる……」

　依い然ぜん、妹の《メモリーフラグメント》は集まっていない。

　死んだら《メモリーフラグメント》を失うかもしれないし、アイテム集めもいつ終わるかもわからないままだ。

（だけど、きっとゲームを楽しんでないと恋れんに叱しかられる気がしたんだ）

　きっと、あの場に恋が──レナがいたら、サクラを助けてあげてと懇こん願がんしてきただろう。

　いや、ひとりでも助けに行ったはずだ。

（遅おそくなるかもしれないけど……待っててくれ、恋）

　ひとり、イチノは改めて決意する。

「恋を……。必ず、助け出す。だから……」

「うん。私、絶対に力になるから……。どんな時でもあなたの味方だから」

　咲良が拳こぶしを弌に差し出す。

　弌はそれにコツンと合わせた。

　以前もやった協力の──戦友の誓ちかいだ。

「これからも、よろしく頼たのむ」

「こちらこそ」

　そう言って、咲良と弌はお互たがいに頷うなずき合った。

　確信に近い想おもいが湧わき上がる。

　彼女と一いつ緒しよならば、きっと妹を助け出せる、と。




　ふと、聞こえてくる。

　妹の、楽しそうな、声が──。




「ねえ、イチ兄。ゲームを楽しんでる？　それとも、ゲームで楽しんでる？」




　久しぶりに頭の中で再生された妹の声は、とても鮮せん明めいで──。

　楽しく遊んでいるように聞こえた。







　あとがき







　富士見ファンタジアの読者の皆みな様さま、初めまして。田た尾お典のり丈たけです。

　もし、知っている方がいましたら、嬉うれしいです。本当にありがとうございます。

　今回のお話は近未来を想定したＭＭＯＲＰＧですが、内容は格かく闘とうゲームやアクションゲームのルールとシステムも多分に含ふくまれております。神プレイという、神と呼ぶに相応ふさわしいプレイが世の中には存在します。また低レベルクリアや制限プレイなどもありますね。

　モンスターの動きを読んでいる、あるいは誘ゆう導どうすることで動く場所に先に当たり判定を置いておくといった先読み。針の穴のような抜ぬけ穴あなをこれでもかというぐらい駆く使しして敵を倒たおす頭脳プレイ。内容すべてを書き切れませんが、それらを見るたびに魂たましいが震ふるえます。

　プレイに魅みせられるたびに無む謀ぼうにも挑ちよう戦せんし、諦あきらめて挫ざ折せつ……それを繰くり返かえしてきました。

　で、やるのがダメなら書いてみよう。そんな発想から、この物語は紡つむがれています。

　そんなお話ですが、今後ともよろしくしていただければ幸いでございます。

　次の巻は地形を変えてしまうような、山のような超ちよう大型モンスターが出てきます。そんな相手に剣けん一本でどう立ち向かうのか。また他のギルドと討とう伐ばつを巡めぐって敵対したり、共きよう闘とうしたり……？　ご期待いただければ幸いです！




　それでは謝しや辞じに参ります。

　世界を描えがき、可愛い女の子も生んでいただき、籠かご目め様には感謝以外の言葉がありません。大変だったとは思いますが、素晴らしいイラストをありがとうございました！

　この物語を面白くするために尽じん力りよくして戴いただいた担当の小林様。もし貴方あなたがいなければ、この物語はありませんでした。本当にありがとうございます！

　カバーデザインをして戴いただいたビィピィ様。素敵なデザイン、本当に嬉しかったです！

　また、この本を出版するにあたって関わったすべての皆様へ、厚く御お礼れい申し上げます。

　そして、最後に。この本を読んでくださった読者の皆様に、この上ない感謝を。





二〇一三年一一月　田た尾お典のり丈たけ
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